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			アリの巣ダンジョンへようこそ！①

			テラン

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・アオキテツヤ＋百足屋ユウコ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			プロローグ

			一章　蟻の迷宮

			二章　妖精との出会い

			間章　妖精との休日

			三章　黒軍の大穴

			エピローグ

		

	
		
			　

			プロローグ

			　

			　――背中が痛い。

			　背中から伝わるのは、冷たくごつごつとした硬い感触。

			　どうやらおかしな場所で眠っていたようだ。

			　ぼんやりと残る眠気を振り払いながら起き上がる。すると――そこは土で囲まれた薄暗い部屋の中だった。

			　まったく見覚えのない光景に、拉(ら)致(ち)か、それとも監禁か――そんな考えがよぎる。

			　慌てて辺りを見渡すが、手掛かりになりそうなものは見当たらない。

			　視界に入るのは、辺り一面を覆(おお)い尽(つ)くす土、土、土。

			　壁や床、さらには天井までが茶色い土で囲まれている。

			　床に触れる手のひらから伝わるのは、じめじめと湿った冷たい土の感触だった。

			　どうやら俺はこの土の上に寝かされていたらしい。どうりで背中が痛くなるはずだ。

			　部屋の中にはベッドどころか、家具すら見当たらない。それどころか、この殺風景な部屋から外に出るための扉のようなものすら存在しなかった。

			　唯一、土以外に存在しているのは、部屋のちょうど真ん中辺りで浮かぶ水晶のような見た目の１メートルほどの結晶体のみ。

			　結晶体はぼんやりとどこか幻想的な光を放ちながら、誘うように宙に浮いている。

			　目の前の結晶体の様子を観察してみるが、天井などから吊り下げられている様子もない。

			　あれだけ大きな結晶がなんの支えもなく浮かぶとは、まるで手品か魔法のようだ。

			　もしかしたらまだ自分は寝ていて、ここは夢の中だったりしないだろうか？

			　それならば、この意味の分からない状況も理解できるのだが……。

			　しかし、未だに背中に残る硬い土の感触と、今もなお手のひらから伝わる土の冷たさは紛れもなく本物だった。

			　試しに頬をつまんで引っ張ると、ちくりとした痛みを感じる。

			　まだ断言はできないが、おそらくこれは夢ではないのだろう。

			　ならばいったい何が起こっているのだろうか？

			　眠る前の状況を思い出そうとして――何も思い出すことができなかった。

			　おかしい。

			　眠る前のことだけではない。

			　それ以前のことも、自分の名前すら思い出すことができない。

			　背中がぞくりと震える。それは土の冷たさのせいか、それともこの異常な状況への恐怖なのか――

			　背中に嫌な汗をじっとりとかきながら、何か思い出せないかと必死に頭を巡らせる。

			　しかし、どれだけの時間が経っても、何一つ思い出すことはできなかった。

			　服やズボンのポケットを探ってみるが、紙切れ１枚すら入ってはいなかった。

			　普通ならば、あまりにも異常な事態に気が狂ってしまいそうなところだが、幸いと言うべきか、何とか取り乱すことなくこの事態を受け止めることができた。

			　それは窮地に追い込まれたことによる、生き物としての防衛本能なのか、それとも記憶を失ったせいなのか。もしくは、他の理由があるのかもしれない。

			　なんにせよ、落ち着いて物事を考えることができるということはいいことである。混乱したままでは、考えすらも満足にまとまらないだろう。

			　失ったのは自分の過去に関する記憶だけのようで、物の名前などの知識と言える部分は残っているようだ。

			　もしも、それらの知識さえも失っていたならば、分別すらつかない赤ん坊のような状態になっていたかもしれない。

			　これもこのおかしな状況から見れば、幸いだと考えるべきだろう。

			　そんなことを考えながら、何か思い出せないかと頭の中を探っていたが、どれだけ考えても何一つ思い出すことはできないようだ。

			　それならば、今は部屋の中を調べて状況を確認しよう。

			　まずはこの部屋をぐるりと覆(おお)う土の壁。

			　くまなく叩いて回ってみるが、壁の奥に空間がある様子はなく肩を落とす。

			　次に床も調べてみるが、結果は壁の時と同じだった。

			　残念ながら天井は手が届かないので調べようがないが、もしそこに出口があったところで、手が届くわけでもない。今は諦(あきら)めるしかないだろう。

			　壁や床が空振りに終わったとすれば――残されたのはあの水晶のようなものだけだ。殺風景な部屋の中には、この水晶以外にはもの一つ置かれていないのだから。

			　一歩離れたところから水晶を観察するが、どう見ても怪しい。

			　宙に浮かびながら時折瞬(またた)くそれは、その存在を自己主張しているかのようだった。

			　ここまで怪しいと調べたくなくなってしまうのだが、他に手掛かりがない以上、そう言ってもいられない。

			　これを調べなければ先に進まないのだから、と覚悟を決めると一歩前へ進み、水晶へと手を伸ばす。

			　つるりとした水晶の面へと手が触れると、ひんやりとした感触が伝わる。
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			　見ただけでは分からなかったが、水晶が瞬くたびに、どこか心臓の鼓動のようなものが伝わって来る。

			　まるで生きているかのようなそれに驚きつつも、水晶を調べてみるのだが、何かが起こるわけでも、他におかしなところがあるわけでもない。

			　これもハズレだったのだろうか？　この水晶も違うとしたらどうしたらいいのだろうか？

			　ため息をつきながら手を離そうとした瞬間、突然水晶が強く瞬(またた)いた。

			「うおっ!?」

			　思わず漏(も)れた声が部屋の中で反響するが、それどころではない。

			　水晶は激しく明滅を繰り返し、そのたびに輝きを増していく。

			　ついには目も開けていられないほどの強烈な光が辺りを包み込んだ。

			　目も眩(くら)むようなその光から、顔を背けようとした時――どこからか、無機質な声が聞こえた気がした。

			　その意味を考える前に、焼け付くような激しい痛みが頭に走る。

			「――っ!!」

			　頭を押さえ、土の上でのたうち回るが、痛みは増していくばかり。さらに、膨大な知識が頭の中へと流れ込んでくる。

			　いったいどれほどの時間、その痛みに耐えていたのだろうか――数時間のような気もするが、たったの数秒だったような気もする。

			　ようやく地獄のような痛みから解放されると同時に、無理やり焼きつけられた知識が、この異常な状況の答えを教えてくれた。

			　どうやら、俺はダンジョンマスターと呼ばれる存在になってしまったようだ。

			　先ほど流し込まれた知識から、今の自分の状況を確認していく。

			　まずダンジョンマスターとは、ダンジョンと呼ばれる場所を守るための存在のようだ。

			　魔物、もしくはモンスターと呼ばれる生き物を生み出し、成長していくダンジョンと呼ばれる場所。

			　そこを守るダンジョンマスターは、いわばモンスターの親玉と言ったところだ。

			　ダンジョンを守る方法はただ一つ、目の前に浮かぶ結晶体、ダンジョンコアと呼ばれるダンジョンの心臓を失わないようにするのみ。

			　もしもこれが破壊されるか、ダンジョンの外に持ち出されてしまえば、ダンジョンは崩れ去ってしまう。

			　それと同時に、ダンジョンマスターである俺の命も失われることになる。

			　死にたくなければダンジョンを成長させ、侵入者を追い払い続けろということだ。

			　ダンジョンを守る――それは簡単な話ではない。

			　世界には恐ろしい力を持つモンスターが蔓(はび)延(こ)り、人間は自分たちの居場所を守るためにその化け物たちと戦いを繰り広げている。

			　そんな相手になんの力もない俺が戦いを挑んだとしても、勝ち目などない。

			　そんな俺が、ダンジョンと自らの命を守るためには、ダンジョンコアが生み出すモンスターたちの力を借りる必要があった。

			　ダンジョンマスターは、ダンジョンコアを通じてモンスターを生み出し、それらに命令する力があるらしい。

			　ダンジョンマスターである限り、その配下のモンスターに襲われることもないようだ。

			　人間であるはずの俺が、それに害を為すモンスターの親玉となり、ダンジョンを守る。

			　この仕組みを考えた相手は、心底性格の悪い悪魔か何かなのではないか。

			　思わず、こんなおかしな状況を用意したかもしれない相手の存在を想像してしまう。

			　何とも嫌らしい話だが、自分が何者なのかも分からないまま、ここで死ぬのは嫌だった。

			　このまま朽(く)ちるのが嫌ならば、ダンジョンマスターとして戦うことを選ばなければならない。

			　何はともあれ、まずは与えられた知識を使って、ダンジョンを作ってみるとしよう。

		

	
		
			　

			一章　蟻(あり)の迷宮

			　

			　まずはダンジョンの状態を確認する必要がある。

			　与えられた知識に従い頭の中で念じると、目の前に半透明の板のようなものが現れる。

			　まるで、ゲームのステータス画面のようなそれには、まさしくダンジョンの『ステータス』とでも言うべきものが表示されていた。

			　ダンジョン名『なし』、深さ『０』、階層数『１』、総戦力『０』。

			　まさしく始めたばかりのゲームのような、何とも心もとない初期値そのままのそれが、このダンジョンの現状である。

			　ダンジョンマスターとして、まず初めにやらなければいけないこと――それはダンジョンの領域を作ることだ。

			　なにせ、このダンジョンに存在するのはこの小さな部屋のみ。配下のモンスターもいなければ、侵入者と戦うための場所すら存在しない。

			　ダンジョンを作成したい。そう頭の中で念じると、モニターの画面が切り替わる。

			　表示されたのはこの世界の地図だ。

			　３つの大陸と、いくつかの島々が浮かぶその地図に見覚えはない。

			　それが、ここが地球ではないことを物語っていた。

			　まずは、このダンジョンの入り口を設置する場所を決めるようだ。

			　これは非常に重要な選択だ。

			　もしも危険な場所を選んでしまえば、ダンジョンが成長しないうちにモンスターや人間に攻め込まれ、攻略されてしまう危険性がある。

			　今後、生き残ることができるか。この選択がそれに直結するのだ。

			　どこがいいだろうか――

			　しばしの間、表示された地図と睨(にら)めっこを続ける。

			　そして、いくつかの候補から、最も生き残る確率が高いだろうと思われる場所を選ぶ。

			　選んだ場所は、３つある大陸のうちの、アストレア大陸と呼ばれる場所。その中心からやや東に位置する大きな草原の中ほどだ。

			　近くには、中央に生える巨大な樹が特徴的な大きな森があり、やや離れた場所には天を貫くような巨大な山脈がそびえたっている。

			　広い草原は見晴らしがよく、何かが近づいてきてもすぐに発見できる。

			　火山や雪山のように過(か)酷(こく)な環境にあるわけでもなく、近くに小さな村があるため、強力なモンスターもいないと思われた。

			　さらに、大きな街からある程度離れた場所に位置しているため、すぐに攻め込まれる可能性も低い。

			　そして、いくつかの国の国境近くに位置しているため、他国と足並みをそろえることができなければ、大軍で攻め込むのも難しいはずだ。

			　ダンジョンの入り口を決定すると、モニターの隅に時間が表示される。

			　残り60日と書かれたそれは、ダンジョンが外の世界と繋がるまでの制限時間である。

			　制限時間を過ぎると同時に、ダンジョンの入り口が指定した場所に出現するのだが、このままでは、たちどころにダンジョンコアを破壊されてしまうだろう。

			　60日間――つまり、侵入者がやって来るまでには最低でも約２ヶ月の猶(ゆう)予(よ)がある。

			　２ヶ月、と言えば余裕があるようにも感じるが、できることから手を付けなければ、あっという間に時間切れになってしまうかもしれない。

			　まだ、ここで死ぬわけにはいかないのだ……すぐにダンジョンの制作に取り掛かるとしよう。

			　入り口を決定すると、選択した場所の地下に、サイコロ状の領域が作られた。

			　一辺がおよそ１キロメートルの直方体であるこの領域は、キューブと呼ばれるダンジョンの構成要素だ。

			　ダンジョンの領域を拡張するためには、このキューブをいくつも設置して、ブロックのように組みあげていく必要がある。

			　新しいキューブを設置するためには、ダンジョンポイント―『ＤＰ』と呼ばれるポイントを消費する必要があるらしい。

			　ダンジョンが集めた魔力を数値化したものであるこのＤＰは、ダンジョンを作る際に最も重要となる要素の一つだ。

			　ＤＰを消費して利用できる機能は主に２つ。

			　ダンジョンを拡張し、その環境を調整するダンジョンの作成機能。

			　そして、物品やモンスターを呼び出す召(しよう)喚(かん)機能である。

			　ダンジョンマスターはＤＰを使い、ダンジョンを作り上げ、モンスターや罠(わな)を生み出し、ダンジョンへとやって来る侵入者へと備える。

			　逆に言えば、ダンジョンを運営するとき、このＤＰがなければ何もできない。

			　現在ダンジョンが保有しているＤＰは、最初から用意されていた１０００ポイントだけである。

			　これでどの程度の機能を利用できるかは不明だが、無駄遣いはやめた方がいいだろう。

			　ＤＰを集める方法はいくつか存在する。

			　まず、ダンジョンがその規模に応じて毎日精製するものがある。

			　ＤＰの主な収入源はこれであり、十分な広さの領域さえ確保できれば、毎日安定した量のＤＰを供給してもらえるようだ。

			　２つ目は、魔力を含んだ物体をダンジョンコアに吸収させること。

			　これは、不要な物資などを処分すれば、その代わりにＤＰを獲得できるということだろう。

			　そして最後に３つ目。それは、ダンジョンの外からやって来た生き物が、ダンジョンの中でその命を消費すること。

			　つまり、ダンジョン内で一定の時間活動をするか、ダンジョン内で『死亡』することだった。

			　外からやって来た生き物が、ダンジョン内で死亡する。

			　それは、ダンジョンマスターの命令を受けたモンスターたちによって、『殺される』ということ。

			　より多くのＤＰが欲しいならば、生き物を追い払うのではなく、ダンジョンの中で殺せということなのだろう。

			　その中にはもちろん、今後ダンジョンへやってくるであろう、人間たちも含まれる。

			　その手で生み出したモンスターを駆使して人間を殺す。

			　それは果たして人間なのだろうか？　それとも――

			　頭に浮かんでしまった嫌な考えを振り払い、モニターへと視線を戻す。

			　ダンジョンの入り口が設置されると同時に、新しい画面がモニターに表示される。

			　現れたのは、今現在のダンジョンの領域の広さの情報と、立体的なダンジョンの全体図だ。

			　０だったはずの深さがいつの間にか１になっているが、これはキューブが設置されたためだろう。

			　さらに、キューブが設置されたためか、１０００あったＤＰが９００に減っていた。

			　ダンジョンの領域を広げるために、次のキューブを設置してみるとしよう。

			　最初にできたキューブの真下に新しいキューブを設置する。

			　すると、深さが２になり、ＤＰが７００になった。

			　さらにもう一つ設置すると、深さが３になり、ＤＰは４００になった。

			　試しに一番上のキューブの横、つまり一番地上に近い場所にもう一つのキューブを設置すると、深さは３のままでＤＰが３００になった。

			　深さはキューブを縦に重ねた数、キューブの設置に必要なＤＰは深さ×１００ポイントということだろう。

			　キューブを設置したことで、ダンジョンの環境を変えることができるようになったようだ。初期状態のキューブの内部は土で埋め尽(つ)くされているのだが、環境を変えることで、広い空間を簡単に作ることができるらしい。

			　しかし、一番コストの低い草原でも１０００ポイントが必要なようで、現時点では環境を弄(いじ)ることは残念だができないようだ。

			　仕方ないので、次の工程へと移ることにする。

			　次の画面へとモニターが切り替わり、キューブの内部が拡大される。

			　次は、キューブの内部を操作することができるようだ。

			　今のところ、通路や部屋の作成、モンスターの召(しよう)喚(かん)などが行えるらしい。

			　試しに入り口付近から真っ直ぐに延びる通路を作ってみる。

			　すると、縦横２メートルほどの真っ直ぐな通路が出来上がる。

			　通路の長さは５メートルほどで、真四角に切り抜かれたような形だった。

			　モニターに表示されていた残りＤＰを確認する。そして、そこに表示されていた数値を見て、思わず手を止めてしまう。

			　表示されている残りＤＰは２８０ポイント。

			　たった５メートルの通路を作るだけで、20ポイントのコストがかかるということだ。

			　その事実に顔をしかめる。これでは、すぐにＤＰが尽(つ)きてしまう。

			　ここで作業を切り上げ、ＤＰを貯めて環境を設定すれば、ある程度広い空間を用意することはできる。しかし、それでは数日のロスが出てしまう。

			　さらに、環境の設定により出来上がるのは、基本的には平地であるとのことだ。

			　仮に広い空間を用意できたとしても、たった数キロメートル四方の何もない平地ではあまりにも心もとない。

			　ダンジョンのでき具合は命に直結するのだ。

			　安易に選択してしまう前に、他に何かいい方法がないか考えるべきだろう。

			　ダンジョン内に作られた通路を、モニター越しに眺める。

			　どうやら通路は土でできているようだ。

			　……土か、そういえば、この部屋も土でできている。

			　試しに足元の土を掘ってみる。

			　道具がないので多少面倒だが、特に何事もなく掘ることはできるようだ。

			　それならば、ダンジョン内の土も掘ることができるかもしれない。

			　自力で土を掘るならば、ＤＰを消費することなくダンジョンを拡張することができる。

			　だが、今いるダンジョンコアの安置された部屋――コアルームとダンジョンは現時点ではまだ繋がっていない。

			　そもそも、コアルームとダンジョン内部が繋がっていたとしても、先ほどと同じ５メートルの通路を作るだけでもどれだけの時間がかかるのかすら予想できない。

			　やはり、草原が設置できるだけのＤＰが貯まるまで待つべきだろうか？

			　しかし、できれば今日中にモンスターの召(しよう)喚(かん)も試しておきたいところだ。

			　そこまで考えたところで、あることを思いつく。

			　モンスターならば、ダンジョン内に呼び出すこともできる。そして、十分な数を揃えることもできるだろう。

			　そう、召喚したモンスターに穴を掘ってもらえばいいのだ。

			　さっそく、召喚できるモンスターのリストを眺めながら、穴掘りに適したモンスターがいないか探していく。

			　召(しよう)喚(かん)できるモンスターの数は膨大だった。

			　ファンタジーでは定番のゴブリンやドラゴンなどから、名前だけではよく分からないモンスターまでかなりの数が存在している。

			　その中から見つけ出したのは、ジャイアントアント――巨大なアリのモンスターである。

			　アリのモンスターならば、穴を掘ることもできるはずだ。それに、アリの巣のように枝分かれした迷路のようなダンジョン。これはいいかもしれないな。

			　現在召喚できるジャイアントアントは、ワーカーアント、ソルジャーアント、マザーアントの３種類だ。

			　それ以外にも存在するようだが、そのためには条件があるようで、現在は召喚できない。

			　ワーカーアントを召喚するためには１体につき１００ポイント、ソルジャーアントは２００ポイントのコストを必要とする。

			　マザーアントは残念ながら２万ポイントと、とてもではないが現時点では手が届かなかった。

			　まずは一番コストの低いワーカーアントを召喚してみるとしよう。

			　ワーカーアントを召喚するように念じると、ダンジョンコアが輝き、通路内にモンスターが召喚される。

			　現れたのは、体長１メートルほどの巨大なアリのモンスターだ。

			　やや小さめだが、ペンチのような強さを思わせる顎(あご)を噛みならし、頭から伸びる二本の触覚で辺りを探っている。

			　ワーカーアントが召(しよう)喚(かん)されると同時に、ダンジョンの総戦力が10に上昇した。

			　あのワーカーアントの戦闘力は10ということなのだろう。

			　さっそく召喚したワーカーアントに命令して、通路を掘り進めさせる。

			　通路を掘った際に出てくる大量の土は、ダンジョンコアの機能の一つである、倉庫へと放り込んでおく。

			　ダンジョンコアに吸収させてしまってもいいのだが、魔力を含んでいないようなのでＤＰを獲得することはできない。

			　倉庫の容量はほぼ無限に近いようなので、とりあえず放り込んでおいても邪魔にはならないはずだ。貧乏性だが、何かに役立つこともあるだろう。

			　倉庫の機能を確かめているうちに、ワーカーアントは通路を掘り進み、その先に小部屋を作り上げたようだ。

			　さすがにアリのモンスターだけあって、土を掘るのは得意らしい。

			　ワーカーアントは、口から液体のようなものを出しては小部屋の壁に塗り込んでいる。

			　液体が染み込んだ壁を触覚で叩いて確かめている様子を見るに、おそらくは土が崩れないように補強をしているのだろう。

			　ワーカーアントの有用性も確認できたので、さらにもう１体のワーカーアントを追加する。

			　残りのＤＰはたったの80ポイントになってしまった。

			　こちらからできることもなくなってしまったので、ワーカーアント２体にダンジョンの拡張を続けるように命令し、彼らの様子を観察する。

			　新しく現れた仲間と喧(けん)嘩(か)をすることもなく、２体のワーカーアントは協力しながらダンジョンの拡張を進めている。

			　ワーカーアントたちは順調に土の壁を削り、ダンジョンを拡張していく。

			　ペンチのような形の顎(あご)がまるでケーキのスポンジのように土を掘っていく様子は、なかなか面白いものだった。

			　アントたちの巣の拡張風景を眺めつつ、ふとモニターに表示されている時間を見ると、ダンジョンの入り口を設定してから10時間ほどが経過してしまっているようだった。

			　ワーカーアントたちの様子を眺めているうちに、時が経つのを忘れてしまっていたようだ。

			　結構な時間が過ぎ去っていることに気が付くと同時に、急に眠気がこみ上げてきた。

			　あまり長く起きていたつもりはないが、いろいろなことがありすぎて、精神的に疲れていたのだろう。

			　これ以上はできることも特にないので、このまま眠気に任せて眠ってしまうことにする。

			　ワーカーアントにダンジョンを拡張しておくように伝え、眠ろうとしたのだが、そこでベッドがないことに気が付いた。

			　この部屋にあるのは堅い土の床のみ、こんな場所ではよく眠れない。

			　眠気に耐えつつ、ダンジョンコアの機能を呼び出す。

			　呼び出したのは、ＤＰと引き換えにいろいろな物資を手に入れることができるショップ機能である。

			　そこから残されたＤＰで手に入るベッドを探し出し、すぐに召(しよう)喚(かん)した。

			　50ポイントのＤＰが消費され、藁(わら)束(たば)を敷いた粗末なベッドが現れる。

			　木枠の中に藁を敷き詰め、シーツを被せただけの簡素なものだが、硬い土の床よりは１００倍マシだろう。

			　眠気に誘われるように藁束のベッドに横たわる。

			　藁のベッドの寝心地はあまりよくないが、疲れているためかすぐに眠気が押し寄せてくる。

			　今はこの藁のベッドだが、もう少し余裕ができたら、もっといいものを手に入れるのもいいかもしれない。

			　ショップ機能のリストの中には、見るからに高級そうなベッドもいくつかあった。

			　きっとあれで眠ったら、気持ちがいいのだろう――

			　そんなことを考えながら、夢の中へ落ちていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			・ダンジョン制作２日目

			　ダンジョン内の明るさは変わらないが、時間を見る限りではどうやらもう朝になったようだ。

			　もしかしたら夢だったのではないかと思ったが、この悪夢から覚める様子もない。

			　痛む背中をさすりながら、あくびを噛み殺して起き上がる。

			　コアルームには家具どころか食(しよく)糧(りよう)すらないが、餓死の心配はない。

			　ダンジョンマスターには食事の必要がないのだ。

			　食べることはできるのだが、嗜(し)好(こう)品(ひん)のようなものでしかないとのことだ。

			　現に、かなりの時間が経っているはずだが空腹感はまったく感じない。

			　同じように、ダンジョン内にいる限りモンスターたちも食事の必要はないらしい。

			　こちらはその代わりに、毎日ダンジョン内に存在するモンスターの戦力を合計した数値の１パーセントのＤＰが維(い)持(じ)コストとして差し引かれる。

			　現在の総戦力は20なので、差し引かれる維持コストはたったの１だが、将来的にはさらに多くの維持コストが発生するはずだ。

			　つまり収入が足りないのに、強力なモンスターを配置しすぎると、ダンジョンの運営に不具合が起こるということか……これも注意しておこう。

			　なんにせよ、食事の必要がないのは大きなメリットと言えるだろう。

			　食事の用意に時間も取られず、ＤＰがなくなっても餓死することもない。

			　ついでに睡眠の必要もなくしてくれればいいのだが……藁(わら)のベッドを見つめ、そんなことを考えた。

			　さて、起きたところでさっそくダンジョンの様子を確かめるとしよう。

			　モニターを開きダンジョン内の様子を確認する。

			　どうやらワーカーアントは、あれからもずっと働いてくれていたようだ。

			　最初の部屋も少し大きくなり、そこから通路が続いている。その先の通路は途中で枝分かれし、新しく作られた３つの部屋へと繋がっていた。

			　ワーカーアントをさらに３体召(しよう)喚(かん)し、計５体のワーカーアントでダンジョンを掘らせる。

			　ひとまず、ダンジョンの拡張は５体のワーカーアントたちに任せておけばいいだろう。

			　次からはＤＰ獲得量を上げるために、深さが10あたりになるまでキューブの追加にＤＰをつぎ込むことにしよう。

			　今日のところは使えるＤＰもなくなり、これ以上ダンジョン内でできることもなくなった。

			　残りの時間、ワーカーアントたちの働きを観察しながら、今後について考えることにしよう。

			　ダンジョンの規模がある程度大きくなるまでは、できることも少なく暇(ひま)を持て余すことになってしまいそうだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			・ダンジョン制作11日目

			　眠い目をこすり、起き上がる。

			　藁(わら)のベッドのおかげで背中が痛くならなくなったのはいい。

			　あれからすでに９日が経過した。現在ダンジョンを作り始めて11日目である。

			　メニューを開き、１０００ＤＰを消費して新たにキューブを追加する。

			　ついにダンジョンの深さが10になった。

			　ひとつの階層の深さの最大値は10なので、これ以上ダンジョンの領域を延ばすことはできない。

			　第２階層の作成には２万ＤＰが必要なようなので、これで領域の拡張はひとまず終了である。

			　ダンジョンの内部は、ワーカーアントたちの活躍でかなり大きくなっていた。

			　最初の部屋はさらに大きくなり、枝分かれしている通路の先には大小１００を超える部屋が作られている。

			　ゆるやかな坂になっている通路の先端は、そろそろ１つ目のキューブの半分に届くかといったところだ。

			　５体のワーカーアントたちは、今も変わらずダンジョンの拡張のため、せっせと穴を掘り続けている。

			　ワーカーアントたちは全員同じように見えるが、どうやら性格に多少の違いがあるようだ。真面目に穴を掘り続けるもの、こっそりサボっているもの、せっかちなもの、仲間によくぶつかるおっちょこちょいなものと見ていて飽きない。

			　領域の拡張も一段落したことだ。そろそろ新しいモンスターを召(しよう)喚(かん)してみるのもいいかもしれない。

			　２００ＤＰを消費してソルジャーアントを召喚する。これで残り20ポイントになった。

			　現れたのは、ワーカーアントよりもひと回り大きなアリであった。体長は１・５メートルといったところだろうか。

			　特に目立つのががっちりとした巨大な顎(あご)だ。あれに思い切り挟(はさ)まれたら、怪(け)我(が)では済まないだろう。

			　ソルジャー――兵士というだけあって、ワーカーアントよりも戦いに向いているのだろう。戦闘力も、ワーカーアントの２倍である20だ。

			　ワーカーアントが働きアリだとしたら、ソルジャーアントは兵隊アリということか。

			　そうしているうちに、ソルジャーアントに気が付いた１体のワーカーアントが近づいてきた。

			　２体はお互いに触角を触れ合わせ、相手を確認している。

			　どうやら確認が終わったらしく、ワーカーアントは穴掘りに戻っていった。

			　それに対して、ソルジャーアントは巣の形を確認するようにうろうろしながら、入り口方面へと向かっていく。

			　入り口近くの大部屋にたどり着くと、その周囲を徘(はい)徊(かい)してパトロールを始めたようだ。

			　ポイントもなくなり、できることがなくなってしまったので、次の予定を考えることにする。

			　ワーカーアントとソルジャーアントをさらに召(しよう)喚(かん)し、ダンジョンの拡張を急ぐべきか、いまだに召喚できていない、マザーアントを狙うべきか。

			　第２階層を作り、ダンジョンの領域を拡張して、１日当たりの獲得ＤＰを増やすのもいいかもしれない。

			　しかし、１階層の拡張がほとんど進んでいないうちから、第２階層を作ってしまうのもどうかという気はする。

			　どれも捨てがたい選択肢であり、なかなか決まらない。

			　今後の方針についてあれこれ悩んでいるうちに、１日が過ぎていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			・ダンジョン制作12日目

			　結局、次の方針がきちんと決まらないまま１日が過ぎてしまった。

			　まあ、無理に１つに絞(しぼ)ることもないだろう。

			　その時の状況に合わせながら手さぐりで進むことにする。まだまだ時間はあるのだから、いろいろ試してみるべきだ。

			　さて、気分転換のために、アントたちの様子でも見ることにしよう。もしかすると、なにかいいアイディアが浮かぶかもしれない。

			　ワーカーアントたちはあちこちに散らばって、せっせと仕事をしている。

			　それはいいのだが、ダンジョンが広くなり、５体程度では手が足りなくなりつつあるようだ。

			　そろそろ、新しいワーカーアントを追加した方がいいかもしれない。

			　ソルジャーアントは、相変わらず入り口近くの大部屋の周囲をパトロールしている。こちらは今すぐに増やす必要はなさそうだが――

			　アントたちが働く様子を眺めていると、ワーカーアントのうちの１体がなにかを運んでいるのに気が付いた。

			　よく見ると、運んでいるのは白く曇りがかった半透明の結晶だった。

			　大きさはこぶしほどだろうか。今までにあのような結晶を見た覚えはない。

			　さて、あれはいったいなんだろうかと、観察を続ける。

			　入り口付近の大部屋までやってきたワーカーアントは、そのまま土や石ころと同じように倉庫に放り込むのかと思いきや、ソルジャーアントの方へと向かっていく。

			　ソルジャーアントはワーカーアントが運んできたそれを受け取ると、そのまま結晶を飲み込んでしまった。

			　ソルジャーアントに謎の結晶を渡したワーカーアントは、何事もなかったかのようにダンジョンの拡張作業の続きをするために戻っていく。

			　ソルジャーアントも、何事もなかったかのようにパトロールを再開した。

			　しばらく観察していると、同じような光景が何度か見られた。

			　どうやら結晶は、ダンジョンのある程度深い場所で出てくるようだ。

			　ワーカーアントたちは、結晶を見つけるたびにソルジャーアントのもとへ運んでいき、ソルジャーアントはそれを受け取り飲み込んでいく。

			　いったい何をしているのだろうと、思っているうちに――それは起きた。

			　いくつかの結晶を飲み込んだソルジャーアントが、その場にうずくまり、震えだしたのである。

			　何か異常が起きているのかと思ったのだが、その様子を見守るワーカーアントたちに慌てた様子はない。

			　おそらく危険なことではないのだろうと、気を取り直して観察を続ける。

			　ソルジャーアントはしばらくの間そのままだったが、突然震えが止まったかと思うと、メキメキと音を立て巨大化を始めた。

			　巨大化が終わり、ソルジャーアントが立ち上がる。

			　ソルジャーアントの姿は、先ほどまでのものから大きく変わっていた。

			　体長は２メートルほどまで成長し、特徴的だった大きな顎(あご)はさらに鋭く巨大になり、鈍く重々しく輝いている。戦闘力は50まで増加していた。

			　さらに背中には棘(とげ)のような突起が生え、体を守る甲(こう)殻(かく)も分厚くなっているようだ。

			　モンスターのリストを確認すると、ソルジャーアントの名前が消え、ウォーリアーアントが追加されている。

			　どうやら、ソルジャーアントは別のモンスターへと進化したようだ。

			　進化したウォーリアーアントはしばらく体の様子を確認するように、身じろぎをしていたが、確認が終わったのかパトロールを再開した。

			　先ほどまでの光景から予想するに、あの結晶のようなものはモンスターを進化させる効果があるようだ。

			　ふむ、ここはワーカーアントを召(しよう)喚(かん)して、結晶を掘る効率を上げるのもいいだろう。

			　ダンジョンを守る戦力はできるだけあった方がいいのは間違いない。

			　ワーカーアントを召喚するためにメニューを見ると、５００ポイントでウォーリアーアントを召喚できるようになっていた。

			　ダンジョン内でウォーリアーアントが発生したため、その制限が解除されたのだろう。しかし、今はウォーリアーアントの召喚をする必要はない。

			　所持しているＤＰを消費して、ワーカーアントを追加で10体召(しよう)喚(かん)する。これでワーカーアントは合計15体になった。

			　ワーカーアントに、結晶を掘りだしたら大部屋に集めておくように伝える。

			　命令を受けたワーカーアントたちは、さっそくダンジョンへと散らばっていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			・ダンジョン制作13日目

			　ワーカーアントたちが掘り出した結晶が貯まり始めている。

			　ウォーリアーアントに追加で与えようとしたが、もう必要ないのか見向きもしなかった。

			　それなら、とワーカーアントに結晶を食べるように命令してみる。

			　ワーカーアントは次々と結晶を食べていき、ソルジャーアントの時と同じように動きを止める。

			　どうやらワーカーアントも結晶を食べることで進化が可能なようだ。

			　震えが止まり、ワーカーアントは進化してメディックアントに進化した。

			　メディックアントの見た目は、ワーカーアントの頃よりも腹部が少し大きいだけで、それ以外はワーカーアントとほとんど変わらない。

			　メディックという名前が付いているということは、何らかの回復効果でも持っているのだろうか。回復要因の存在は、今後の戦いでも頼りになりそうだ。

			　ワーカーアントも進化することが分かったので、さらに４体のワーカーアントを進化させる。

			　次々とワーカーが進化していくと、１体だけ他よりもひと回りほど大きく、長い触角を持つものに進化した。

			　リストを確認すると、名前はテイマーアントとなっている。どうやら進化先は１つだけではないようだ。

			　ワーカーアントに２種類以上の進化先があるということは、ソルジャーアントの進化先もウォーリアーアントだけではないかもしれない。

			　ソルジャーアントを召(しよう)喚(かん)しようとメニューを見ると、メディックアントとテイマーアント以外にも３種のモンスターが増えている。

			　これは後で確認するとして、ソルジャーアントを追加で３体召喚する。

			　ソルジャーアントたちが召喚されたと同時に、ダンジョンコアに新たな機能が追加されたようだ。

			　ダンジョンコアから伝えられた情報によると、新しい機能は鑑定機能と言うらしい。

			　文字通り、モンスターやアイテムを鑑定することができるとのことだ。

			　試しにワーカーアントを対象に鑑定機能を使ってみる。

			　鑑定機能が使用されると同時に、モニターにワーカーアントのステータスが表示された。

			　モニターに表示されているのは、モンスターの種族や名前や戦闘力の他に、保有している魔力量や健康状態だった。

			　ワーカーアントの戦闘力は10、名前が空欄になっている。保有している魔力量は０だった。

			　ふとあることを思いつき、転がっている結晶を鑑定してみる。

			　すると、魔石という名前と、保有している魔力量は８であるという情報が表示される。

			　どうやら、あの結晶は魔石というらしい。保有魔力にはばらつきがあり５～10くらいのようだ。

			　さらに、魔石を食べているソルジャーアントにも鑑定を試してみる。

			　魔石を取り込んでいるソルジャーアントの戦闘力は20、保有する魔力は１７２となっている。

			　ソルジャーアントが新しい魔石を食べるたび、その保有魔力が少しずつ増加していく。

			　そして、保有魔力が２００になると、ソルジャーアントが進化を始めた。

			　他のソルジャーアントも、保有魔力が限界になると同時に、進化を始めた。

			　つまり保有魔力が上限に達すると進化をするのだろう。

			　ソルジャーアントたちは、ウォーリアーアント１体の他に、盾のような大きな頭を持ったアントと、大きく膨れた腹部を持つアントに進化したようだ。

			　さっそく、新しく現れたアントたちに鑑定を使う。

			　新しいアントはそれぞれ、シールドアント、ガンナーアントというようだ。

			　戦闘力はウォーリアーアントと同じく50、保有できる魔力の最大値は５００らしい。

			　２体のアントは、新たに増えたウォーリアーアントとともに、巣のパトロールを始めた。

			　次は追加されたモンスターを呼び出してみるとしよう。

			　合計５００ポイントを使い、アントフライを３体、アントワームを１体召(しよう)喚(かん)する。

			　アントスパイダーというモンスターも追加されていたが、召喚コストが５００ポイントだったので、次の機会に回すことにする。

			　現れたのは50センチメートルほどの巨大な蠅(はえ)と、３メートルほどのミミズだ。

			　どうやらこちらはアリ型のモンスターではなかったようだ。

			　召喚された４体のモンスターに気が付いたテイマーアントが、そこへ近づいていく。

			　テイマーアントがその長い触角を鞭(むち)のように振ると、４体はテイマーアントの周りに集まりだした。

			　そのままテイマーアントの後ろに付き従い、巣の奥へと移動していった。

			　今の行動を見るに、テイマーアントは他のモンスターを使役することができるようだ。

			　明日からはワーカーアントを増やして、しばらくは魔石の採(さい)掘(くつ)を進めるとしよう。

			　アントたちが思い思いに活動する様子を眺めながら、そう決定した。

			　今日追加された鑑定機能は、何かと役に立ちそうだ。

			　モンスターが進化する条件がある程度分かったのも非常に嬉しい。

			　これでダンジョンの制作がまた一歩、先に進んだと言えるだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			・ダンジョン制作19日目

			　あれからワーカーアントと、ソルジャーアントを追加し、ダンジョン内のモンスターもだいぶ増えた。

			　ワーカーアントが増えたおかげでダンジョンの拡張も進み、今では３つ目のキューブに差し掛かった。

			　拡張の途中で魔石も順調に採(さい)掘(くつ)され、かなりの量が空いている小部屋にため込まれている。

			　メディックアントはワーカーアントに混じって、ダンジョンの拡張を手伝っている。

			　テイマーアントに率いられるアントフライはダンジョン内を飛び回ってパトロール、アントワームは地面に潜り、たまに魔石を掘り出している。

			　現在、ダンジョンに生息するモンスターの内訳は、

			・ワーカーアント50体。

			・ソルジャーアント10体。

			・ソルジャーアントの進化系４体。

			・ワーカーアントの進化系が５体。

			・アントワームが１体。

			　そして、巨大なハエであるアントフライが３体に、アントフライの卵が２５４個である。

			　どうやら、アントフライのうちの１体がメスだったらしく、毎日50個ほどの卵を産んでいるのだ。

			　今日もアントフライの卵が置かれている小部屋の様子を確認してみるとしよう。

			　アントフライの卵は細長い楕円形で、地面に無造作に置かれている。

			　半透明の殻の内側では、時折、幼虫がうごめいているのが確認できる。

			　近くではアントフライを率いているテイマーアントがその様子を見守っていた。

			　最初の頃に生まれたアントフライの卵を鑑定すると、保有魔力が４になっているという結果が表示される。

			　アントフライの卵は、だいたい１日に１ずつ保有魔力が増えている。

			　おそらくだが、上限に達することで孵(ふ)化(か)するのではないだろうか？

			　卵の保有魔力の上限は５なので、予想通りならそろそろ卵が孵化するはずだ。

			　その瞬間を見逃さないように、卵の様子を観察していると、卵の保有魔力が増えてついに上限に達した。

			　その途端、卵の表面を覆(おお)う半透明の膜が破れ、中から10センチメートルほどの小さな幼虫が顔を出す。

			　ぶよぶよの体をした白っぽい蛆(うじ)虫(むし)がもぞもぞと動いている。

			　アントたちもそうだが、やはり虫系のモンスターは、少しグロテスクな見た目である。

			　さっそく鑑定を使い、幼虫のステータスを表示する。

			　表示された種族はアントマゴット、戦闘力はおそらく最低であろう１、保有魔力の最大値は10、現在の保有魔力は孵(ふ)化(か)前に卵が保有していた量と同じ５だった。

			　アントマゴット――つまり蛆虫である。

			　１つの卵からアントマゴットが生まれると、それに連鎖するように周りの卵からも次々と幼虫が生まれ始めた。

			　生まれた幼虫たちは卵の殻を食べ終わると、辺りを這(は)いずりまわる。

			　50体近い蛆虫がうごめくさまは、ちょっとしたホラーのようですらあった。

			　アントマゴットの大軍を眺めていると、近くにいたワーカーアントがアントマゴットのもとへと近づいていく。

			　触角でアントマゴットの様子を確認していたと思ったら、なんといきなり噛みついてアントマゴットたちを食べ始めてしまった。

			　アントマゴットが逃げ出そうともがき、破れた表皮から体液のようなものが飛び散る。

			　モニター越しでもかなりグロテスクで、思わず目を背けてしまいそうになった。

			　テイマーアントと、アントマゴットたちの母親であるアントフライはそれを見ているだけで、特に止めようともしないようだ。

			　そのうちに、ワーカーアントは食事を終え小部屋を出ていった。

			　ダンジョンのモンスターは、食事の必要がないはずであるが、いったいどうしたのだろうか？

			　ワーカーアントのステータスを鑑定すると、保有魔力が５増えている。

			　どうやらアントマゴットを食べることで、その保有魔力が増加したようだ。

			　もしやと思い、そのまま観察を続けていく。

			　アントマゴットたちの部屋には、たびたびワーカーアントやソルジャーアントがやってきて、アントマゴットを捕まえては捕食していく。

			　最終的にたくさんいたアントマゴットは、数体だけを残して食べつくされてしまった。

			　ちなみに進化済みのアントはアントマゴットを食べないようで、見向きもしなかった。

			　これはただの予想に過ぎないが、アントフライはジャイアントアントにとっての家畜のようなものなのだろう。

			　アントフライはアントたちに力を貸すことで、巣の中で生活し繁殖することができる。

			　ジャイアントアントはアントフライを守る代わりに、余分な幼虫を食料として食べることができるということか。

			　アントフライを増やせば、アントマゴットを大量に安定して生産できるようになるだろう。供給が不安定な魔石に頼らずに進化を行えるようになったのはいいことだ。

			　アントマゴットはまだ数体が残っている。

			　彼らが成長して成体になれば、そのうちアントフライが増えるだろう。

			　しかし、そうなると大量に集めた魔石はどうしようか？

			　小部屋には集めた魔石の山が築かれている。その数はおそらく１０００個近くになるかもしれない。

			　今までと同じように、進化を促(うなが)すために使うのもいいだろう。

			　だが、それではもったいない気がする。他に利用方法がないだろうか。

			　そういえば――ダンジョンのＤＰを増加させる方法の一つに、魔力を含む物質を吸収させるという方法があったはずだ。

			　魔石以外にモンスターを進化させる手段を用意できた今ならば、ＤＰの獲得のために使ってしまうのもいいだろう。

			　魔石を吸収させると、魔石が保有していた魔力と同じ分だけＤＰが増加した。

			　予想は当たった。これはかなり有用な使用法で間違いないだろう。

			　現在、ダンジョンが集めるＤＰは毎日固定でもらえる１０００ポイントのみだ。

			　これだけの収入では、十分なダンジョンの強化のためには少し足りないと思い始めていたところだった。

			　進化のためにも使えるためちょっと悩ましいところではあるが、ダンジョンを運営するためのＤＰの確保もまた大事だろう。

			　ここは現在所有している魔石をＤＰに変換してしまうことにする。

			　余っていた魔石の吸収はすぐに終わった。

			　ダンジョンのステータスを表示してみると、なんとＤＰが７０００近くも上昇していた。

			　１日の獲得量の７倍ものポイントである。

			　魔石の変換は、ダンジョンが解放されていない現時点では貴重な収入源になりそうだ。

			　一気に増えたＤＰに、思わず笑みが浮かんでしまう。

			　今日だけで安定した戦力の強化方法、新しい収入を発見することができた。

			　明日でダンジョンの制作は20日目。そろそろ中盤といったところだ。

			　このまま順調にダンジョンの制作が進めばいいのだが――

			　

			◆　◆　◆

			　

			・ダンジョン制作24日目

			　魔石をＤＰに変換できることが判明してから５日が過ぎた。

			　それ以降は特に異常が発生することもなく、ダンジョンの拡張は順調に進んでいる。

			　残念ながらアントフライの量産は、テイマーアントが使役できる魔物の数に限りがあるようで、失敗してしまった。

			　どうやらテイマーアント１体につき５体が限度のようで、それ以上のアントフライが発生するたびに間引かれてしまうのだ。

			　仕方ないのでワーカーアントたちが進化してテイマーアントになるのを期待しよう。

			　さっそく、ダンジョンの状態を確認する。これも毎朝の日課になってしまったな。

			　保有しているＤＰは、２万ポイントをわずかに超えていた。

			　あれから魔石をＤＰに変換し続けたおかげで、ついにＤＰが２万ポイントに達したのである。

			　これで第２階層の追加か、マザーアントの召(しよう)喚(かん)ができる。

			　ダンジョンはまだ５キューブ目の中盤にたどり着いたところだ。

			　それなので、今回は階層の追加ではなくマザーアントの召喚を行うことにする。

			　マザーアントの召喚に必要なポイントは２万ポイント。今まで貯めたポイントのほとんどを消費してしまう。

			　貯めるのに時間がかかった分、一気になくなってしまうのはちょっと悲しい気もする。

			　モニターを操作すると、ＤＰが消費されマザーアントが召喚された。

			　マザーアントはかなり大きなモンスターだった。

			　その体長は５メートルほどもあるだろうか。重そうに膨らんだひときわ大きな腹部が目立っている。

			　しばらくすると、マザーアントに気が付いたワーカーアントたちが近寄っていく。

			　触角でお互いを確認すると、マザーアントはワーカーアントに連れられて、巣の奥の方へと歩いていく。

			　巣の最深部にたどり着いたマザーアントは、何かを探すようにきょろきょろと周囲を見回している。

			　すると、ワーカーアントたちが今日採(さい)掘(くつ)された魔石のうちのいくつかを咥(くわ)えて、マザーアントの方へと向かう。

			　どうやら探し物は魔石だったらしく、ワーカーアントから魔石を受け取ったマザーアントは、いくつもの魔石を食べていく。すると、マザーアントの大きな腹部がさらにひと回り大きく膨らんだ。

			　そして――マザーアントは、その場で卵を産み始めたのだ。

			　卵を産んでいるマザーアントのステータスを鑑定してみる。

			　マザーアントの戦闘力は３００、この巨体を見れば納得だろう。

			　そして、その保有魔力の最大値はなんと２万であった。

			　現在の保有魔力はおよそ１００くらいだ。

			　マザーアントが卵を産むたびに、モニターに表示される保有魔力が10ずつ低下している。どうやらマザーアントは魔力を消費することで、卵を産むことができるようだ。

			　卵１個当たりで消費する魔力がたったの10である。

			　この卵がアントに成長するならば、召(しよう)喚(かん)するよりもずっと効率がいいだろう。

			　これからは魔石をある程度、マザーアントに食べさせることにしよう。

			　マザーアントは10個ほど卵を産むと、産卵をやめたようだ。

			　生まれた卵はワーカーアントたちが大事そうにくわえて、１か所に並べていく。

			　マザーアントの卵の保有魔力は現在０、最大値は10と表示されている。

			　アントフライの卵と同じように成長するならば、約10日で孵(ふ)化(か)するのだろう。

			　この卵たちが孵化するのが楽しみである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			・ダンジョン制作34日目

			　ダンジョンの制作もはや１ヶ月を過ぎた。

			　今日は予定通りなら、マザーアントの産んだ卵が孵化する頃だろう。

			　さっそく卵の様子を確認するとしよう。

			　マザーアントのいる部屋は、ワーカーアントたちによってさらに大きく拡張されている。

			　部屋の中には数多くの卵が並べられ、ワーカーアントたちが忙しなく行き交い、卵の世話をしていた。

			　１００近い数の卵が几帳面に並べられている様子は、ある意味壮観ですらあった。

			　そして、ついに卵が孵(ふ)化(か)を始めたようだ。

			　卵の殻が破れ、中から50センチメートルほどの乳白色の幼虫が姿を現す。

			　幼虫の名前はラーヴァアントというようだ。

			　さらに、他の卵からもラーヴァアントが次々と生まれ始めている。

			　戦闘力はたったの１、これに関しては幼虫なので仕方ない。

			　保有魔力の最大値は20と、アントマゴットよりも多いようだ。

			　生まれたラーヴァアントは、ワーカーアントにくわえられて別の部屋へと運ばれていく。

			　部屋につくと、地面に下ろされたラーヴァアントが、ワーカーアントに何か口移しで与えられていた。

			　ラーヴァアントたちのステータスを見ると、その保有魔力が増えている。

			　おそらくは、ワーカーアントたちが幼虫にエサを与えているのだろう。

			　ＤＰが貯まっていたので、さらにもう１体のマザーアントを追加で召(しよう)喚(かん)する。

			　これでマザーアントが２体になり、さらにアントの数が増えるはずだ。

			　マザーアントは、今も毎日10個ほどの卵を産み続けている。

			　このペースで卵が産まれ続けるのだとすると、すぐに大量のアントがダンジョンを行き交うことになりそうだ。

			　これで戦力の確保の目途が付いたので何よりである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			・ダンジョン制作40日目

			　あれからも、毎日ラーヴァアントが生まれ続け、ワーカーアントたちは子育てに追われて忙しそうにしている。

			　最初に生まれたラーヴァアントたちの中には、ワーカーアントやソルジャーアントに成長したものが現れ始めた。

			　さらに、アントマゴットを捕食していたワーカーアントも進化を始め、戦力は順調に増えつつある。

			　保有魔力がワーカーアントよりも多いソルジャーアントたちも、もう少しで進化を始めるだろう。

			　ようやくテイマーアントの数が増えたので、アントフライを増やすついでに今まで召(しよう)喚(かん)していなかったアントスパイダーも召喚してみようと思う。

			　さっそく召喚されたアントスパイダーは、体長２メートルほどのワーカーアントに非常よく似たモンスターだった。

			　よく見ると足が８本あるため、アントたちと区別できるのだが、それ以外には大きな違いはなく、大量のアントたちの中に紛れているとすぐに見分けるのは難しそうだ。

			　テイマーアントが増えたことで、ようやくアントフライの数を増やすことができる。

			　これでさらにアントたちを進化させるペースが向上するはずだ。

			　すでにダンジョン解放まで半分を切ったが、ようやくしっかりとしたダンジョンらしくなってきたように感じる。

			　戦力の拡充に並行して、ダンジョンの拡張も順調に進んでいる。そろそろ第２階層を追加するのもいいかもしれない。

			　ダンジョン解放まであと少し、万全な状態で解放を迎えられるようにしっかりと準備しなければ。

			　まだ、こんなところで終わるわけにはいかないのだから――

			　

			◆　◆　◆

			　

			・ダンジョン制作43日目

			　今日はついに２階層の追加を行う。

			　ダンジョンの拡張具合は10キューブ目に差し掛かったあたりだ。

			　アントたちの数も順調に増え、現在ではダンジョンの拡張ペースも速くなってきている。

			　このままではそろそろ最下層まで達してしまうだろう。

			　現在の残りＤＰは２万３０００ポイントほどあるので、そろそろダンジョンの領域を拡張してもいいだろう。

			　さっそく、２万ポイントを支払い、ダンジョンに第２階層を追加する。

			　第２階層が作られるとともに、新しい機能が解放されたようだ。

			　追加された機能は、転移機能とコアルームの拡張機能とのことである。

			　転送機能は文字通り、モンスターを別の階層に送ることができるようだ。

			　また、転移陣を設置して階層間を繋ぐことができるらしい。

			　とはいえ、１階層と２階層はそのまま掘り進んでつなげてしまう予定なので、今のところ転移陣を設置する必要はないだろう。

			　そして、コアルームの拡張機能。

			　こちらの機能では、ＤＰを消費しコアルームの広さを変更できる。

			　さらに新しい部屋や設備を設置できるようで、様々な大きさの部屋や、鍛(か)冶(じ)場や農場などの設備がリストに並んでいる。

			　設置できる設備のリストを見ていくと、その中に温泉があった。

			　ダンジョンマスターになってから食事はもとより、風呂に入る必要もない体になっている。

			　服や体についた、土の汚れさえ気にしないのならば、風呂に入る必要は必ずしもないのだが、なんだか無性に温泉に入りたい。

			　今は地面に適当な敷物をしいてごまかしてはいるものの、体のあちこちには土がこびりつき、まるで浮浪者のような格好になっている。

			　ダンジョンの制作は順調に進んでいる。それならば、少しくらいは息抜きをしてもいいのではないだろうか――そんなことを考えながら、温泉を設置する。

			　設置した温泉は、少し奮発してやや大きめのものにしてみた。

			　ついでに小部屋も２つほど追加して、ベッドを小部屋に移動させておく。

			　第２階層の追加と合わせ、ポイントが少なくなってしまったが、ダンジョンの制作は順調なのだから、この程度の消費なら問題はないだろう。

			　そんなことよりも温泉だ。久しぶりに風呂に入れると、ワクワクしながら温泉へと向かう。

			　脱衣所で服を脱ぎ、汚れてしまった服を倉庫へとしまうと、新しく用意した服を置いておく。

			　脱衣所を出ると、そこには石で囲まれた温泉があった。

			　10人以上が入っても余裕があるサイズの温泉が、今なら１人で貸し切り状態だ。

			　――まあ、このダンジョンには、風呂に入る人間は１人しかいないのだが。

			　ほんのわずかに感じた寂しさを振り払うと、掛け湯をして風呂につかる。

			　少し熱めのお湯だがそれがまたいい。溜まっていた疲れが取れていくようだ。

			　記憶はなくなってしまっているが、ここに来る以前の自分は、もしかしたら風呂が好きだったのかもしれない。

			　疲れとともに気分まで軽くなっていくようで、やはり風呂を用意して正解だった。

			　１つだけ失敗があるとすれば、奮発して温泉がやや大きすぎたという点か。

			　こうしてのんびりとしていると、やはり先ほど感じた寂しさが湧(わ)きあがってくる。

			　もうすでに１ヶ月以上も、誰とも話すことなくダンジョンを作り続けている。

			　今では、自分の声すら聞かなくなって久しい。

			　ふと、声の出し方を忘れてしまっていないか心配になった。

			　試しに、軽く声を出してみると、どうやら杞(き)憂(ゆう)だったようだ。

			　少しだけかすれてはいるが、問題なく声を出すことができた。

			　じっくりとお湯に浸かってから温泉を出る。

			　ダンジョンが外と繋がれば、新しい出会いがあったりしないだろうか？

			　そんなことを考えて――自分の馬鹿らしい考えに苦笑する。

			　ダンジョンマスターは人間にとっては恐ろしい相手であり、敵でしかない。

			　そんな相手と仲良くしようという奇特な人間など、きっといないだろう。

			　そう、いないのだ。

			　心の隅に芽生えてしまった寂しさから目をそらすように、ダンジョンの制作を再開する。

			　ダンジョン制作もそろそろ大詰めである、準備期間もあと少しだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			・ダンジョン制作60日目

			　ついにダンジョンを作り始めて、60日目になった。とうとう準備期間の最終日である。

			　ポイント獲得のために、２階層も限界まで領域を延ばし、１日のＤＰ獲得量は４０００まで増加した。

			　マザーアントたちは１階層から２階層の最深部へと移動している。

			　さらに、１階層はキューブの数を増やして領域を広げておいた。

			　いくつもの部屋が複雑に繋がりあい、まさしく迷宮のような構造になっている。

			　できればマザーアントやラーヴァアントのいる２階層までたどり着く前に、侵入者を撃退したいところだ。

			　２体のマザーアントから生まれたラーヴァアントたちも、順調に成長している。

			　さらに、アントフライが増えたおかげで、進化済みのアントも急速に増えつつあった。

			　ソルジャーアントは新たに２種類のアントへと進化した。

			　まず１種類目はキラーアント。

			　体長は１メートルと、ソルジャーアントの頃よりも少し小さいが、鋭い顎(あご)を持ち、音を立てずに素早く移動することができるようで、たまにダンジョンの天井などを高速で走っている。

			　乱戦中の奇襲に役立ちそうで期待が持てる。

			　そしてもう１種類がコマンダーアント。

			　体長は３メートルほどと、マザーアントを除く他のアントよりもひと回りほど大きい。

			　そして何といっても、コマンダーの名の通り、他のアリを統率し、集団戦の指揮ができるようである。

			　様々な特性を持つ複数のアントたちが、コマンダーアントの指揮により連携して襲ってくるのだ。

			　コマンダーアントをうまく使いこなすことができれば、非常に頼もしい存在となるだろう。

			　キラーアントと合わせ、ダンジョンの防衛に役立ってくれるのは間違いない。

			　しかし、残念ながらコマンダーアントに進化する確率は低いようだ。

			　他のアントはある程度の数がいるのだが、コマンダーアントは未だに１体しかいない。

			　アントたちはまだまだ進化を続けているので、今後の進化に期待である。

			　大きく発展を遂げたダンジョンを眺め、ふと、ワーカーアント数体でダンジョンを掘っていた頃を思い出す。

			　早くも２ヶ月、最初の頃と比べるとダンジョンもだいぶ変わったものだ。

			　ダンジョンの拡張に戦力の充実。できることはやった。

			　あとはダンジョンの解放を待つだけである。

			　こうしてみると最初の頃にＤＰが足りなかったのも、今となっては嘘のようだ。

			　モニターに表示される残り時間が１分を切る。ついにこの時がやって来た。

			　モニターの指示に従い、コアルームの位置を設定する。

			　場所はダンジョンの一番奥、マザーアントたちが暮らす部屋のさらに奥だ。侵入者がここにやって来るとすれば、ダンジョンすべてを突破してからとなる。

			　ダンジョンとコアルームが接続され、ダンジョンの入り口が解放される。

			　――ついにダンジョンが外の世界と繋がった。

			　入り口が解放されると同時に、地上部分へと領域を延ばすことができるようになったようだ。

			　延ばせる領域は１階層分だけだが、ダンジョン入口周辺の様子をモニター越しに確認できる機能が存在するので、その価値は非常に大きなものである。

			　９００ＤＰを消費して、ダンジョンの入り口を中心に３×３マスになるようにキューブを設置しておく。

			　今のダンジョンにそこまで高い場所を飛べるモンスターはいない。

			　上の方向に領域を延ばす必要は今のところないだろう。

			　ダンジョンの領域内はモニターを通じて見ることができるのだが、領域の外側を確認するには、モンスターの視界を経由する必要があるようだ。

			　さっそく、ソルジャーアントと、アントフライを偵(てい)察(さつ)役としてダンジョンの外に放つ。

			　ダンジョンの周囲は見晴らしの良い草原だ。

			　少し離れたところに地図で見た森と山が見えている。

			　地上へと延びたダンジョンの領域内には、角の生えたウサギのようなモンスターがいた程度で、他には何もいないようだ。

			　さすがにすぐに侵入者が現れるということもないようで、いったん胸をなでおろす。

			　ソルジャーアントたちにダンジョンの領域外も偵(てい)察(さつ)するように命令する。

			　それからしばらくすると、ソルジャーアントが何かを見つけたようだ。

			　ここからが――ここからがダンジョンマスターとしての戦いの始まりだ。

			　願うならば、自分が何者であるかくらいは知りたい。

			　そのためにも、生き残らなければ――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ダンジョンから南におよそ20キロメートル。

			　そこには、住民およそ50人程度の、小さな村があった。

			　その名前はソナナの村。

			　のどかな村には笑顔があふれ、日々の暮らしに苦労はあれど、誰もが幸せに過ごしていることが見て取れる。

			　そして、そこに住む者たちはまだ――村のすぐ近くで、恐ろしいダンジョンがその口を開いたことを知らなかった。

			　

			　ダンジョンが解放される少し前。

			　ソナナの村に住むミーナは、近くに住む友人の家を訪れていた。

			　今年で15歳になり、成人を迎える彼女は、どこにでもいるようなごく普通の村娘であった。

			　彼女は、年下の友人であるソニアを連れて、傷によく効く薬草を摘みに近くの草原へと向かおうとしていた。

			　先日、やんちゃな弟の怪(け)我(が)を手当てしたところ、家に置いていた薬草が切れてしまったのだ。

			　笑顔で応対してくれたソニアの母に用件を告げると、彼女はその場で友人が出てくるのを待つ。

			　小さなかごを手にぶら下げた彼女は、手持ち無(ぶ)沙(さ)汰(た)に何気なく、辺りを見回した。

			　すっきりと晴れた空には雲一つなく、どこからか小鳥のさえずりが聞こえてくる。

			　少し離れたところには畑仕事に精を出す村人であろう小さな人影が見えていた。

			　それは彼女にとって見慣れた、いつもの光景だった――

			　しばらくすると、家の中からアマンダに連れられて友人が現れる。

			　ついさっき起きたばかりなのだろう。しょぼしょぼと目を瞬(まばた)かせる彼女を見て、ミーナはクスリと笑みを浮かべた。

			「ほらソニア、いつまで寝ぼけているんだい！　ミーナちゃんに迷惑をかけるんじゃないよ！」

			「もう！　それは何度も聞いたよ！　大丈夫だって！」

			「本当に大丈夫なのかねぇ……」

			　そう答えながらも、未だに眠そうなソニアを見て、彼女の母であるアマンダは呆れたようにため息をつく。

			　村の中とは違い、村の外にはモンスターが現れる可能性がある。

			　ミーナたちが向かう予定の場所は村からそう遠くはないため、モンスターに襲われる危険は少ないが、それでもやはり心配なのだろう。

			「それじゃミーナちゃん、うちのソニアをよろしく頼むよ」

			「はい！　任せてください！」

			　そんなアマンダの心配を打ち消そうとするかのように、ミーナはにっこりと笑みをその顔に浮かべると、元気のよい返事をした。

			「だから大丈夫だって！　お姉ちゃん、はやくいこっ！」

			　ミーナとアマンダのやり取りを聞いているうちに、ようやく眠気が晴れたのかソニアがぐいぐいとミーナの手を引いて歩き始める。

			「ほらソニア、そんなに急いで……転んでも知らないよ。それじゃあ２人とも気を付けていっておいで。村からはあんまり離れすぎるんじゃあないよ」

			「「はーい！」」

			　ミーナの手を引き、駆けだそうとするソニアを見かねたアマンダが、その背中へと声をかける。

			　その声に振り返った少女たちが、まぶしいばかりの笑みを浮かべて、村の外へと歩み始める。

			　それもまた村では見慣れた、いつもの光景だった。

			　自らを姉と慕う少女に手を引かれ、ミーナは村の外へと向かった。

			　２人は道すがら、とりとめのないおしゃべりに興じていた。

			「それでねー、カインったらおかしいんだよ！」

			「へぇ、そうなんだ――」

			　ミーナとソニアが村の外へと続く門をくぐろうとした時、彼女たちの後ろから小さな足音が近づいてきた。

			「おい！　お前ら、どこに行くんだよ！」

			　そう声をかけてきたのは、小さな木剣を背中に背負った少年だった。

			　その身長や、幼さを残す顔から想像するに、年齢はまだ10にも満たないだろう。

			　ミーナやソニアよりもさらに幼い少年は、背中の木剣を手に取ると、それをぶんぶんと振り回しながら彼女たちに問いかける。

			「ふんっ！　カインには関係ないでしょ！」

			「なんだとっ！　ソニアのくせに！」

			「なによっ！」

			　少年の問いかけに、ツンとそっぽを向きつつソニアが答える。

			　そんな彼女に噛みつかんばかりに、カインと呼ばれた少年が言葉を返した。

			　カインよりも少しだけ年上のソニアにとって、いたずら盛りの彼は手のかかる弟のようなものである。

			　その反対に、彼にとって、ソニアは年上ぶって彼を扱う姉のようなものであった。

			　仲が悪いわけではないのだが、彼らはいつもこの調子である。

			　いつものような彼らのやりとりを見て、ミーナはどこか微(ほほ)笑(え)ましい気持ちになった。

			　彼女たちが暮らすのは、人口50人にも満たないほんの小さな村である。

			　当然、子供の数も限られており、こういったやり取りができる気の知れた友人というのは、彼女たちにとって貴重なものであった。

			「ほら２人とも、そんなこと言わないの。私たちはこれから村の外に薬草を摘みに行くところなの。今日はちょっとカイン君とは一緒に遊べないかな……ごめんね？」

			　ミーナがカインと目線を合わせると、済まなさそうな声音でそう伝える。

			　その言葉に、少しだけ残念そうな表情を浮かべた彼だが、すぐに何かを思いついたようだ。

			「よし！　じゃあオレ様がゴエイしてやるよ！」

			　カインは手にした木剣を天に掲げ、意(い)気(き)揚(よう)々(よう)とそう宣言する。

			　まだ小さな彼にとって、村の外に出るだけでも十分に胸が躍(おど)る冒険なのだろう。

			　その瞳(ひとみ)はまだ見ぬ冒険を期待してキラキラと輝き、その胸のうちに抱いた期待の大きさを、これでもかと言わんばかりに表していた。

			「村の外は危ないのよ？　カインなんかを連れていけるわけないじゃない。おとなしく村にいなさいよ」

			「なんだとっ！　オレ様は将来英雄になる男なんだぞ！　村の外くらい危なくなんてないやい！」

			　カインの宣言にすかさず茶々を入れたソニアと、顔を真っ赤にして反論するカイン。

			　最近、お伽(とぎ)噺(ばなし)の英(えい)雄(ゆう)譚(たん)に憧れている少年にとって、ほんの少しだけ年上なだけの少女に子供扱いされるということは耐えられなかったようだ。

			「でもカイン君。村の外には怖いモンスターがいるかもしれないんだよ？」

			「へへ、この前だって父ちゃんと一緒に、村はずれの森に行ったんだ！　薬草を摘みに行くくらいどうってことないさ！　なあなあ、オレ様も連れて行ってくれよ！」

			　諭(さと)すようなミーナの言葉だが、それでも彼の気持ちを変えることはできなかった。

			　むしろ、オレ様がモンスターを追い払ってやるとばかりに、鼻息荒くミーナへと詰め寄るほどである。

			　そんな彼の様子に、ミーナは諦(あきら)めたようにため息をつく。

			　こうなっては誰もカインを止めることはできまい。

			　むしろ、ここで置いていき、後でカインがこっそり村を抜け出してしまい、迷子になったりした方がずっと危ない。

			　村の外、と言ってもすぐ近くの草原までで、危険なモンスターが現れると言っても、せいぜいがホーンラビットと呼ばれる、小さな角の生えたウサギのモンスターくらいである。

			　そのモンスターも、ほとんどの場合は、人の気配を察知しただけで逃げだしてしまうため、草原に伸び放題の草で手足を切るかもしれないことの方が、ずっと危ないくらいなのだ。

			　彼にはああ言ったが、そこまでの危険もまずないだろう。

			　本当に危険な場所ならば、こうして自分たち２人だけで薬草摘みに行こうとは思わない。

			　そう判断したミーナは、彼も一緒に連れていくことにした。

			「うーん……それじゃあ、カイン君のお母さんに、一緒に行っていいか聞いておいで？　それと、１人で先に進まないこと。これを守れるなら一緒に連れて行ってあげるね」

			「分かった！　すぐに戻ってくるからな！　ちょっと待ってろよ！　勝手に置いていったら許さないからな！」

			「えー、カインも連れて行くの？　大丈夫かなぁ……」

			　そう言うや否や、カインは母親から許可を貰うために駆けだした。ソニアが不満げに漏(も)らした言葉も、どうやら今の彼の耳には入らなかったようで、一目散に家がある方向へと走っていく。

			　しばらくして、なんとか許可を貰って戻ってきたカインの顔は、すぐそこに迫った冒険への期待で満ち溢(あふ)れていた。

			　わくわくした気持ちを抑え切れないと言わんばかりのその表情を見て、ミーナとソニアは顔を見合わせるとクスクスと小さく笑い声をこぼした。

			「よっしゃ！　さっそく草原に行くぞ！　オレ様についてこい！」

			「カインってばもう約束を忘れたの？　１人で先に行くなって言われたばっかりじゃない！　迷子になっても知らないわよ？　手をつないであげよっか？」

			「むっ！　忘れてねえよ！　迷子にだってならない！　子供扱いするな！」

			「ほらほら、２人とも喧(けん)嘩(か)しないの。カイン君も急ぐと危ないよ？　できれば一緒に歩いて、お姉ちゃんたちを守って欲しいなぁ……」

			「へへっ！　オレ様は英雄になる男だからな！　ミーナ姉ちゃんも、ついでにソニアもちゃんとオレ様が守ってやるよ！」

			　ミーナにお願いされ、カインは得意げに木剣を振るう。

			　どうやら、ミーナにうまく諭(さと)されたことに、彼は気が付いてすらいないようだった。

			　３人は村を出ると、村の北側の草原へと足を進める。

			　たわいのないおしゃべりをしながら歩くうちに、目的地である草原へと到着した。

			　ミーナの膝から腰の高さほどの草が青々と生い茂るその草原は、村の人間がよく薬草を集めにやって来る場所だ。

			　心地よい風に草が揺られ、さらさらと音を立てる。

			　その光景はまさしくのどかな風景そのものであり、なんの危険も感じられない。

			　ミーナたちは３人で手分けをしながら草をかき分け、目的の薬草を探し回る。

			　しかし、いつもはすぐにかご一杯になるはずの薬草が、今日に限ってはほとんど見つからない。

			「うーん……薬草、全然見つからないわね……」

			「誰かが先に採っていったんじゃないか？」

			「それはないと思うな……ここの薬草はいつもなら、村の人たちだけじゃ採りきれないほどにあるもの。そういえば、村の人が今年は薬草が少ないって言っていたような――」

			　ミーナは、以前村人たちが話していた噂を思い出す。

			　最近、この村の周辺に限らず、あちこちで薬草などの植物が手に入りにくくなっているらしい。

			　その年の天候などによっては、そういう時もないわけではないのだが、今年は特にそういった予兆もなかったはずだ。

			　そういう時もあるのだろうと、その時は軽く聞き流していた噂だったのだが、ここまでひどいとは思いもしなかった。

			　ミーナがそんなことを考えていると、

			「よーし！　ここに薬草が無いならもっと奥の方に行ってみようぜ！」

			「確かにここで集めてもダメそうね。カインもたまにはいいこと言うじゃない！」

			　他の２人が草原の奥に進むことを提案する。

			　確かに、このままこの辺りで薬草を摘んでいたとしても、夕方までに十分な量を集めることはできそうにない。目的の薬草は草原の奥にも群生しているはずだ。

			　他の場所を回ってみるのもいいかもしれないが、村から離れすぎないようにとも言われている。

			　それに、この辺りではまず遭(そう)遇(ぐう)することもないが、あまりにも遠くに足を進めてしまえば、森から出てきたモンスターに出会ってしまう可能性もゼロではない。

			「でも、危ないから村から離れちゃダメって、おばさんに言われているし。それに、アマンダおばさんにバレたら３人とも叱られちゃうよ？」

			　２人を引き留めようとするミーナだったが、カインとソニアは納得しないようだった。

			「大丈夫だって！　もう少しだけなら村からそんなに離れたわけじゃないし、何かあってもオレ様がちゃんと守ってやるよ！」

			「カインの言う通りよ！　このままここで薬草を集めていてもキリが無いわ。それに、危ないと言っても、この近くにはそこまで危険なモンスターもいないじゃない！」

			「そうだよ！　もうちょっとだけ先に行ってみようぜ！」

			　２人の言葉を聞いて、ミーナは少し考える。

			　確かに、この辺りで遭(そう)遇(ぐう)する危険があるモンスターといえば、たいていがホーンラビットくらい。それ以上といっても、群れからはぐれたとみられるゴブリンが、たまに見つかることがあるくらいだ。

			　確かにゴブリンに襲われれば、子供だけでは危険がないとは言えないのだが、ゴブリンの恐ろしさはその数である。たったの１体程度なら、どうとでもなるのも間違いない。

			　ゴブリンの体格は最年少のカインと同じかそれ以下、よほど飢(う)えてでもいない限りはたった１体で襲い掛かってくることもないだろう。

			　それに、このままここにいても、目当ての薬草が集まらないのも事実である。

			　定期的に村にやって来る行商人から購入する手もあるが、今年は不作の影響なのか値段がやや高い。

			　だからこそ、こうして草原まで薬草を集めに来ているのだ。

			　少しだけなら、ほんの少しだけ奥に行くだけなら、大丈夫だろう――

			　そう考えたミーナは、ソニアたちの提案に賛成することにした。

			「それじゃあ、ちょっとだけ奥に行きましょうか」

			「決まりね！　早く行きましょう！」

			「よっしゃ！　新たな冒険の始まりだぜ！」

			　分かっていたことだが、どうやらカインが草原の奥に進みたがったのは、新たな冒険を夢見てのことだったようだ。

			　木剣を振り回して草をかき分け進むカインを見て、少女たちは顔を見合わせ、笑う。

			　彼女たちは先ほど集めた薬草を入れたかごを手に持つと、少年を追いかけて草原の奥へと向かった。

			　そして――彼女たちはこの選択を後悔することになる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「見て見て、お姉ちゃん！　薬草がこんなにいっぱい生えているわ！」

			「本当ね、これならすぐに集まりそうね」

			「モンスターはいないみたいだな。ちぇっ、オレ様の剣が泣いているぜ！」

			　彼らの前に広がるのは、青々と茂った薬草の群生地だった。

			　先ほどの場所とは比べ物にならないほどの数のそれらは、不作であったことなど嘘であるかのように、あちこちで風に揺られている。

			「これだけ薬草があるなら、ちょっとくらい多めに採っていってもいいかもしれないわね。今年は薬草の値段が高いらしいから、ちょっとしたお小遣いになるかも――」

			「ほんとか!?　早く集めようぜ！　オレ様が一番たくさん集めるからな！」

			「あっ、抜け駆けはズルいわよ！」

			　さっそく、薬草を摘みにかかるカインとソニア。

			　お小遣いと聞いて、途端にやる気を増した２人が近くでしゃがみこんだのを見て、ミーナも近場の薬草を摘み始めた。

			　３人は夢中で薬草を摘み続け、彼女たちの用意したかごが青々とした薬草でいっぱいになりかけた時だった。

			『ガサリ』という草が擦(こす)れるような小さな音が、ミーナの耳に届いた。

			　最初は、風か何かだろうと彼女は気にしなかったが、規則的に、彼女たちに近づくように大きくなる音に慌てて立ち上がると、音の出所へと目を向ける。

			　立ち上がった彼女が見つけたのは、ギラリと鈍く輝く、黒い大(おお)顎(あご)をもったアリのようなモンスターだった。

			　ミーナと大(おお)蟻(あり)の距離は、ほんの十数メートル程度しかない。

			　どうやら、腰の高さほどの草が視界を妨げていたせいで、その接近に気が付くことができなかったようだ。

			　見たこともない、恐ろしい姿をしたモンスターに一瞬怯(ひる)んだミーナだったが、すぐに気を取り直す。

			　まだモンスターの接近に気が付いていない２人へと、ミーナは震える声で危険が近づいていることを知らせた。

			「ふ、２人とも！　急いで立って！　モンスターがこっちに来ているわ！」

			「モンスター？　いったい何が――ひっ!?」

			「へっ、ゴブリンくらいなら、このオレ様が追い払って――うえっ!?」

			　ミーナの声でようやく、大(おお)蟻(あり)に気が付いた２人。

			　ソニアは今まで見たこともない恐ろしい大蟻の姿を見て、悲鳴を上げるとへなへなとその場にへたり込む。

			　カインも驚いたような声を上げたが、ソニアのようにその場にへたり込むことはなく、木剣を手に取ると、その柄(つか)をぎゅっと握りしめた。

			「カイン君！　刺激しちゃダメ！　ソニアちゃんも立てる？」

			「う、うん。お姉ちゃん、ありがとう……」

			「ミーナ姉ちゃん！　アイツ、こっちに来てるぞ！」

			「絶対に攻撃しちゃダメよ！　カイン君も急いで！」

			「分かった！」

			　ミーナは、へたり込んだソニアに手を貸して立ち上がらせると、２人を連れて村の方へ逃げようと、大(おお)蟻(あり)に背を向けた。

			　そして――振り返った先に、彼女たちを囲むように近づく、もう３体の大蟻を見つけてしまった。

			　慌てて足を止めたミーナだったが、まだ足に力の入っていなかったソニアが転んでしまい、彼女も一緒になってその場で転んでしまう。

			　そんな彼女たちの下へと、大蟻の化け物がゆっくりと近づいてきた。

			　恐ろしい大きな顎(あご)に、威圧するような真っ黒な甲(こう)殻(かく)。

			　そして、まるで感情などないかのような、昆虫特有の無機質なその表情。

			　急いで逃げなければいけない。ミーナはそう思って立ち上がろうとしたが、腰が抜けてしまったようで、思うように立ち上がることができない。

			　彼女たちの心に後悔と諦(あきら)めの影が差しかけた時、小さな影が立ちふさがった。

			「カイン君!?」

			「カイン！　なにするつもり!?」

			「ミーナ姉ちゃん！　ソニア！　すぐにオレ様がこいつらを追い払ってやるからな！」

			　そう言って、木剣を構えるカイン。

			　だが、その小さな背中は震えていた。

			「カイン君！　ダメよ！」

			「うわあああぁ！」

			　ミーナの制止の声を振り切り、すぐそこまで近づいていた大(おお)蟻(あり)に挑みかかるカイン。

			　彼の振り下ろした木剣が、大蟻の頭を叩き、乾いた音を立てる。

			　カインの決死の一撃を頭に受けたが、大蟻は身じろぎすることすらなかった。

			　彼の目の前にいる大蟻――ソルジャーアントは、モンスターとしては弱い部類である。

			　十数体が集まれば脅威ではあるが、数体程度ならば武器を持った大人さえいれば大きな怪(け)我(が)もなく追い払うこともできる程度の強さでしかない。

			　しかし、小さな木剣だけが頼りの、10歳にも満たない少年が敵う相手ではなかった。

			「くそっ、あっちいけ！　あっちいけよ！」

			　自分の攻撃が、まったく効果を与えていない。

			　そのことを理解しながらも、それでも諦(あきら)めずにソルジャーアントに向けて木剣を振るい続けるカイン。

			　だが、そのどれもがむなしい音をたて、硬い甲(こう)殻(かく)に弾かれてしまう。

			　やがて、彼の振った木剣が、ソルジャーアントの大(おお)顎(あご)にがっちりと挟(はさ)まれる。

			　巨大な顎(あご)に挟(はさ)まれた木剣は、彼がどれだけ力を込めようが、非力な少年の力程度では、ほんのわずかにすら動く気配はない。

			　必死にソルジャーアントから木剣を奪い返そうと奮闘するカインだったが、ソルジャーアントが木剣を挟みこんだまま頭を振るうと、あっけなく振り飛ばされ、草の上に尻餅をついた。

			　武器を奪われ、呆けたように先ほどまで手の中にあった木剣を見上げるカインの前で、ソルジャーアントが大顎に力をこめる。

			　大顎が万力のように木剣を締めあげ、そして、彼の唯一の頼りであった木剣は、まるで小枝のように、パキリと軽い悲鳴を上げて折れた。

			「ひっ……」

			　武器を失い、呆然とするカインに追い打ちをかけるかのように、ソルジャーアントがその大顎をガチガチと打ち合わせて威(い)嚇(かく)する。

			　次はお前の番だ――そう物語るかのように打ち鳴らされる大顎に、ついにカインはその場から立ち上がることすらできなくなってしまった。

			　もはや、彼には先ほどまでの闘志は欠片(かけら)たりとも残されてない。

			　そこには、ただ目の前の捕食者が自分に襲い掛かるのを待つ、哀れな獲物がいるだけだった。

			　ソルジャーアントがカインに向けて一歩、近づく。

			　ゆっくりと己に近づく死を、ソルジャーアントを、ただその場でへたり込んで見つめることしかできなかったカインの腕を、誰かが掴んだ。

			「姉ちゃん!?」

			　驚く彼の視界に入ったのは、真っ青な顔で震えるミーナだった。

			　動けなくなったカインの姿を見てようやく我に返り、何とかその腕を取ることができたミーナだったが、彼女には戦う力も、そこから逃げるだけの気力も無かった。

			　ソニアとカインを庇(かば)うように、その腕の中へと抱き締めソルジャーアントに背を向けると、ミーナは固く目を閉じる。

			「お姉ちゃん……」

			「姉ちゃん……」

			「大丈夫！　２人ともきっと守ってあげるから！」

			　――神様。どうか――

			　もはやできることは何もなく、ただ、神様に助けを祈るしかないミーナ。

			　果たして、どれだけの時間、そうしていただろうか。

			　ソルジャーアントの恐ろしい大(おお)顎(あご)が、彼女たちへと届くことはなかった。

			　いつまで経ってもやってこない終わりに焦(じ)れて、ミーナが恐る恐る目を開き辺りを見回してみると、あの恐ろしい大(おお)蟻(あり)はどこにも見当たらない。

			「も、もう、大丈夫みたい。あの化け物はどこにもいないわ」

			「……助かった、の？」

			　信じられない。何が起こったのか。

			　そんな思いをその顔に浮かべ、きょろきょろと辺りを見回す３人。

			　そして、ソルジャーアントが去ったことをお互いに確認すると、彼女たちは、ほっと安(あん)堵(ど)のため息をついた。

			「へ、へへっ！　きっとオレ様の強さに恐れをなして逃げたんだな！」

			「馬鹿カイン！　何が恐れをなして逃げたよ！　本当に死んじゃうかと思ったんだから！」

			　ふらふらと立ち上がり、震える声でそう言ったカインに、目に涙を浮かべたソニアが怒鳴る。

			「もう、あんなこと、ほんとに、ひっく……」

			「な、なんだよ、泣くなよ。オレ様だって、ぐすっ……」

			　緊張の糸が切れ、ついに感情が決壊したソニアに続くように、カインの目からも涙がこぼれる。

			　ぽろぽろとあふれ出した涙は、たちどころにその量を増し、２人は生きていることを噛みしめるように大きな泣き声を辺りへと響かせた。

			「２人とも、本当に無事でよかった……」

			「「うわああぁん！」」

			　泣きじゃくる２人を落ち着かせるように、そっと彼女たちの頭を撫でるミーナも、目を真っ赤にしていたが、何とか涙をこらえ周囲を警戒する。

			　まだ、彼女たちがいるのは先ほどのソルジャーアントたちと遭(そう)遇(ぐう)した場所だ。

			　泣き声に引き寄せられてまたあの大(おお)蟻(あり)が姿を現せば、今度は助からないかもしれない。

			「さあ２人とも、急いで村に帰りましょう」

			「うん……」

			「もう、あんなのはごめんだよ……」

			　ミーナたち３人は、放り出されていたかごを拾うと、すぐに村へと引き返す。

			　日が暮れかけた頃、村の門とそこで待つアマンダの姿を見た３人は、ついにこらえきれずに駆け出した。

			「あんたたちどうしたんだい！　何があったんだい！」

			　帰りの遅い３人を心配して門で待っていたアマンダだったが、彼女たちの様子がおかしいのを見ると、血相を変えて問いかける。

			「薬草を摘みに草原の奥に行ったら、見たこともないモンスターに襲われて――」

			　草原の奥に大きな蟻のモンスターが現れた。

			　ミーナからそのことを聞いたアマンダは、すぐに３人を連れて村長の家へと向かった。

			　アマンダに連れられ、村長と対面した３人は、ありのままに、先ほどの体験を話す。

			　草原の奥に向かったこと。

			　そこで大きな蟻(あり)のモンスターに襲われたこと。

			　モンスターが姿を消した後に、何とか逃げ帰ることができたこと。

			　彼女たちの話が進むごとに、それをじっと聴いていた村長の表情は、徐々に険しいものへと変わっていく。

			「なるほど、分かった。アマンダさん、村の男を集めておくれ」

			「任せておくれ！　すぐに全員集めてくるよ！」

			　村長にそう言われたアマンダは、その言葉に頷くやいなや村長の家から飛び出していく。

			　その姿を見送った村長は、その表情を緩めると、ミーナたちへと優しく声を掛けた。

			「なんにせよ、君たちが無事で本当に良かった。怖かっただろう？　よく頑張った。今日はもう家に帰るといい。ゆっくりと休みなさい」

			「はい。ありがとうございます……」

			「村長さん。ごめんなさい……」

			「オレ様……オレも反省してます……」

			　ミーナたちは村長に挨拶をすると、各々の家へと戻った。

			　ミーナが家に戻ると、アマンダから事情を知らされ、怒りの表情を浮かべた母親が彼女を待っていた。

			　母に思い切り叱られ、そして息ができないほどに強く抱き締められた彼女は、その胸に顔をうずめて泣きじゃくった。

			　自分よりも幼い２人を守るために、気力を振り絞(しぼ)っていた彼女だったが、彼女もまだ15歳の少女である。

			　ようやく、気を抜くことができた彼女は、優しく彼女の背中を撫でる母の腕の中で、まるで幼子に戻ったかのように泣き続けた――

			　次の日、ミーナの弟が、彼女のそばから丸一日離れなくなり、そして、ソニアが布団に大きな地図を描いてしまったことや、カインの武勇伝を聞いて、思わず彼を誉めてしまった彼の父親が、息子ともども鬼のような形相の妻に叱られるという事件はあったが、ミーナたちはいつも通りの日常に戻ることができた。

			　こうして、ダンジョンと外の世界の最初の出会いの物語は幕を閉じた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　モニターを通じて、外に出ていたソルジャーアントの視界を共有すると、そこにいたのは３人の子供たちだった。

			　腰を抜かしてへたり込んでいた少女たちを襲わずに戻ってくるように、ソルジャーアントに伝えると、上空を飛ぶアントフライの視界へと切り替える。

			　少女たちはソルジャーアントがいなくなったことに気が付き、村へと引き返していったようだ。ここまではこちらの考え通りである。

			　配下のモンスターに彼女たちを襲わせなかったのは、戦う力のない少女たちを襲うことは気が引けた――という理由からではない。

			　確かに、そういった感情が皆無なわけではないが、どうしたことか、モンスターに人を襲わせることへの忌(き)避(ひ)感はそこまで感じない。

			　記憶がないからなのか、それともモニター越しに命令するだけで現実感がないからなのか、それとももっと別の理由があるのかは、分からない。

			　だが、必要とあれば、モンスターに人を襲わせることはできるだろう。

			　少女たちを逃がした理由はただ一つ。このダンジョンの存在を、外に知らせるためだ。

			　本来ならば、このようなことはせずに、ダンジョンの存在をできる限り隠すべきなのだろう。

			　しかし――ダンジョンに近づく人間を、無差別に殺すようなことはできればしたくなかった。

			　ダンジョンマスターになり、モンスターの親玉となっても、俺は人間であるはずだ。

			　他の人間がそうは思わなくても、少なくとも、自分だけはそう思いたい。

			　そして、ダンジョンへ攻め込んできた人間ならまだしも、戦う意思のない一般人までをも積極的に襲うようになれば、心までモンスターになってしまうように思えたのだ。

			　だから、一般人がダンジョンに迷い込む前に、先んじてその存在を知らせることにした。

			　危険なモンスターがいると知っていれば、むやみに近づく一般人はそうはいないはずだ。

			　もともと、このダンジョンは見つかりやすい場所に存在している。隠そうと思ってもそう長く隠しきることはできないだろう。

			　それならば、その時期が多少早くなってもかまわない。

			　もちろん他の打算もある。

			　あまり大きく暴れ過ぎ、危険だと判断されれば、討(とう)伐(ばつ)軍が出てくる可能性もある。

			　襲うのはダンジョンに攻めてきた人間だけ。

			　これは、こちらが戦いの経験を積むだけの時間を稼ぐことにも繋がるはずだ。

			　危険があることは教えた。

			　これから先、ダンジョンにやってくる人間は、敵として考える。

			　やがて、３人からソルジャーアントのことを聞いたのか、アントフライに監視させていた村が慌ただしくなる。

			　しばらくすると弓と槍(やり)で武装した男がこちらの方へと向かってきた。

			　さっそく戦闘かと思ったが、遠くからソルジャーアントの姿を確認すると、男たちは村へ戻っていった。

			　おそらくだが、少女たちが見たものを確認しに来たのだろう。

			　その後、村から馬に乗った男が１人、ダンジョンとは別の方向へと向かっていった。

			　モンスターが現れたことを、どこかへ伝えに行くようだ。

			　ダンジョンの存在に気が付いたのか、それとも見たこともないモンスターに警戒しているだけなのかは分からないが、近いうちになんらかの動きがあるかもしれない。

			　もしも、誰かがダンジョンに挑むのならば、このダンジョンの戦力を計る、いい機会になりそうだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして――最初の人間との遭(そう)遇(ぐう)から10日ほどが経過した頃、ダンジョンの周囲を偵(てい)察(さつ)中のアントフライがこちらへ向かってくる人間を見つけた。

			　ついにこの時が来た。

			　10日前、アントフライに村から馬を追跡させたところ、２００キロメートルほど離れた街へと入っていくのを確認している。

			　おそらくその報告を受けて、何が起きているのか調査しに来たのだろう。

			　アントフライが発見した人間の姿を確認する。

			　皮鎧を付け、腰から剣を下げた男が３人。

			　装備に統一感がないから、街の兵士ではないだろう。

			　となれば、冒険者というやつだろうか？　ダンジョンマスターになった際に手に入れた知識から、そう判断する。

			　なんにせよ、あの３人組がこちらへと向かっていることは間違いない。

			　このままいけば、このダンジョンの初めての侵入者になるかもしれないな。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いやぁ、やりましたね、兄貴！」

			「おうよ！　俺様にかかればこのくらいちょろいもんよ」

			「さすがアニキだぜ！」

			　ダンジョンの周辺に広がる草原を、上機嫌の男たち３人が歩く。

			　３人組のリーダーであるゴゾーは、彼の舎弟であるサブとトットを連れて、草原を意(い)気(き)揚(よう)々(よう)と歩いていた。

			　Ｄランクの冒険者である彼らは、モンスターの出現の調査のためにこの草原へとやってきていた。

			　しかし、彼らはまだ依頼を達成していないにもかかわらず、まるで大金でも拾ったかのように、ニヤニヤとした笑みをその顔に浮かべている。

			　ジャイアントアントの出現の情報を聞き、調査を行うことにした街の領主は、荒事専門の何でも屋である冒険者ギルドへと依頼を出した。

			　そして、その依頼を受けることになったのが、ゴゾーたち３人であった。

			　もっとも、依頼を受けたゴゾーたちの士気は、調査開始段階ではそこまで高くはなかった。

			　もともと彼らは調査依頼のような手のかかるクエストを受けるつもりなど、まったくなかったのだ。

			　なぜそんな彼らがこのような依頼を受けたかと言えば、ただのペナルティだったからというより他がない。

			　ギルドの酒場に昼間からたむろし、駆け出しの新人から恐喝まがいの行為で金品を巻き上げようとした彼らは、ギルドから厳重注意を受けていた。

			　新人に先輩冒険者への礼儀を教えようとしただけ――そう言って反省の色を見せなかった彼らだったが、ペナルティとして冒険者としてのランクを下げられそうになり、ようやく慌てることになる。

			　ランクが下がれば、受けられる依頼の幅も狭(せま)くなり、収入も少なくなる。

			　そこで救済案として出されたのが、今回の調査依頼だったのだ。

			　しぶしぶ依頼を受けることになった彼らは、適当に草原を探索し、ギルドへ報告するつもりだった。

			　そんな彼らが、上機嫌なのは、腰のベルトに括(くく)りつけられた２つの革袋の中身が原因である。

			　ゴゾーが腰につけた革袋から顔を覗かせるのは、金色の髪と水色の髪の少女の姿をした２人の小さな妖精だった。

			　草原へ向かう道中、森のすぐそばの泉で休憩を取ろうとした時、草の陰ですやすやと眠る彼女たちを見つけたゴゾーはこれ幸いと２人を捕まえた。

			　突然、見知らぬ人間に捕まった彼女たちは逃げ出そうと暴れたものの、20センチ程度の大きさしかない妖精では大の男の力に敵うはずもない。

			　紐(ひも)で縛(しば)られ、頭だけを出して革袋の中に詰め込まれた２人の妖精は、すでに諦(あきら)めてしまったのか、泣きはらした真っ赤な目でおとなしくしている。

			「へへへ、今日はついてるぜ」

			「ひっぐ……ぐすっ……放してよぉ……」

			「リリーネ……巻き込んじゃってごめんね……」

			「ううん、フィーネちゃん。大丈夫だよ……」

			　涙声をあげる妖精を無視して、ゴゾーは依頼が終わった後に想いを馳(は)せる。

			　妖精は、非常に高く売れる。なかなか見つからないため希少価値が高く、愛らしい見た目の妖精たちは、ペットとして非常に高い人気があった。

			　その価値は、時には煌(きら)びやかな宝飾品よりも高い値段が付くことさえあるほどだ。

			　さらに、彼女たちが持つとある能力は、貴族や大商人が喉から手が出るほどに欲するものだった。

			　運が良ければ、さらに高い値が付くこともあるだろう。

			　街に帰り彼女たちを売りとばせば、少なくとも、３人で山分けしたとしても当分の間は遊んで暮らせるだけの金が手に入る。

			　大金を手にしたも同然となれば、彼らが喜ばないはずはなかった。

			「アニキ、そろそろ例の場所ですぜ」

			「よっしゃあ！　めんどくせえ依頼はさっさと片付けて豪遊としゃれこもうや！」

			「「へい！」」

			　ジャイアントアントが確認されたとされる場所に到着すると、ゴゾーたちはそこを中心に探索を始める。

			　しばらく探索を進めると、目の前に１体のソルジャーアントが現れた。

			「ア、アニキ、いました。ジャイアントアントですぜ！」

			「おう、わかってらぁ。俺様に任せときな！」

			　剣を抜き、ソルジャーアントへとゴゾーが飛びかかる。

			　まずは小手調べとばかりに、無防備な頭へと鉄の剣を振り下ろし、切りつける。

			　防がれることなく、ソルジャーアントの頭部に当たった剣だが、こすれるような音とともに硬い頭部を滑り、表面に浅く傷を付けるにとどまった。

			「チッ、石頭が！」

			　舌打ちをして剣を引き戻し、ソルジャーアントを見据えるゴゾーに、お返しとばかりに顎(あご)をガチガチと鳴らしたソルジャーアントが突撃する。

			「ギギッ！」

			「ハッ、そんな見え見えの攻撃が当たるかよ！」

			　ソルジャーアントの噛みつきを難なく躱(かわ)したゴゾー。

			　その視界に、がら空きになった大きな腹部が入る。

			　硬い甲(こう)殻(かく)に守られた頭部と違い、腹部には攻撃が通りやすそうだと考えたゴゾーは、すかさずソルジャーアントとの距離を詰めた。

			「オラァ！　くらえ！」

			「ギッ……」

			　ソルジャーアントの側面から腹部へと振るわれた剣は、先ほどのように弾かれることなく、腹を切り裂き、その中の体液をまき散らした。

			　腹部を大きく割かれたソルジャーアントはその場に倒れ、しばらくぴくぴくと痙(けい)攣(れん)していたが、ゴゾーが首元に剣を突き立て止めを刺すと、ビクリと大きく痙攣してその動きを止めた。

			「やりましたね、兄貴！」

			「ハッ、こんな虫ケラ程度なんて相手にすらならねえよ」

			　駆け寄ったサブの称賛の声に軽い調子でそう返したゴゾーは、物言わぬ死骸となったソルジャーアントの甲殻を剥(は)ぎとり、胸の甲殻の下から魔核と呼ばれる結晶を取り出す。

			「ケッ、どっちも妖精と比べりゃゴミみてえなもんだが、そこそこの金にはなるだろ。おいトット！　こいつをしまっておけ！」

			「へい！　任せてくだせえ！」

			　甲(こう)殻(かく)と魔核を鞄(かばん)に入れたゴゾーたちは、草原の先へと足を進めた。

			　途中、何度かソルジャーアントの襲撃があったが、彼らはそのすべてを危なげなく倒して、先へと進んでいく。

			　しばらくして、ゴゾーたちはジャイアントアントの巣だと思われる大きな穴の前へとたどり着いた。

			　草原の中にぽっかりと口を開けた大穴は、きれいに整えられた跡が残されている。

			　周囲に残った鉤(かぎ)爪(つめ)のような足跡はジャイアントアントのものだろう。

			　足跡を確認していたトットは、顔を上げると兄貴分であるゴゾーを振り返った。

			「兄貴、足跡はこの辺りを中心に延びてるみたいですぜ。ここがジャイアントアントの巣ですかね？」

			「だろうな。後は帰って報告するだけだ。そのあとは妖精を売っぱらって豪遊よ！」

			「へへへ、張り合いのない依頼でしたね！」

			「まあな、こんなちゃちな依頼程度、俺様にかかれば肩慣らしにすらならなかったな！」

			「さすが兄貴だ！」

			「まったくだ！　アニキは世界一ですぜ！」

			　称賛の声を送る舎弟と、これから待っている豪遊生活に気をよくしたゴゾーだったが、引き返そうとした時、妖精たちの様子がおかしいことに気が付いた。

			「おい、どうしやがった！　調子でも悪いのか!?」

			　真っ青な顔をして震える妖精たちの姿を見て、ゴゾーは思わず慌てた声を上げる。

			　そんなゴゾーへと返って来たのは、思いもよらない答えだった。

			「こ、これ……たぶんジャイアントアントの巣穴じゃない、です……」

			「ハァ!?　これがジャイアントアントの巣じゃねえなら、なんだっていうんだ！」

			　腰の革袋の１つを外し、水色の髪の妖精を顔の前へともってくると、ゴゾーはその厳(いか)つい顔で妖精の少女へと迫る。

			「ひっ……」

			「リリーネをいじめないで！」

			　臆病な性格なのか、何も言えなくなってしまった妖精を庇(かば)うように、金髪の妖精が声を上げた。

			　未だにがくがくと震える水色の妖精からは、何も聞きだせないだろうと判断したゴゾーは、彼女が入っていた革袋を隣で様子を窺(うかが)っていたトットへと放り投げる。

			　そして、代わりに金髪の妖精の入った革袋を手に取った。

			「おい！　お友達が大事なら、さっさとこれがなんなのか教えろ！」

			　ゴゾーの手の中で、気丈にも彼を睨(にら)みつけていた妖精だったが、彼の怒声に肩をびくりと震わせる。

			　そして、彼女は大穴へと目を向けると、その暗い穴の先を見通そうとするかのように、じっと目を凝らした。

			「たぶん、ダンジョンだよ。だって、この近くだけ、他の場所よりもずっとマナが濃いもん」

			「ダンジョンだと!?　本当だろうな！　嘘だったら承知しねえぞ！」

			「本当よ！　嘘なんてつく理由ないじゃない！」

			　金髪の妖精から答えを聞きだしたゴゾーは、まじまじと足元の大穴を覗き込む。

			　緩やかな坂が奥へと続くその大穴は、彼にはただの巣穴にしか見えなかった。

			　だが、怯(おび)える妖精たちの様子を見る限り、そうではないのだろう。

			　ダンジョン――その言葉を聞いた彼の目に、徐々に欲望の色が浮かぶ。

			　ダンジョンを攻略したならば、一生遊んで暮らしても使いきれないほどの金が手に入る。

			　ダンジョンの最深部に鎮座するダンジョンコアは、途方もない価値と力を持った宝である――彼は、以前そんな話を耳にしたことがある。

			　もちろん、そう簡単に攻略できるものではない。

			　ダンジョンに挑み、帰ってこなかった人間は、それこそ数えるのが馬鹿らしくなるほどに存在する。

			　時には、力を増したダンジョンからあふれ出したモンスターが、周辺の村や町を壊滅させてしまうことすらあった。

			　ダンジョンとは、それほどまでに危険な存在である。

			　彼は、そのことも十分理解していた。

			　しかし、目の前に転がった途方もない大金が、彼の心を誘惑していた。

			「おい、お前ら！　予定変更だ。このまま帰っちゃつまんねえ。いっちょダンジョン攻略と行こうじゃねえか！」

			「あ、兄貴!?　本気ですかい？」

			「そ、そうですぜアニキ、ダンジョンっていやあ、Ａランクの化け物みてえな奴らでも攻略はそうそうできねえって聞きやすぜ？」

			「そうですよ兄貴！　いくら兄貴でも、さすがに難しいんじゃありやせんか!?」

			　ゴゾーの言葉に、サブとトットが困惑したような声を上げる。

			　彼らもダンジョンの話は知っていた。その最奥に眠る大金が喉から手が出るほどに欲しいのも間違いない。

			　だが、自分たちではダンジョンを攻略することなどできないだろう――そう考え、ダンジョンに挑むことなど考えてすらいなかった。

			　一攫千金のネタを前に弱気な声を上げる舎弟を、ゴゾーは思わず怒鳴りつけそうになったが、彼らの言うことも正しかった。

			　腕っぷしには多少の自信があるが、ダンジョンを攻略するとなれば、荷が重いでは済まないほどに、実力が足りない。

			　一瞬、欲に目が眩(くら)んだが、彼は勝ち目のない賭けに手を出すほどに無(む)謀(ぼう)なわけでも金に困っているわけでもなかった。

			　このチャンスをものにできないのは残念だが、さっさと引き返して依頼を完了させるべきだろう。

			　ダンジョンコアは手に入らないが、２体の妖精を手に入れることはできた。

			　ダンジョンを発見したとなれば、依頼の報(ほう)酬(しゆう)も上乗せされるだろう。

			　こうもすんなり終わった調査依頼が、ここまでの大金に化けたのだから十分だ――そう自分に言い聞かせて引き返そうとしたが、大穴に背を向けて一歩踏み出したその足が止まる。

			「アニキ？　どうしやした？」

			　足を止め、何事かを考え始めた様子のゴゾーを見て、サブが訝(いぶか)しげな声を上げた。

			　そんな彼の声も耳に入らない様子で、顎(あご)に手を当て思案していたゴゾーは、やがて勢いよく顔を上げると、彼の舎弟たちへと振り返った。

			「やっぱりこのまま引き返すのはなしだ！　街に戻る前に、このダンジョンを潰していくぞ！」

			「あ、兄貴!?　でも俺たちじゃあ――」

			「バカヤロウ！　そいつは昔からあるダンジョンの話だろうが！　ダンジョンってのは時間をかけて成長するって話だ。つまりこのダンジョンは、生まれたての赤ン坊みたいなもんなんだよ。俺様にかかれば、こんなダンジョンの１つや２つ朝飯前よ！」

			「そ、そうなんですかい？」

			「アリどもが見つかったのはつい最近、それもあんな雑(ざ)魚(こ)だったじゃねえか！　こりゃあ、俺たちにもツキが回ってきたのかもしれねえな」

			「た、確かに。アニキの言う通りだ！」

			　彼らの脳裏に浮かんだのは、道中に現れたソルジャーアントの姿だった。

			　あっけなく倒すことができたあのモンスターが相手ならば、彼らにも十分な勝ち目はあった。

			「おうよ！　さあお前ら、ビビってねえで行くぞ！　ダンジョンコアを見つけりゃ俺たちは億万長者だ！」

			「「へい！　アニキ！」」

			　ゴゾーを先頭に、彼らは大穴の中へと降りていく。

			　穴に入ったところで明かりをつけるために、トットが松(たい)明(まつ)を取り出そうとしたが、前を進むゴゾーはそれを手で制した。

			　どういう理由かは不明だが、光源のないはずの穴の中だというのに、辺りはそこまで暗くない。

			　さすがに外ほどではないが、松(たい)明(まつ)を使わなくても視界は確保できそうなのだ。

			　松明で片手がふさがるよりも、両手を開けておいた方が戦いやすい。

			　そう判断して彼らは松明を使わずに先に進む。

			　暗いはずの地面の下なのに、明かりが必要ない。その不思議な光景も、ここがダンジョンであるということに説得力を持たせる。

			　薄暗い穴の中を進む彼らの胸の内に、この先に待つだろう宝への期待が高まっていく。

			「だ、ダメだよぉ。死んじゃうよぉ……」

			「引き返すなら、今のうちです……」

			　近づく危険を察知して、目に涙を浮かべた妖精たちが警告をするも、もはやその言葉が彼らに届くことはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ダンジョンの中をしばらく進む一行は、曲がりくねった通路から、大きな空間へとたどり着いた。

			　部屋の中で待ち構えるのは、ソルジャーアントよりもひと回り大きなウォーリアーアントが１体と、それを囲むように並ぶソルジャーアントが３体。

			「おい、俺がデカいのともう１体を始末する。お前らは１体ずつ仕留めろ」

			「へ、へい」

			「任せてください、アニキ！」

			　サブとトットの返事を聞くと同時に、通路から飛び出すゴゾー。その後ろを、２人が続く。

			　ソルジャーアントたちの間を駆け抜け、ひと息に近づくゴゾーへと、ウォーリアーアントが巨大な顎(あご)で噛みつく。

			　しかし、十分な余裕を持ってそれを回避したゴゾーは、その脇を駆け抜けながら、剥(む)き出しの腹部へと剣を振るう。

			　ウォーリアーアントを切りつけた隙を狙い、彼の背後にいたソルジャーアントが襲い掛かる。

			　だが、ステップを踏むように横に回避され、空を切った大顎を打ち鳴らすだけに終わった。

			　隙だらけのソルジャーアントを切り倒し、ウォーリアーアントを見据えるゴゾー。

			　威(い)嚇(かく)するように大顎を打ち鳴らし、彼を近づけまいとするウォーリアーアントだったが、腹部に負った傷からは滝のように体液が流れ出ていた。

			　動きの鈍ったウォーリアーアントを難なく倒したゴゾーが、背後の２人を振り返る。

			　どうやら、ゴゾーがウォーリアーアントを倒してすぐに、どちらもソルジャーアントを倒すことに成功したようだ。

			「ハ、ハハハ、なんだ、ダンジョンっていっても大したこたあねえや！」

			「だろ？　この程度なら何度出てきたって余裕だぜ。さあ先に進むぞ！　お宝が俺様を待ってるんだ！」

			「あ、待ってくだせえ、アニキ！」

			　ダンジョンの初戦を難なく終え、勢いに乗ったゴゾーたちは足取りも軽く先へと進む。

			　ぐねぐねと延びる通路を越え、その途中にある小部屋を守るジャイアントアントたちを倒しながらも、怪(け)我(が)一つすることさえなく快進撃を続ける彼らは、大事なことを忘れていた。

			　彼らが『雑(ざ)魚(こ)』と称したジャイアントアントたちは、その数こそが最も危険なモンスターであり、そして――彼らのいる場所が、無限にモンスターを生み出すダンジョンだということを。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　遥か奥へと続く通路の先を見て、ゴゾーがため息を漏(も)らす。

			「やれやれ、しっかし、ダンジョンってのは長げえんだな。まだ奥につかねえのか？」

			「そうですねえ……さっさと終わらせて帰りたいもんですね、兄貴」

			「まったくだ。出来立てのダンジョンだってのによ、あとどれくらい進めばお宝にありつけるやら……」

			　もう数時間は奥へ奥へと進み続けただろう。

			　いつまでも終わりの見えないダンジョンに、彼らはいらだちを隠せないでいた。

			　鞄(かばん)の中には十分な量の水と、携帯用の保存食が入っているため、数日程度ならばダンジョンに潜り続けていても問題はない。

			　だが、どこまでも土の壁と天井が続くダンジョンの光景に、すでに彼らは飽き飽きしていた。

			　それでも、その先に莫大な価値を持つ宝が待っているとなれば、先に進む以外にない。

			　ゴゾーは気合を入れなおすと、通路の先へと足を進める。

			　そして――もう何度目かも分からない大部屋にたどり着いた時、今までとは違う雰囲気に気が付いたサブが声を上げた。

			「ア、アニキ！　あれを見てくだせえ。アリどもが並んでますぜ！」

			　彼が指さす先には、今までのようにバラバラに集まる群れではなく、まるで訓練された兵士のようにジャイアントアントたちが整列している。
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			　その数は、先ほどまでの群れとは比べ物にならないほど多い。

			　まるで行進するかのように、彼らの方向へと進むそれを見たゴゾーが焦(あせ)ったような声を上げて踵(きびす)を返す。

			「おい！　いったん退却だ！　あれはやべえぞ！　数が多すぎる！」

			「あ、兄貴！　後ろからもアリどもが来てます！」

			「なんだと！」

			　慌てて逃げ出そうとした彼らの視界に、反対側からやって来るジャイアントアントの群れが映る。

			　盾のような頭を隙間なく並べるシールドアントたちを先頭にしたその群れは、彼らの逃げ道を塞ぐようにじりじりと距離を詰め始めている。

			「くそっ！　挟(はさ)み撃ちのつもりか！」

			「も、もうお終いだあ！」

			「バカヤロウ！　うろたえるんじゃねえ！」

			　情けない声を上げるサブに活を入れたゴゾーだったが、その顔には焦(あせ)りの色がありありと浮かんでいた。

			　前後を挟まれ、完全に囲まれた。

			　もしも、この数のジャイアントアントと乱戦になってしまえばひとたまりもない。

			「お前ら！　俺様が前にいるアリどもを足止めする。その間にお前らで後ろのアリどもを何とかしろ！」

			「で、でもアニキ……」

			「でももクソもねえ！　このままだとお陀(だ)仏(ぶつ)だぞ！　死にたくなけりゃ気合を入れろ！」

			「「へ、へい！」」

			　ジャイアントアントは着々とその距離を詰めている。

			　彼らに、悠長に策を考える時間は残されていなかった。

			　舎弟たちを怒鳴りつけて前を向いたゴゾーの頬に冷や汗が流れる。

			　目の前にいるジャイアントアントの群れは20を下らないだろう。

			　さすがにあの数を１人で倒すのは無理だが、時間を稼ぐことくらいはできる。

			「ちくしょう！　こうなりゃやけだ！」

			「こんなところで死んでたまるか！」

			　背後から、２人の声が聞こえる。どうやら彼らも覚悟を決めたようだ。

			　乱戦の中、妖精に攻撃が当たってしまってはまずい。

			　ゴゾーはベルトにつけていた２つの革袋を壁際に放ると、正面から迫るウォーリアーアントとの距離を詰めた。

			　今までの戦いと同じように、噛みつきを避けた隙に腹を攻撃しようとするゴゾーだが、仲間の攻撃の隙を塞ぐように、後ろに控えたジャイアントアントたちが大(おお)顎(あご)を打ち鳴らす。

			　他のジャイアントアントたちが控えている中に飛び込むわけにもいかず、代わりに正面に見える頭を切りつけた彼だったが、その分厚い甲(こう)殻(かく)にわずかな傷がついただけだった。

			　お返しとばかりに迫る噛みつきをいなしたが、有効打を与えることもできず、ゴゾーは防戦一方に追い込まれてしまう。

			　じりじりと押され始めるなか、なんとかタイミングをみて背後を窺(うかが)うゴゾーだが、後ろの２人も苦戦しているようだった。

			「おい！　まだそっちのアリは倒せねえのか！　このままじゃあジリ貧だぞ！」

			「へ、へい！　もう少しで何とかし――ゲブッ」

			「おい？　おいどうした！　返事をしろ、トット！」

			　不自然に切れた彼の言葉に、ゴゾーがひときわ大きな声を上げるが、返って来たのはトットではなく、サブの震えるような声だった。

			「あ、アニキ……ト、トットが――」

			「トットはどうした！　はっきりしろ！」

			「上から、上からアリが――」

			　いまいち要領を得ない、つぶやくようなそれに業を煮やしたゴゾーが、目の前のウォーリアーアントを強引に跳ね除けその隙に、ちらりと背後を確認する。

			　そこには、血を流し倒れるトットと、その背中に鋭い顎(あご)を突き立てる小柄な黒い影。そして、それを見て狼狽(うろた)えるサブの姿があった。

			　正面のシールドアントに気を取られすぎた彼らは、頭上から音もなく忍び寄るキラーアントの存在に気が付かなかった。

			　そして、頭上から落下したキラーアントに襲われたトットは、それを振り払うことすらできないまま、自らの流した血だまりに沈んだ。

			　助けに行きたいが、目の前の敵を放っておくわけにもいかない。

			　そもそも――あの出血ではもう助からない。

			　ゴゾーは歯を食いしばり目の前のウォーリアーアントを睨(にら)みつける。

			「うわあああ！　ちくしょう、よくもトットを！」

			「バカ！　やめろ、サブ！」

			　血迷ったようなサブの声に、慌てて制止をかけるゴゾーだったが、仲間の死を見て恐怖に取り付かれた彼の耳に、その声は届かなかった。

			　やみくもに武器を振り回し、ジャイアントアントの群れに飛び込んだサブ。

			　１体のシールドアントを切り倒した彼だったが、その周囲を囲むジャイアントアントたちが生まれた隙を逃さずに群がる。

			「ぎゃあああぁ！」

			「くそっ！　だからやめろと言っただろうが！」

			　切り裂くような断末魔の声を響かせ、群がるジャイアントアントたちの中へと消えたサブ。

			　トットは血だまりに沈み、サブもジャイアントアントの群れに飲み込まれていった。

			「ちくしょうがあ！」

			　残ったのは吐き捨てるように叫んだゴゾーただ１人。

			　それに対して、ジャイアントアントたちは、トットたちと戦っていたシールドアントたちがわずかに数を減らしたものの、未だに十分な戦力を残していた。

			　どうしてこんなことになったのか。

			　欲をかきすぎたのがいけなかったのか。

			　こんなことになるなら、妖精だけで満足しておけば――

			　もはや覆(くつがえ)せない状況に追い込まれ、ゴゾーの心に影が差し始める。

			「……いや、まだだ。まだ俺はやられてねえ！　こんなところでアリのエサになんてなってたまるか！」

			　ギラギラとした目で叫んだゴゾーは、壁際に放った革袋を確認する。

			　革袋の中の妖精たちは、恐ろしい光景を目の前で見たせいか気絶しているようだが、どうやら無傷のようだった。

			　トットとサブが死んだのは痛いが、あの妖精２体さえいればやり直すことだってできる――そう考えたゴゾーは、行動に移るタイミングをじっと窺(うかが)う。

			「オラァ！」

			「ギィッ!?」

			　正面から挑みかかってきたウォーリアーアントの頭に振りかぶった剣を叩きつけ、ウォーリアーアントが怯(ひる)んだその瞬間に駆け出すゴゾー。

			　追撃するジャイアントアントたちの攻撃を転がるように掻(か)い潜り、妖精の入った革袋へと手を伸ばす。

			「ぐぅっ！」

			　革袋へと届きかけたゴゾーの腕に、焼けるような激痛が走る。

			　ゴゾーは慌てて腕を庇(かば)ったが、ガンナーアントに酸を浴びせかけられた腕は、満足に動かすことすらできそうになかった。

			　腕の痛みに動きを止めたゴゾーへと、ジャイアントアントたちが殺到する。

			　地面を転がるようにして、最初の噛みつきを避けたが、そこまでだった。

			　転がった先で待ち構えていたウォーリアーアントの大(おお)顎(あご)が、ゴゾーを挟(はさ)みこもうと迫る。

			　彼が最期に見たものは、一生遊んでも使いきれない莫大な財宝でも、そびえ立つような豪(ごう)邸(てい)でもなく、無機質に彼を見つめる複眼と、土で覆(おお)われた洞(どう)窟(くつ)の天井だった。

		

	
		
			　

			二章　妖精との出会い

			　

			　侵入者とジャイアントアントたちの戦いの結果を確認して、胸をなでおろす。

			　思ったよりも緊張していたようで、手にはじっとりと汗をかいていた。

			　初陣はうまくいき、３人目の冒険者を倒すことができた。

			　途中までは順調に進んでいた彼らだが、コマンダーアントが率いるアントたちの群れには敵わなかったようだ。

			　ソルジャーアントとウォーリアーアントが何体かやられたが、被害としては軽微なものだ。

			　初めての侵入者との戦いとしては上々の結果だろう。

			　冒険者たちの死体をダンジョンコアに吸収させようとしたところで、モニターの向こうで何かが動いていることに気が付く。

			　そこにいたのは、アントたちに囲まれ、じたばたともがく小人のような生き物だった。

			　何か叫んでいるようなので、その場に残っていたアントのうちの１体の視界と聴覚をモニターにリンクさせると、悲鳴のような叫び声がモニター越しに流れ始める。

			「いやー！　食べないでー！」

			「私たちを食べても、お、お腹は膨(ふく)れませんよ……」

			　ひもで結ばれた革袋から頭だけを出して叫んでいる、小さな少女たち。

			　涙目になりながらも、なんとか抜け出そうと必死になってじたばたともがいている。
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			「誰かー！　誰か助けてー！」

			　敵対する者は攻撃するように命令されているアントたちも、戦う意思も見せずにただ泣きじゃくるだけの相手に、どうしたものかと困惑したように見つめている。

			　どうやら敵ではないようだ。

			　このまま見ているのもちょっとかわいそうなので、アントたちにこちらまで連れてくるように伝える。

			「やだー！　アタシおいしくないよー！」

			「ぐすっ……私たち死んじゃうのかな……」

			　アントが近づくと、小人はさらに必死になってもがき始めた。

			「あわ、あわわわわ！」

			「ふえええぇぇ！」

			　そのまま少女たちは、アントたちに連行されていく。

			　ワーカーアントの顎(あご)に挟(はさ)まれた小人は、なんとか抜け出そうとしていたが、逃げられないと悟ったのか、しくしくと泣き出してしまった。

			「ひぐっ……ぐすっ……アタシ悪いことしてないのに……」

			「ぐすんっ……このままモンスターに食べられちゃうんだ……ひっぐ……」

			　ワーカーアントに運ばれている間、小人たちはひたすら泣き続け、コアルームに連れてこられる頃には泣き疲れたようで眠ってしまっていた。

			　ワーカーアントは小人たちを地面に置くと、そのままダンジョンへと戻っていった。

			「ぐー、ぐー、すぴー」

			「すぅ……」

			　小人らしきものは縛(しば)られたまますやすやと寝ている。

			　目元が赤くはれてはいるが、とても幸せそうな顔だ。

			　ここまで幸せそうに眠る彼女たちを起こすのはかわいそうな気もするが、このまま放っておくわけにもいかない。

			　彼女たちを優しくつついて起こしてみる。

			「うーん、むにゃむにゃ……はれ？　アタシ確かモンスターに食べられそうになって――」

			「フィーネちゃん？　私たち、助かったのかな――」

			「えーっと、起きたかな」

			「「ひゃう!?」」

			　どうやら驚かせてしまったようだ。

			　彼女たちは弾かれたようにこちらへ顔を向けると、途端に涙目になってぷるぷる震えだす。

			「に、人間？　それともモンスター？」

			「わ、私を食べても美味(おいし)しくないです……」

			　ふむ、どうやら突然現れたこちらを怖がっているようだ。

			　まあ、アントたちに運ばれ、目を覚ましたら知らない場所にいたのだから無理もないだろう。

			　モンスターという言葉に若(じやつ)干(かん)傷つきつつも、彼女たちを安心させるためにできるだけ優しく声をかける。

			「大丈夫、食べないよ」

			「本当？　本当に食べない？」

			　そう言って可愛(かわい)らしく首をかしげながら尋ねたのは、金色の髪の妖精。

			　透き通るような青い瞳(ひとみ)が、まるで俺の考えを探るかのようにじっとこちらを見つめる。

			「ああ、本当に食べないよ」

			「ほ、本当の本当に食べないですか？」

			　恐る恐る、といった様子の震える声で尋ねるのは、水色の髪の妖精。

			　紫水晶のような紫がかった瞳に涙を溜めながらも、隣の少女と共にこちらを見つめている。

			　涙目でぷるぷる震えながら、こちらを見上げてくる小人たちを見ていると、久しぶりの会話ということもあって、いたずらをしてみたくなってきた。

			　ちょっとだけ脅(おど)かしてみようか――

			「じゃあ食べようかな」

			「「びえー!?」」

			　冗談を言ってみたら、また泣き出してしまった。

			　さすがにあんな体験をした後では、刺激が強すぎたようだ。

			「ごめんごめん、冗談だ。食べないから」

			「ふえ……ぐすんっ……」

			　彼女たちを慰(なぐさ)めると、まずは金色の髪の少女の袋を縛(しば)っている紐(ひも)をほどいて、革袋の中から出してやる。

			　彼女が外に出てまず目についたのは、エメラルドグリーンの蝶のような見た目の４枚の透き通った羽。

			　頭の天(てつ)辺(ぺん)には、まるで触覚のようにぴょこんと跳ねたくせっ毛が伸びている。

			　それはまるで――

			「……虫？」

			「むっ！　アタシは虫じゃないよ！　あなた、妖精も知らないの？」

			　ふむ、どうやらこの小人は虫ではなく妖精らしい。

			　さすがファンタジーな世界、妖精がいるとは。

			「へえ、妖精だったのか。初めて見たよ」

			「ふふーん！　妖精は珍しいからね！」

			「あの、そろそろ私も出してくれませんか……？」

			　誇(ほこ)らしげに胸を張る少女の姿を眺めていると、その下からおずおずとした声が聞こえた。

			　革袋の中からこちらを見上げる、水色の髪の少女を外に出してやる。

			　彼女は調子を確かめるように軽く羽を震わせると、ふわりと浮かびあがった。

			　エメラルドグリーンの羽を持つ先ほどの少女とは違い、透き通った水色の羽を持つ彼女は、こちらの正面へとやって来ると、可愛(かわい)らしい小さな頭をぺこりと下げる。

			「助けてくれてありがとうございました」

			「アタシも助けてくれてありがとね！」

			「ああ、どういたしまして」

			　妖精たちは、こちらをじっと見つめた後、お互いに顔を向き合わせて何事かを小声で相談している。

			　そのうちに話がまとまったらしく、お互いに頷くとこちらへと顔を向けた。

			「アタシの名前はフィリオーネ！」

			「わ、私はリリオーネと申します」

			「あなたの名前は？」

			　どうやら警戒を解いたようだ。

			　名前を尋ねる彼女たちに、どう答えたものかと迷ってしまう。

			　名前……あれから何度か記憶を思い出そうとしたが、結局何一つ思い出すことはできなかった。

			　おそらく、ここへやって来た時に消されるか封印されたのだろう。

			　仕方がないので、名前がないことを正直に話すとしよう。

			「俺はこのダンジョンでダンジョンマスターをやっている。名前は――ないんだ」

			「お名前、ないんですか？」

			「じゃあ、アタシが名前を考えてあげる！」

			　そう言うと、フィリオーネがうんうんと唸(うな)り始めた。

			「うーん、うーん……そうだ！　ダンジョンマスターだからダンって言うのはどう？　いい名前でしょ！」

			「フィーネちゃん。それは――」

			　ダン……ダンか。

			　いささか単純ではあるが、悪くはない。

			　改めて俺はフィリオーネたちに自己紹介をする。

			「ダンか、悪くないな……ありがとう、フィリオーネ。俺はダンだ、初めまして」

			「うん！　よろしくね、ダン！　あっ、それとフィーネでいいよ！」

			「わ、私も！　リリーネって呼んでください！」

			「ああ、よろしくな。フィーネ、リリーネ」

			　フィーネとリリーネはにこやかに笑うと、俺の周りを飛び回る。

			　さて、ここで気になっていたことを聞いてしまうとしよう。

			「それで、どうしてあんな奴らに捕まっていたんだ？」

			「そうだった！　ダン、助けてくれてありがとね！　それでね――」

			　フィーネとそれを補足するリリーネの話を要約するとこうだ。

			　フィーネはダンジョンの外に見える、あの大きな木がある森の中で他の妖精と一緒に暮らしていたらしい。

			　ある日、フィーネはハチミツが入った壺を発見する。

			　こっそり味見をするつもりが、普段以上にとろけるような甘さのハチミツだったらしく、彼女は壺の中のハチミツを食べつくしてしまった。

			　そこまでならば、妖精の里ではよくあるようないたずらに過ぎなかった。

			　だが――運が悪いことに、そのハチミツは妖精の女王に献上するためのものだったのだ。

			　彼女は怒った女王に、妖精の里から追い出されてしまった。

			　リリーネはそんな彼女が心配で一緒についていったそうだ。

			　行く当てもなく、ふらふらと森を彷徨(さまよ)っていた彼女たちは、途中で泉を見つけて休憩することにした。

			　泉で休憩するうちにいつしかうとうとと眠ってしまい、気が付くとさっきの男たちに捕まってしまっていたとのことである。

			　そしてその男たちがダンジョンを見つけて、今に至るわけだ。

			「うーん、それはフィーネの自業自得なんじゃないか？」

			「確かに、フィーネちゃんが悪いです」

			「ひっどーい！　確かにアタシが悪いんだけど……」

			　ハチミツを勝手に食べてしまっただけで彼女を里から追放した女王も女王だが、一番の元凶はやはりフィーネだろう。

			　それからの顛(てん)末(まつ)には同情するが、彼女がハチミツをこっそり食べなければそもそもこんな事態にはならなかったはずである。

			　フィーネもそれは理解しているようで、しょんぼりと肩を落としてしまった。

			「で、でもフィーネちゃんはとってもいい子なんですよ！　いっつも私と遊んでくれますし、それに――」

			「ふふーん！　リリーネは一番の友達だからね！　当然だよ！」

			　慌ててリリーネが彼女をフォローすると、すぐに気を取り直したようでフィーネは上機嫌に胸を張った。

			　ここまでのやり取りでなんとなくではあるが、フィーネはどこか抜けたところがあるが元気が良く、対してリリーネはやや臆病だがしっかりものという印象を感じた。

			　仲もとても良いようで、少しだけ羨ましく感じてしまう。

			「それで、フィーネたちはこれからどうするんだ？」

			「うーん、どうしようかな……里には帰れないし、かといって行く当てもないし」

			「このまま彷徨(さまよ)っても、また捕まるかモンスターに食べられるだけです……」

			　フィーネはまたもやうんうんと唸(うな)りだし、リリーネはその表情を曇らせる。

			　ふむ、ダンジョンマスターになって２ヶ月と少し、話せるような相手も皆無で、だんだんと人恋しくなってきている。

			　こうしてフィーネたちと出会ったのも何かの縁だろう。

			　もし、彼女たちさえよければ、ここに住んでもらうのもいいかもしれない。

			「あー、フィーネとリリーネがいいなら、ここに住んでもいいんだけど――」

			「本当!?　じゃあここに住む！　やったー！　ありがと、ダン！」

			「あの、お世話になります。ダンさん、ありがとうございます」

			　即答であった。

			　どうやらここに住むことに反対はないようで、フィーネはリリーネの手を取ると、上機嫌になってくるくると回っている。

			　そう言えば妖精は何を食べるのだろうか。

			　ここには食(しよく)糧(りよう)になりそうなものが何もない。ショップで買えるようなものだといいのだが。

			「なあリリーネ、妖精は何を食べるんだ？」

			「えっと、空気中にマナがあれば何も食べなくても大丈夫です。妖精はそれだけで生きていけます」

			「あっ！　でも甘いものは食べたい！」

			「フィーネちゃん!?　ダメだよ、そんな贅(ぜい)沢(たく)なこと――」

			　ふむ、どうやら食糧に関しても問題はなさそうである。

			　ダンジョンの中ならマナも豊富であるし、甘いものもショップを探せばいろいろあるだろう。

			　リリーネは遠慮しているが、彼女たちが食べるくらいならさほど量も必要はないはずだ。

			「ダン！　お礼に何か手伝ってあげる！」

			「わ、私も頑張ります！」

			　フィーネがにこやかな笑顔で手を上げる。

			　どうやら助けたお礼をしてくれるらしい。

			　さて、一見頼りないほどに小さな彼女たちだが、妖精には何ができるのだろうか。

			「ありがとうフィーネ、リリーネ。例えばどんなことができるんだ？」

			「アタシはいろんな魔法が使えるんだから！　すごいでしょ！」

			「私も、ちょっとだけですけど魔法が使えます」

			　なんと彼女たちは魔法が使えるらしい。

			　以前見た少女たちや、あの３人組は魔法を使わなかったので、初めて魔法を見ることができそうだ。

			「へえ、すごいじゃないか！　どんな魔法が使えるんだ？」

			「ふふーん！　見てなさい！　えいっ！」

			　フィーネが両手をこちらに向けると、そよ風が吹いてくる。

			　確かに魔法ではある。魔法なのだが――

			　どうだとばかりに胸を張るフィーネだが、残念ながらあまり役に立ちそうな魔法ではない。

			　暑い日には使えそうだが、ダンジョン内は外の環境とは隔離されているため、いつも温度は一定なのだ。

			「確かにすごいけど、ダンジョン運営の役にはあんまり立たないかな……」

			「じゃあ、次は私です……えいっ！」

			　今度はリリーネの番のようだ。

			　フィーネと同じく両手をかざした彼女の前に、小さな水の玉が生まれる。

			　水の玉は彼女の指示に従って滑らかに空中を動き、そして地面にぶつかった。

			　こちらも確かに魔法なのだが、水の玉はリリーネの手のひら程度の大きさしかないため、彼女たちの飲み水を作るのが精いっぱいだろう。

			「これもちょっと――」

			「あう……ごめんなさい……」

			「ぐぬぬ……じゃあ、これよ！」

			　そう言うと、フィーネの姿がすうっと消えた。

			「ふふーん！　これならどうよ！」

			　フィーネが消えた場所から声が聞こえるが、そこには何も見えない。

			　試しにゆっくりと手を伸ばすと、指先に彼女の手らしきものが触れる。どうやら今度は透明になれる魔法のようだ。

			　確かにすごい魔法である。これならば偵(てい)察(さつ)などに役立つだろう。

			　しかし、侵入者がダンジョンの中にいれば、ダンジョンコアを通じて相手を確認できる。

			　ダンジョン外でもモンスターを通じて確認できるので、わざわざフィーネに行ってもらう必要もないだろう。

			　そもそも、戦闘能力が皆無な彼女たちを侵入者の近くへと向かわせるのは、さすがに危険が多すぎる。

			「これもすごいけど……」

			「うぅ、これもダメなの。他には……そうだ！　妖精は、相手の――」

			「フィーネちゃん！」

			「あっ……」

			　何かを言おうとしたフィーネの言葉を、慌てた様子のリリーネの声が遮(さえぎ)る。

			「えっと、その、なんでもない！」

			「あの――」

			「気にしなくていいさ。こっちだって隠し事の１つや２つある」

			「はい……ごめんなさい」

			　何を言おうとしたのかは分からないが、彼女たちの様子を見る限り、聞かない方がいいのだろう。

			　リリーネどころか、フィーネまでもが俯(うつむ)くその姿を見て、そう判断する。

			　まだ出会って１日すらもたっていないのだ、そんな相手にすべてを教える必要もない。

			「他には――そうだ！　妖精の祝福をかけられるわ！」

			「妖精の祝福？」

			　途切れてしまった会話を、フィーネの明るい声が繋ぐ。

			　妖精の祝福、その言葉をリリーネが補足する。

			「妖精の祝福はですね――」

			　彼女の話によると、妖精の祝福というのは妖精の間に伝わる秘術だそうだ。

			　対象の運気を上げ、邪悪なものから身を守ってくれるらしい。

			　妖精はこれを気に入った相手に、生涯で１度だけかけることができるらしい。

			「それはすごいけど、そんな大事なものを出会ったばかりの俺にかけちゃっていいのか？」

			「もちろん！　だってダンは友達じゃない！」

			「ダンさん、きっといい人ですから――」

			　どうやら、いつの間にか友達にまでグレードアップしていたようだ。

			　彼女たちには問題がないようなので、さっそく妖精の祝福をかけてもらうことにする。

			「じゃあいくよ！　……えいっ！」

			「いきます。えいっ！」

			「おお!?」

			　目の前へとやってきたフィーネとリリーネの羽が輝いたかと思うと、俺の周りにキラキラとした緑と青の光が舞い始める。

			　ぽかぽかと温かい光は、しばらく辺りをふわふわと舞ったあと、俺の中へと吸い込まれていった。

			「これでおっけーよ！」

			「どこかおかしなところはないですか？」

			「ああ、なんだかさっきよりも調子がいいくらいだな」

			　祝福は成功したようで、なんだか頭が軽くなったような気がする。

			「２人ともありがとうな」

			「ふふん！　どういたしまして！」

			「えへへ、ちゃんとできたみたいで良かったです」

			　お礼を言われた彼女たちは笑みを浮かべた。

			　こちらも何かお返しをしたいところだが、何がいいだろうか。

			　そういえばさっき甘いものが欲しいと言っていたな――

			　モニターを呼び出してショップのリストを見ていくと、いいものを見つけた。

			　さっそく、10ほどのＤＰを消費してそれを呼び出す。

			　瓶に詰められたそれを２枚取り出し、不思議なものを見るように目をぱちくりとさせていた彼女たちに渡してやる。

			「よし、お礼に２人にこれをあげよう」

			　両手を伸ばして受け取った２人は、ほんのりと甘い香りを漂わせるそれを抱えてきょとんとした顔をしていた。

			「ねえねえ、ダン、これなあに？」

			「それはクッキーっていうんだ。試しに少し食べてみな」

			「クッキー、ですか？　初めて見ました」

			「ふーん、はむっ……ふあ!?　ダン！　これすごい！　すっごくおいしいよ！」

			「……はむっ、ふわぁ！　とってもおいしいです！」

			　クッキーを小さくかじった彼女たちは、たちまち花の咲いたような笑顔になり、すごい、すごいと連呼している。
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			　クッキーを見たことがなかったようなので、少しだけ不安になったが、どうやらお気に召したようで何よりである。

			　リスのように頬を膨らませてクッキーをほおばるフィーネの姿は可愛(かわい)らしいが、喉に詰まらせたりしないだろうか――

			「そんなに急いで詰め込むと、喉を詰まらせるぞ」

			「らいじょうぶらよ――むぐっ!?」

			「フィーネちゃん!?」

			　案の定、クッキーをのどに詰まらせたフィーネのもとへと、慌ててリリーネが向かい、魔法で小さな水の玉を作りだす。

			　それをフィーネに飲ませると、クッキーは無事に喉を通ったようだ。

			「けほけほっ、あ、危なかったよ……」

			「もう！　ちゃんと気をつけてね」

			「まだいっぱいあるからな、慌てずに食べるといい」

			　そう言ってクッキーがたっぷり詰まった瓶を見せてやると、フィーネは顔をぱあっと輝かせる。

			「わーい！　ダン、大好き！」

			「もう、あんまり甘やかしちゃダメですよ」

			　フィーネはひときしり俺の周りを飛び回ると、頭の上に座り込んでクッキーをかじり始める。

			　フィーネは俺の頭にぽろぽろと砂糖の欠片(かけら)をこぼしながらも、一心不乱にクッキーを堪能していた。

			　リリーネはぷりぷりと怒っていたが、すぐに自分のクッキーを幸せそうな顔でかじり始めた。

			「ふわあ、こんなにおいしいもの、妖精の里でも食べたことないよ！」

			「人間のお菓子ってすごいですね！」

			　２人とも、こちらのお礼が気に入ったようで何よりである。

			　

			　クッキーを食べ終わると、緊張感が解けたことも手伝ったのか、２人ともその場ですやすやと眠ってしまった。２人を自分が使っているベッドに寝かせてやる。

			　手持ち無(ぶ)沙(さ)汰(た)になったことで、一気に疲れが襲ってきた。初めて侵入者に相対したことで、知らず知らずのうちに俺も無理をしていたのだろう。

			　気分転換もかねて、温泉へと向かう。

			　服を脱いで温泉に浸かると、長いため息を吐いた。

			「ふう――初めての侵入者だったが、うまく倒せたな」

			　ダンジョンが解放されてから、何度か人を見かけることはあったが、戦ったのはこれが初めてであった。

			　多少の犠牲は出たが、初戦としては上々といったところだろう。

			「しかし、これからもっと強い奴らが来るかもしれないな」

			　あの３人組は、コマンダーアントが率いるアントたちで十分対応することができた。

			　しかし、見たところあの３人組は全員剣士で、魔法などの攻撃手段を持っていなかった。

			　これからは、魔法を使ってくる敵や、さらに腕の立つ人間が来るだろう。

			　もしかしたら人間以外のモンスターが攻めてくる可能性だってあるかもしれない。

			　これからのダンジョンについて考えていると、コアルームのベッドで寝ていたはずのフィーネたちの声が聞こえた。

			「ダン、こんなところで何をしてるの？　水浴び？」

			「ダンさん、どこですか？」

			「うお!?」

			　脱衣所に続く扉を見れば、フィーネがこちらへと向かってきていた。

			「今はお風呂に入ってるから来ちゃダメだ！」

			「ふえ？　なんで？　あっ！　ダン、この泉すごいよ！　お水が温かい！」

			「あっ、ほんとですね！　こんな泉見たことがないです！」

			　小さな妖精といえど、見た目は少女である。

			　慌ててフィーネたちを止めるのだが、こちらを気にする様子もなく、彼女たちは無邪気に温泉を見て騒いでいる。

			「わーい！」

			「あっ、フィーネちゃん！　待ってください！」

			　フィーネは、しばらく温泉の上を興味深そうに飛び回ったり、手を浸してみたりしていたが、そのうち温泉に入り、パシャパシャと泳ぎだした。

			　彼女を止めるかと思ったリリーネも、それに続く形でぷかぷかと温泉に浮かんで遊びだした。

			　無邪気にはしゃぐフィーネたちを見ているうちに、慌てていたのが馬鹿らしくなってしまった。

			「これは温泉といってだな……それとフィーネ、温泉で泳ぐんじゃない！」

			「ぶー！　ダンのけちんぼ！」

			　注意されたフィーネは不満そうであったが、泳ぐのをやめ、リリーネの隣でぷかぷかと浮き始めた。

			　温泉くらいゆっくり浸かりたいものだが、気持ちよさそうに温泉を堪能する彼女たちを見ていると、こういうのも悪くはないかもしれない。

			　そんなことを考えてお湯に浸かりなおしたところ、突然顔にお湯がかかる。

			「わぷっ!?」

			「へへーん！　けちんぼなダンはこうしてやる！」

			「フィーネちゃん！　あの、ごめんなさい……」

			　どうやらお湯をかけてきたのはフィーネだったようだ。

			　小さな体を使い、こちらに向けてバシャバシャとお湯を飛ばしている。

			「どうだ！　まいったか！」

			「やったな――くらえ！」

			「ひゃー！」

			　こちらもお湯を掬(すく)うと、フィーネに向かって思い切りかけてやる。

			　彼女からすれば津波のような勢いのお湯をかぶったフィーネだったが、楽しそうに笑うと、負けじとこちらにお湯をかけてくる。

			　あくまであちらは抵抗するつもりのようだ。

			　ならば、こちらも全力で相手をせねばなるまい。

			「じゃ、じゃあ、私も！」

			「リリーネ！　一緒にダンをやっつけよう！」

			「よし、リリーネがこっちについてくれたら、クッキーを５枚進呈しよう」

			「え、えっと――」

			「あっ！　ずるいよ、ダン！」

			　おろおろとその様子を見ていたリリーネだったが、楽しそうに遊ぶこちらを見ると、彼女も参加し始めた。

			「それそれ！」

			「えいっ！」

			「ひゃー！　……ゲホゲホッ……ちょ、ダン！　リリーネ！　ちょっとま……わぶっ!?」

			　集中砲火を浴びるフィーネの悲鳴を聞きながら、しばらくの間リリーネと一緒にお湯をかけ続けてやった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ねーねーダン！　今度は何するの？」

			「ちょ、ちょっとのぼせたから休憩……」

			　あの後調子に乗って、フィーネにお湯をかけ続けていたら怒られてしまった。

			　そして、ぽかぽかと頭を叩いたり、髪の毛を引っ張るフィーネをなだめているうちにのぼせてしまった。

			　ちなみに、温泉から上がってもフィーネはまだぷんすかと怒っていたが、お詫びにクッキーを５枚進呈したところ、たちまち上機嫌になったようだ。

			　今は頭の上でクッキーをかじりながらご満悦である。

			　さて、少し休んで体調も元に戻ったことだし、ダンジョンの強化を開始しよう。

			「さて、じゃあ今日は３階層を追加しようか」

			「おー！」

			「お、おー！」

			　フィーネとリリーネの声を聞きながら、メニューを開いて３階層を追加する。

			　ポイントが消費され、３階層が追加されるとともに新しい機能が追加された。

			　今回解放された機能は命名機能。

			　召(しよう)喚(かん)時と同じだけのポイントを消費することで、ダンジョンに所属するモンスターに名前を付けられるようになったらしい。

			　名前を付けられるモンスターの上限は、現在の階層数×10体までのようだ。

			　名前を付けられたモンスターはネームドモンスターとなり、戦闘力の向上や、ダンジョンからの魔力の供給が行われるようになるようだ。

			「モンスターに名前を付けられるようになったみたいだな。試しに適当なモンスターに名前をつけてみるか」

			「はいはーい！　アタシ、名前考えるの得意だよ！　ダンの名前も考えてあげたし！」

			「こ、今度は私も頑張ります！」

			　ノリノリで手を挙げたフィーネだけでなく、リリーネもやる気のようだ。

			　まあ、フィーネのことだ。アントだから、アンにするとかそんな感じの単純な名前を付けそうである。

			「どうせ、フィーネはアンとかそんな名前にするんだろ？」

			「むむっ！　じゃあ、ジャイアントアントだからジャイア……むぐっ!?」

			「おっとそれ以上はダメだ」

			　危ない危ない、このままフィーネに任せておくと恐ろしい名前を付けてしまいそうだ。

			　まずは、どのモンスターに名前を付けるか……。

			　リストを見ていると、最初に進化したコマンダーアントが目に入る。

			　たしか、３人組との戦いで活躍したのはこのコマンダーアントが率いているアントたちだったな。

			「そうだな、最初は、このコマンダーアントにしよう」

			「むぐー！」

			　フィーネがもごもごと何か言っているが、ここは知らないふりをしよう。

			　それより名前だ。

			　アンはフィーネと被ってしまうから没。ふーむ、黒……クロだと捻(ひね)りがないな。

			　クロ、ブラック、シュバルツ……シュバルツなんてどうだろうか、なかなかかっこいい名前だと思う。

			　よし、これにしよう。

			「命名、シュバルツ」

			　名前を付けたコマンダーアントのステータスを表示する。

			　ふむ、戦闘力は４００、保有魔力の上限は４０００と倍になり、状態に魔力供給とある。

			　なるほど、これはなかなか使える機能のようだ。

			　コマンダーアントのステータスを見ていると、フィーネが何か言いたそうな目でこちらを見ていた。口を塞がれているため声は出せないが、どこか残念なものを見るような視線だ。

			「ん？　どうした？」

			　フィーネの代わりに、リリーネが恐る恐る言った。

			「ダンさん。あの、その子、女の子です」

			「なにっ!?」

			　勝手にオスだと思っていたが、どうやらメスだったようである。

			　そういえばアリの巣にいるアリは、ほとんどがメスだと聞いたことがある。

			　もしかしてジャイアントアントもそうなのだろうか。

			　しかし、一度つけてしまった名前は変更することができないようだった。

			「ダン……確かにカッコいい名前だけど……」

			「ぐっ……しかし、つけてしまったものは仕方がない！　次だ、次！」

			「あ、ごまかしました」

			　いまだこちらをじっと見つめるフィーネとリリーネを強引にごまかし、次のアントに命名していくことにする。

			「じゃ、じゃあ命名の効果も分かったことだし、次はマザーアントたちに名前を付けてあげようか！」

			「……ダン、次はちゃんとした名前付けてあげてね？」

			「さっきみたいな名前はかわいそうです」

			「わ、分かってるよ！　大丈夫だって！」

			　気を取り直して、マザーアントたちの名前を考える。

			　ここはちゃんとした名前を考えて、いまだにこちらを心配そうに見つめている２人をなんとかして見返してやらねばなるまい。

			　うーむ、アントだろ、アント……ふむ、アーマイゼとフォルミーカなんてどうだろう。

			　意味はアントと同じではあるが、響きは悪くない。

			　……うん、いいんじゃなかろうか。フィーネのネーミングセンスよりはまだましなはずだ。

			　いい名前を思いついたところで、さっそく命名することにしよう。

			「命名アーマイゼ、命名フォルミーカ」

			　マザーアントたちに名前を付けてステータスを確認すると、こちらも能力が倍になっていた。

			　どうやら無事、命名に成功したようだ。

			　フィーネたちはまだじっとこちらを見ていたが、どうやら納得したようだ。

			「ふーん……いいんじゃないかな！　じゃあ、次はアタシだからね！」

			「その次は、私もいいですか？」

			　いつもの笑顔に戻った２人が、自分たちも名前を付けたいとせがんできた。

			　まあ、さっきみたいに変な名前を付けないならいいだろう。

			「ああ、いいぞ。でも変な名前を付けたりするなよ」

			「ダンじゃないんだから大丈夫よ！　アタシに任せなさい！」

			「そんなことを言うと、やっぱり名前を付けさせないでおこうかなー」

			「むっ！　ダンのケチ！」

			　こうしてワイワイと騒ぎながら彼女たちと協力し、命名できる上限になるまでアントたちに名前を付けていった。

			　ちなみに、フィーネと自分のネーミングセンスは、リリーネのセンスには遠く及ばなかった――

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ダンたちが騒いでいた頃、ソナナ村から西に約２００キロメートル離れたリーアの街ではある噂が広がっていた。

			　――ソナナの村の北の草原で、見慣れないモンスターが発見されたらしい。

			　その噂は、静かに、だが、だんだんと街中へと広まっていった。

			　リーアの街に存在する冒険者ギルド、そのギルドマスター室。

			　そこでは、この街のギルドマスターである初老の男が報告を受けていた。

			「……そうか、ゴゾーたちはまだ戻らないか」

			「はい、ソナナの村方面に向かったことは間違いありませんが、その後は不明です」

			「そうか――」

			　ゴゾーたちがこの街を出発して、すでに10日近くが過ぎていた。

			　いくら調査が長引いているとしても、さすがにこの手の依頼にしては時間がかかりすぎていた。

			　初老の男――ガルツは深くため息をつくと、煙草(たばこ)を取り出し、口に咥(くわ)えようとする……。

			　しかし、正面で報告していた秘書に、取り出した煙草を素早く取り上げられてしまった。

			「もうお年なんですから、タバコはやめてくださいと言ったじゃありませんか。この前も隠れてタバコを吸っていたと、受付の子が言っていましたよ？」

			「ちっ、余計なことを……老い先短い年寄りの楽しみを奪うもんじゃねえよ」

			「……ギルドマスター？」

			「おお、こわいこわい、そんなんだから、その年になっても結婚できな――冗談だから、その眼はやめろ。ゴホン、依頼をすっぽかして逃げたわけじゃないとなると――やられちまったか」

			「ええ、おそらくその通りかと」

			　事の始まりは、ソナナの村から見慣れないモンスターを発見したという報告があったことだった。

			　他の村からも同じような報告が相次ぎ、寄せられた情報から推測するに、そのモンスターはジャイアントアントの可能性が高かった。

			　ジャイアントアントはこの辺りには生息しないモンスターである。それが現れたとなると、自然発生したのか、それともどこかから流れてきたか、もしくは――

			「残念だが、ゴゾーたちのことは仕方あるまい。冒険者ってのはそういう仕事だ。『蒼(そう)翼(よく)の剣』のアルベールを呼んでくれ。確かもう帰ってきてるはずだろ？」

			「『蒼翼の剣』ですか？　Ｂランクパーティーに任せるほどの件とは思えませんが」

			「ゴゾーたちは素行が悪かったからＤランクのままだったが、腕自体はＣランク相当だった。あいつらがやられたとなると、そのへんのＣランクじゃ少し手に余るだろうな」

			「……かしこまりました、さっそく手配させていただきます」

			　秘書は礼をすると足早に部屋を出ていく。

			　遠ざかっていく足音を聞きながら、ガルツは椅子に深くもたれかかった。

			「やれやれ、まさかゴゾーがやられるとはな。何もなければいいんだが」

			　そうつぶやいた彼だが、そうそううまくは行かないだろうと予想していた。

			　ジャイアントアントは確かにこの辺りでは見ないモンスターではあるが、そこまで強いというわけでもない。

			　ゴゾーたちが下手を打ったのか、それとも手に負えないような強力なモンスターが現れたのか――それを判断する材料はない。

			　なんにせよ、彼らがやられるほどのなにかがあったということは間違いない。

			　ゴゾーたちのことは残念だったが、冒険者をやっていればよくあることである。

			　上のランクになれば華々しい戦果を挙げ、少年たちのあこがれを集めるような冒険者だが、所(しよ)詮(せん)は荒事向けの何でも屋でしかないのだ。

			　死ぬ時は死ぬ。彼らは運がなかったと諦(あきら)めるしかなかった。

			　ガルツが深いため息をついて椅子に背を預けると、扉がノックされた。

			「ギルドマスター、アルベールをお連れしました」

			「そうか、入れ」

			　秘書に連れられ、アルベールが入ってくる。

			「よう、早かったな、まあそこに座れ」

			「失礼します、ええ、ちょうど依頼の報告をしていたところだったので。それでギルドマスター、俺たちのパーティーに用事があると聞きましたが？」

			　アルベールがガルツの指さしたソファーに座ると、秘書が飲み物を並べる。

			　最近交易を始めた島国から入ってきた緑茶と呼ばれるそれをひと口飲んだガルツは、不思議な風味がすると思いつつもう一度啜(すす)り、口を開いた。

			「ああ、もう噂で聞いているかもしれんが、ソナナの村の近くの草原でジャイアントアントらしきモンスターが確認された」

			「ジャイアントアントですか？　そう言えばギルドでも噂になっていましたね。なんでもこの辺りでは見かけないモンスターだとか」

			「そうだ、そこでお前たちには、ジャイアントアントの発生源の調査を行ってもらいたい」

			「それは構いませんが、わざわざ俺たちに依頼するのには何か訳があるのでしょうか？」

			「実は、すでにゴゾーたちに調査を依頼してたんだが……連絡が取れなくなった。ソナナの村に向かったことは間違いないらしい。余裕があればそれも調査してくれると助かる」

			　ゴゾーたちが行方不明になったことを聞くと、一瞬アルベールは驚いたような顔になったが、すぐに真剣な顔に戻った。

			「ゴゾーがですか？　……なるほど、分かりました。一度メンバーと相談してみます」

			「ああ、よろしく頼む。もう依頼書は受付に回してあるからな。受けるならそっちに回ってくれ。お前たちに言うまでもないだろうが、行くなら準備を怠(おこた)るなよ。冒険者は、油断した奴から死んでいくからな」

			「ええ、もちろんです。それでは失礼します」

			「おう。頼むぞ、アル」

			　退出していくアルベールの背中を見つめるガルツ。

			　彼らならば、たとえＡランクのモンスターと遭(そう)遇(ぐう)しても逃げ切ることくらいはできるだろうという信頼がガルツにはあった。

			　アルベールたち『蒼(そう)翼(よく)の剣』は、この街を拠点とする唯一のＢランクパーティーである。

			　もしもアルベールたちまでもがやられてしまうようなら、もはやガルツの手には負えない。

			　ギルドマスターの彼の下には、最近になって、世界各地でダンジョンが見つかっているとの情報が来ている。

			　すでにモンスターがあふれ出し、大きな被害を受けた地域もあるようだ。

			　そして、彼らのいるアレーナ共和国もその例外ではない。

			　今回発見されたジャイアントアントも、ダンジョンから発生した可能性は捨てきれない。

			　むしろ、ダンジョンから発生したと考えた方が自然である。

			　最近は、東のアストガルド帝国では最大の産出量を誇(ほこ)っていた鉱山が突如崩壊したことで、少なくなった鉱石などの地下資源を巡り紛争が続いている。

			　西にあるホレイシア聖国は災いが訪れるとの神託を受けて、勇者を召(しよう)喚(かん)したと聞く。

			　北にあるエンティア王国も、ルーナ山脈から現れ始めたワイバーンたちに手を焼いているそうだ。

			　そして、この国ではかつて見ないほどの不作が起こっている。

			　さらに、今回のダンジョンの大量発生。

			　ガルツには、これらが何かの予兆である気がしてならなかった。

			「やれやれ、俺がギルドマスターになってから厄(やつ)介(かい)事が絶えないな。心労でハゲちまいそうだ」

			「大丈夫ですよ、もうすでに手遅れですから」

			「バカヤロウ！　まだハゲてねえよ！　……大丈夫だよな？」

			「さて、どうでしょうか。それとヤロウではありません」

			　秘書の辛(しん)辣(らつ)な言葉を聞きながら、ガルツは冷めてしまったお茶を啜(すす)る。

			　昔の仲間の娘だったこの秘書は、小さい頃からよくかわいがっていたのだが、今では力関係が逆転してしまったようで、彼は完全に彼女の尻に敷かれていた。

			「本当に、何も起きなければいいんだがなぁ」

			「ええ、本当にそうですね」

			　ガルツがぽつりとこぼした言葉に、隣にいた彼女が頷いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ギルドマスターの部屋を出て、アルベールはギルドの１階に備え付けられた酒場に向かう。酒場で待たせていた仲間たちを見つけると、軽く手を上げて声を掛けた。

			「よお、待たせたな」

			「おう！　おっさんが呼んでたらしいが、何の用事だったんだ？」

			「おかえり、アル。それとバルボ、おっさんじゃなくてギルドマスターでしょ」

			「そうだった。悪い悪い。まだ癖が抜けなくてよ」

			　バルボと呼ばれた大男はそう言ってガシガシと頭を掻(か)く。

			　筋肉で覆(おお)われた腕は、丸太のように太く、近くの壁に立てかけられた巨大な斧が、その力を見せつけているようだった。

			「おかえりなさい、アルベールさん。それで、ギルドマスターさんはどのような用事だったのでしょうか？」

			「ああ、シーナとティータも待たせて悪いな」

			「まったくよ、先に飲み始めようとするバルボを止めるのは大変だったんだから」

			「あはは、まあいつものことですけどね」

			　シーナと呼ばれたエルフの女性は、ツンとした仕草で葡萄酒の入ったジョッキを傾ける。そんな何気ない仕草も、思わず見とれてしまうような美貌を持つ彼女が行えばまるで１枚の絵のようで、酒場にいる冒険者の男たちの視線を集めていた。

			　それを見て、神官の着る白いローブに身を包んだ、ティータと呼ばれた少女が困ったように笑う。

			　頼れる前衛にして大斧使いのバルボ。

			　弓の名手であり、斥(せつ)候(こう)役と魔法による攻撃を担当するシーナ。

			　さらに、非常に優秀な回復魔法の使い手であり、パーティーの生命線であるティータ。

			　そこにリーダーである魔法剣士のアルベールを加えたのが、彼ら『蒼(そう)翼(よく)の剣』のメンバーだった。

			　アルベールは空いている席に座ると、先ほどのギルドマスターとの話を仲間に伝えた。

			「さて、ちょっと面倒な依頼を受けることになりそうだ」

			「へっ、そんなんいつものことだろ！」

			「確かにそうだな」

			　エールの入ったジョッキを豪快に傾けるバルボの言葉に頷くと、彼は話を続けた。

			「ソナナの村の近くでジャイアントアントが出たのはみんな聞いているだろ？　それの発生源を調べて欲しいそうだ」

			「発生源の調査？　私たちみたいなＢランクパーティーに回ってくるような依頼じゃなさそうだけど？」

			「そうですね、討(とう)伐(ばつ)というなら分からなくもないですが」

			「すでにゴゾーたちに依頼したそうだが、どうやら依頼に出たっきり行方不明になってしまったらしい」

			「ゴゾーだろ？　依頼すっぽかして、どこかぶらついてるんじゃねえか？」

			　バルボの言葉に、シーナとティータも頷く。

			　ゴゾーたちの素行の悪さは、同じ街を拠点とする彼らも良く知っていた。

			　そして、彼らの実力のほどもよく理解している。

			「いや、ソナナの村方面へ向かったのは間違いないそうだ。たぶん、そこで何かあったんだろう。余裕があれば、ゴゾーたちの行方も探して欲しいそうだ」

			「おいおい！　ゴゾーがやられちまったっていうのかよ！　あいつは馬鹿だけど、そこそこ強かったはずだぞ！」

			「なるほど……そうなると私たちが行くしかなさそうですね」

			「そうだな。さて、みんなどうする？　俺としては受けてもいいとは思うが……今回のジャイアントアントの原因は、もしかしたらダンジョンかもしれない。もしダンジョンだとすると、俺たちでも危険がないとは言い切れない」

			　アルベールは、そう締めると仲間たちの顔をゆっくり見回す。

			　今回の依頼は、どれくらい危険なものになるかは未知数だった。

			　Ｂランク以上の難易度になる可能性もありえなくはない。

			　もし反対するものがいるようならば、依頼を受けなくてもいいとアルベールは考えていた。

			　確かに、ギルドに所属する者としては何とかしたいが、命に代えてまで行うものでもない。

			「ガハハ！　任せとけ！　ジャイアントアントくらいこの俺が片っ端からぶっ倒してやるぜ！」

			「この前もそんなこと言って、ピンチになったのはどこの誰だったかしら？　アル、私は問題ないわよ」

			「私も問題ありません。モンスターの脅(きよう)威(い)から村の方たちを救って差し上げたいです」

			　全員の意思を確認したアルベールは、彼らの顔を見て頷いた。

			「よし、じゃあこの依頼を受けることにしよう。今日は依頼が終わったばかりでみんな疲れているはずだ。明日１日は休んで、出発は２日後……明後日の朝にしよう。それまでに各自準備を整えておいてくれ」

			「おう！　任せとけ」

			「分かったわ」

			「分かりました」

			　アルベールたちは受付に向かい、依頼を受けることを伝えた。

			　ほっとした表情で頭を下げる受付に背を向けると、アルベールはギルド２階の資料室へと向かった。

			　今回の依頼はどんな危険があるか分からないものである。

			　情報収集も含め、十分に注意して当たらなければ、彼らもゴゾーたちの二の舞になる可能性は十分に考えられた。

			　ジャイアントアントの情報を確認した彼は、武器の調整を依頼するために鍛(か)冶(じ)屋に向かうと、そのまま宿へと戻った。

			　そして２日後、十分に休息を取り準備を整えた彼らは、ソナナの村方面へと旅立った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　３階層を追加してから１週間が経った。

			　３人組が来て以来、侵入者は１人も来ていない。

			　フィーネたちに聞いたところ、あの３人組は、ジャイアントアントの発生源の調査をするために来ていたらしい。

			　となると、そのうちあの３人組よりも強い冒険者が来るのはほぼ間違いないだろう。

			　ダンジョンの強化を入念に行っておかなければなるまい。

			「まだ時間がかかりそうか……」

			　ダンジョンからの魔力供給は、そのモンスターがいる階層によって変動があるようだ。

			　１階層に配置していたシュバルツ率いるアントたちは１日に50、３階層に配置してあるアーマイゼたちは１日に１５０ずつ保有魔力が増えている。

			　１階層に置いておくのももったいないので、シュバルツを他の名前付きアントたちとともに３階層へと送っておいた。

			　シュバルツの保有魔力が上限に達し次第、１階層へと戻すつもりである。

			　名前を付けたアントたちの中には、保有魔力が上限に達したものもいたのだが、残念ながら進化することはなかった。

			　進化による戦力アップを期待していたのだが、残念ながらダメだったようだ。

			　３人組との戦いを見た限りでは、アント１体あたりの戦闘力はあまり高くない。

			　まだ上位の進化先がありそうなのだが、何か他に条件でもあるのだろうか。

			「ダン、誰も来ないねー」

			　頭の上に乗って、ダンジョンの強化の様子を眺めていたフィーネが暇(ひま)そうにつぶやく。

			　淡々とダンジョンを強化していく様子を見るのは飽きてしまったようだ。

			　フィーネたちに新しいクッキーを渡しながらも、ダンジョンの確認作業を進める。

			「まあ、誰も来ない方が平和でいいんだがな。今のうちに戦力の強化もできるし」

			「そうですね。平和が一番です」

			「でも、何も起こらないとヒマだよー」

			　もし、あの３人組以上に強い冒険者たちが来た場合、現在の戦力では太刀打ちできるか怪しい。せいぜい時間を稼いで消耗戦を繰り広げるのがやっとではないだろうか。

			　となると、戦力の強化は最優先になるだろう。

			　ネームドモンスターも増え、名前を付けた効果なのか、マザーアントたちが産む卵の量も増えている。

			　ダンジョンの戦力は十分に伸びているとも言えるのだが、やはり不安が残る。

			　せめて、シュバルツたちの強化が完了するまでは、誰も来ないで欲しいものである。

			　しかし、そんな願いとは裏腹に、その数日後、新たな侵入者たちがダンジョンへとやって来た――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ここがソナナ村か」

			「やっと着いたか！　腕が鳴るぜ！」

			「のどかないい村ですね」

			「そうね、自然に囲まれていて気持ちがいいわ」

			　リーアの街を出て自前の馬車に揺られること３日、アルベールたちはソナナ村へと到着した。

			　村に到着した彼らを、知らせを受けて待っていた村長が出迎える。

			「貴方がたが調査に来てくださった冒険者様ですな。私はこの村の村長のヘルマンと申します」

			「初めまして、ヘルマン村長。俺たちは、今回依頼を受けて派遣された『蒼(そう)翼(よく)の剣』と申します。俺はアルベール。こっちの斧を持った彼がバルボで、エルフの彼女がシーナ。あっちの彼女はティータです」

			「これは、ご丁(てい)寧(ねい)にありがとうございます。さて、さっそくですが――」

			　村長に最近の状況を教えてもらうアルベールたち。

			　彼の話によれば、やはりゴゾーたちもこの村に立ち寄っていたようである。

			　彼らはわずかな不安を感じつつも、村長に礼を言いジャイアントアントが見つかった場所へと向かう。

			「シーナ、どうだ？」

			「北の方から強いマナを感じるわ。これは、もしかしたらダンジョンがあるかもしれないわね」

			「やはりダンジョンか……」

			　エルフ特有の感覚を使い、そう報告したシーナの言葉に、アルベールは顔をしかめる。

			　ダンジョンとなると、ゴゾーがやられたのも不思議ではなかった。

			　これはいよいよ注意してあたらねばならないだろうと、彼らはその表情を引き締めた。

			「よし、みんな行こう。シーナ、辺りの警戒を頼む」

			「ええ、任せて」

			　周囲を警戒しつつ目的地へ進んでいると、彼らの前にジャイアントアントが現れた。

			「いたぞ、ジャイアントアントだ」

			「あれはソルジャーアントですね、ジャイアントアントの中でも下級のモンスターのはずです」

			「よっしゃ、アル！　あいつは俺がもらうぜ！」

			　そう言うとバルボは大斧を担ぎ、ソルジャーアントへと向かっていく。

			「どおぉりゃああ！」

			　気合のこもった掛け声とともに、大斧がソルジャーアントへと振り下ろされた。

			　勢いののった斧がソルジャーアントの甲(こう)殻(かく)をたやすく砕き、一撃でその身を両断する。

			　ソルジャーアントは何もできないまま地面に転がり、その躯(からだ)を晒(さら)した。

			「なんだ、弱いじゃねえか。期待して損したぜ！」

			「バルボ。あなた、ちゃんとティータの話聞いてたの？　ジャイアントアントの中でも弱い方って言っていたじゃない」

			「がっはっは！　そうだったか？」

			　豪快に笑うバルボをシーナが呆れた目で見ている。見慣れたいつもの光景だ。

			「バルボ、あんまり前に出すぎるなよ。何かあった時に距離が離れていると危ないからな」

			「そうですね、多少の怪(け)我(が)ならどうとでもなりますが、怪我をしないのが一番ですよ」

			「おお、悪い悪い。気を付けるぜ」

			「まったく……ほんとに分かってるのかしら？」

			　注意されたバルボがおどけたように笑うが、彼もいくつもの修羅場をくぐってきた歴戦の猛(も)者(さ)である。本気で危険な状況では無茶はしない。

			　彼が１人でソルジャーアントを倒したのも、不安を感じ始めたパーティーの空気を変えるためであった。

			「さて、ジャイアントアントがこの場所にいると分かったし、先を急ぐとしよう」

			「おお！　ダンジョンに入るのは久しぶりだ！　腕が鳴るぜ！」

			「だから、今回はダンジョンの攻略じゃなくてジャイアントアントの調査だからね？　これだから脳筋は……」

			　そんな軽口を叩きながら進み、彼らはダンジョンの入り口と思しき場所へとたどり着いた。

			　穴の様子を確かめていたシーナだが、何かに気が付いたようで表情が険しいものへと変わった。

			「入り口から大量のマナと瘴(しよう)気(き)が漏(も)れ出てきているわね。間違いないわ。これはダンジョンよ」

			「やはりダンジョンか。ティータ、どうだ？」

			「微弱ですが残留思念が残っていますね。ゴゾーさんたちは、この中へと潜っていったようです」

			「おいおいマジかよ！　アル、どうするよ？」

			　ジャイアントアントの発生源は突き止めた。

			　あとはこれを報告してしまえば、彼らの依頼自体は完了である。

			　しかし、その場所が問題だった。

			　ソナナの村とこの場所は、ほんの数時間で行き来できてしまう。

			　ダンジョンがこれほどまでに村の近くにあるのは非常に危険であると言えた。

			「ここがダンジョンなら、付近の村が危ないかもしれない。攻略は不可能だろうが、ある程度ダンジョン内のモンスターを倒しておいた方がいいだろう。俺としてはダンジョンに潜ってある程度モンスターを狩っておきたいと思うんだが」

			「俺は賛成だぜ！　まだ満足に戦えてもないからな！」

			「そうね、私もいいわよ。このまま放っておいてモンスターがあふれ出すと厄(やつ)介(かい)だしね」

			「そうですね、村の方々の安全を守るためにも、ある程度数を減らしておきたいです」

			「よし、ならダンジョンの中に潜って、ジャイアントアントを狩るとしよう。ただし、危ないと感じたらすぐに戻ることにする。ティータ、支援魔法を頼む」

			「はい、いきます、『ホーリーブレス』！」

			　ティータの支援魔法がメンバーを包み込む。

			　瘴気による体への影響を防ぎ、それを糧(かて)にするモンスターへの攻撃力も高めてくれる便利な呪文だ。

			　これで準備はいいだろうと、アルベールは皆を促(うなが)すとダンジョンへと入った。

			　巨大な穴の中は光源がないが、まったく先が見えないというわけではない。

			　この光景には見覚えがあった。

			　濃密なマナによる光、間違いなくダンジョンのようだ。

			「ティータ、明かりを頼む」

			「分かりました、『ライト』」

			　ティータが明かりの呪文を唱えると、ぼんやりとしていた周囲がさらに明るくなる。

			　明かりがなくとも視界がある程度は確保されてはいるが、薄暗いままではモンスターの奇襲やトラップを見落とす可能性があった。

			「よし……みんな行くぞ。くれぐれも慎重にな……」

			「おう！」

			「分かったわ」

			「分かりました」

			　視界を十分に確保できたことを確認すると、アルベールはバルボとともに前衛について慎重に進んでいく。

			　しばらく進むと、奥へと進む彼らの前方からモンスターの群れが現れた。

			「ウォーリアーアントにシールドアント……ガンナーアントまでいますね。ガンナーアントの遠距離攻撃には注意してください。酸に触れるとなかなか落ちない上に、装備が腐食してダメになってしまいます」

			「すでに中級のアントまでいるのか……バルボ、同時に行くぞ、シーナ、援護を頼む」

			　手短に指示を送ったアルベールは、バルボとともにアントたちの群れへと走る。

			　アントたちがこちらに気付き、ガンナーアントが酸を飛ばそうとするが、彼は構わず距離を詰めた。

			　後ろから矢が飛び、酸を飛ばそうと準備していたガンナーアントの目に突き刺さる。

			　凄(すさ)まじいまでの精度の矢。後方に控えるシーナからの援護射撃だった。

			　アルベールはウォーリアーアントのもとへとたどり着くと、素早く噛みつきをかわし、足を切り落とした。さらに、横合いから向かってくるもう１体のウォーリアーアントに手を向け、魔法を放つ。

			「『ファイアアロー』！」

			　掌から放たれた魔法の火の矢がウォーリアーアントに着弾し、その甲(こう)殻(かく)を焦(こ)がしていく。

			　アルベールは足がなくなって動けなくなったウォーリアーアントの頭を切り落とし、止めを刺した。

			　それと同時に、バルボは防御を固めるシールドアントを硬い盾形の頭ごと、巨大な斧と腕力による一撃で粉砕していた。

			　そのまま斧をぐるぐると振り回し、周囲のアントたちを吹き飛ばしていく。

			　戦いの流れを掴んだまま、彼らは周りのアントを素早く片付けていった。

			「よし、みんな怪(け)我(が)はないな。先へ進もう」

			　パーティーメンバーが負傷していないことを確認して、アルベールは先へと進んだ。

			　それから、何度かジャイアントアントたちと遭(そう)遇(ぐう)したが、彼らはそのどれもを問題なく片付けた。

			　数体程度の中級のジャイアントアントでは、彼らを止めることはできなかった。

			　しばらく進んだところで、ティータが何かに気が付いた。

			　足を止め、彼女はその周囲を探る。

			　そこには、血のようなものが染み込んだと思われる、黒くなった土がわずかに残されていた。

			「皆さん、待ってください！　……どうやらゴゾーさんたちは、ここでやられてしまったようです」

			「そうか、やっぱりゴゾーたちはやられてしまっていたか」

			「アル、どうする？　そろそろ引き返す？」

			　ゴゾーたちの死を確認したアルベールに、シーナが声を掛ける。

			　依頼はすでに達成して、個人的に頼まれていたゴゾーたちの足取りも追うことができた。

			　このまま引き返しても、誰にも文句を言われることはないはずである。

			「なんだ、もう終わりかよ！　ようやく体が温まってきた頃だってのによ！」

			「バルボ、私たちの仕事はダンジョンの攻略じゃなくてジャイアントアントの調査って言ったじゃない！　そこまでやりたいなら、あんた１人でやりなさいよね」

			「しょうがねえなあ、じゃあ帰るとするか！」

			「そうだな、そろそろ戻ろうか。ジャイアントアントも十分狩れただろう」

			「そうですね、無理は禁物です」

			　ダンジョンから帰還することを決定すると彼らは、少し休憩を取ったあと来た道を引き返し始めた。

			　するとその時、どこからか大きな羽音が聞こえてきた。

			　アルベールたちは、その音に心当たりがあった。慌てて来た道の方へと目を向ける。

			　彼らの視線の先からは、ハエのようなモンスターが３体近づいてきていた。

			「あれは……アントフライです！　仲間を呼ばれる前に倒してください！」

			　ティータがそう言うと同時に、シーナが流れるように矢を放つ。

			　連続で射られた矢は、寸分たがわずアントフライに命中して、その命を奪い取る。

			　２体までは倒すことができたが、仲間の陰に隠れるような配置になっていたもう１体への対処が遅れてしまった。

			　生き残ったアントフライが彼らに気付く。

			　そして、ダンジョン内にアントフライの発する耳をつんざくような警戒音が響き渡った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あわわわわ！　どうしよう、ダン！　あの人たち強いよ！」

			「あ、あの女の人、たぶんエルフです。魔法に注意してください」

			　一緒にダンジョン内の様子を見ていたフィーネが、あわあわとしながらモニターを指さす。

			　リリーネもモニターを食い入るように見つめ、弓を持った女性を指さしている。

			　新たにやってきた侵入者たちは、前回の３人組とは比べ物にならないくらい強い。

			　ジャイアントアントたちを簡単になぎ倒し、着々とダンジョンを進んでくる。

			「くっ……侵入者がいる階層には、モンスターを転送できないのか」

			　慌てて３階層にいたシュバルツたちを１階層へ送ろうとするが、侵入者がいる階層にはモンスターを送ることができないようだった。

			　まあそれも仕方ない。それができてしまったら、侵入者の目の前にいきなり大量のモンスターをけしかけるなんてこともできてしまう。

			　今までのダンジョンのルールを見る限り、侵入者にもある程度フェアなようである。

			　シュバルツたちを急いで１階層へ向かわせるか――いや、あの様子を見る限り、焼け石に水にしかならなさそうだ。

			　そもそも、うまく冒険者たちと鉢合わせできるかも怪しいところだ。

			　複雑なダンジョン内を移動する冒険者へと膨大な数のアントたちを誘導するのは、かなり厳しいだろう。

			　となると選択肢は消耗戦になってしまう。

			　仕方ない、かなりの犠牲が出るがあの手で行こう。

			「ふええ！　ダン！　どうするの!?」

			「ああっ！　またやられちゃいました！」

			「２人とも落ち着け。とりあえずアントフライを使って、１階層にいるアントたちを向かわせよう」

			　テイマーアントたちに指示を出すと、アントフライが侵入者を探すため、ダンジョン内を慌ただしく飛び回りだした。

			　これでアントフライが侵入者を発見すれば、大きな音を立てて場所を知らせることができる。

			　こちらの指示で誘導できなくとも、アントたちが音を頼りに自ら向かうのならば問題はない。

			　１体１体の戦闘力が足りないなら、数で押すしかないだろう。

			　そして、すぐにアントフライが冒険者たちを発見し、仲間を倒されつつもなんとかアントたちに居場所を知らせることに成功した。

			「これでよし、後は頼むぞ……」

			「みんなー、がんばれー！」

			「がんばってください！」

			　フィーネたちとともに固唾(かたず)をのんで、戦闘の行く末を見守る。

			　これでうまく消耗して、退却してくれるといいのだが。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ダンジョン内に大きな音が響く。

			　すぐさまシーナが残りのアントフライを撃ち落とすが、すでに手遅れだった。

			　彼らに向かって通路の奥から、ジャイアントアントたちが押し寄せる。

			　アントフライが仲間を呼ぶのを許してしまったということは、じきにそれ以上のジャイアントアントの大軍がここに押し寄せてくることになる。

			「おい、アル！　どうするよ！」

			　押し寄せるジャイアントアントたちを見たバルボが、彼にしては珍しく焦(あせ)った声をあげる。

			　ここでジャイアントアントの大軍と戦うのは、非常に不利だった。

			　細長い通路では、前後を挟(はさ)まれてしまう。

			　そこへ、ガンナーアントの酸が降り注いでしまえば大変なことになる。

			　せめて、通路から出て、ある程度の足場を確保できる部屋までたどり着く必要があった。

			「ここで大軍を迎え撃つのはまずい！　いったん下がってさっきの部屋まで戻るぞ！」

			　アルベールがすぐに指示を飛ばし、先ほど通過した大部屋まで後退する。

			　部屋にたどり着くと、すぐさまティータが支援魔法を使った。

			「『ホーリーブレス』、『サンクチュアリ』！」

			　補助魔法をかけなおし、仲間への持続回復効果のある領域が広がる。

			　あとはただひたすら、押し寄せるジャイアントアントを倒し続ければ彼らは助かる。

			「行くぞ、バルボ！　シーナ、ティータ、援護は任せた！」

			「おうよ！　みんなまとめてぶっ飛ばしてやらあ！」

			「分かってるわ！　やられたら承知しないわよ！」

			「お２人とも、気を付けてください」

			　アルベールが声を張り上げ、仲間たちに気合を入れなおす。

			　そして、黒い津波が彼らのいる部屋へと押し寄せた。

			　アルベールはバルボと二手に分かれ、部屋の両側に存在するそれぞれの通路の前に陣取った。

			　迫りくる大(おお)顎(あご)や酸を避け、魔法を織り交ぜながら、アルベールは途切れることなく現れるジャイアントアントの大群を倒していった。

			　しかし、さすがに数が多すぎるのもあり、すでに何度かその身に攻撃を受けてしまっていた。

			「どりゃあああ！」

			「『ウィンドシュート』」

			「『ヒール』、『ヒール』！」

			　バルボの斧がジャイアントアントたちをまとめて粉砕し、シーナが魔法と矢で援護をする。

			　誰かが攻撃を受けると、すぐさまティータが回復魔法で治療を行う。

			　ジャイアントアントたちは、仲間の死骸を踏み越え、時に邪魔な死骸を押しのけ、次々と襲い掛かってくる。

			　アルベールたち前衛が塞ぐ通路の奥からは、いくつもの酸の弾丸が迫る。

			　辺りには酸による独特の臭いが立ち込め始めた。

			　揮(き)発(はつ)した酸を吸い込まないように、シーナが風の魔法で吹き飛ばす。

			　しかし、飛び交う酸を避けながら仲間の援護まで行う必要があり、完全に消し去ることはできていなかった。

			　迫りくるジャイアントアントたちを倒していると、アルベールの後ろからシーナの声が響く。

			「アル！　上よ！」

			　その声が聞こえると同時に、彼は弾かれたように後ろへと跳んだ。

			　すると先ほどまで立っていた場所へと、キラーアントが降ってきた。

			　危機を回避したアルベールだったが、後ろに下がってしまったため通路との間に距離が開く。

			　その隙に大量のジャイアントアントたちが、部屋へとなだれ込もうと押し寄せた。

			　ジャイアントアントの波を止めようと立ちはだかるが、あまりの勢いに押し切れない。

			　焦(あせ)るアルベールの耳に、シーナの声が届いた。

			「アル！　何とか時間を稼いで！　魔法でまとめて吹き飛ばすわ！」

			「分かった！　『フレイムランス』！」

			　残りの魔力で使うことができる、最大威力の魔法。

			　それを通路のジャイアントアントたちの群れにぶつける。

			　これで彼の魔法は打ち止め。

			　通路の奥では、ジャイアントアントの群れが、まだまだ数を増やし続けている。

			　さらに、通路のジャイアントアントを優先した結果、アルベールの周囲に魔法を逃れたジャイアントアントたちが殺到した。

			　周囲を囲まれたせいで、アルベールは今までよりも激しい攻撃にさらされることになった。

			　ティータが回復を行うが、徐々に劣勢へと追い込まれていた。

			「準備できたわ、下がって！」

			　そろそろ限界を迎えようかという時、彼の耳に魔法の完成を知らせる声が聞こえた。

			「――よし、今だ、シーナ！　まとめて吹き飛ばしてくれ！」

			「『ウィンドストーム』！」

			　アルベールがジャイアントアントたちを振り払い、後ろへ下がると同時に、時間をかけて魔力を込められたシーナの特大の魔法が放たれた。

			　風の刃を含んだ竜巻が、部屋に入り込んでいたジャイアントアントたちをまとめて切り刻み、バラバラに解体していく。

			　そのまま竜巻は土(つち)煙(けむり)を上げながら通路の方へと進み、後続のアントたちをも巻き込んで掻(か)き消えた。

			「シーナ、助かった！　はああっ！」

			　アルベールは再び通路の前へと陣取り、津波のように押し寄せるジャイアントアントを倒し続けていく。

			　すでに、どれだけの時間が経ったのだろうか。

			　もうどれだけのジャイアントアントを倒したのかすら、彼らには分からなかった。

			「ごめん、アル！　矢がなくなったわ！　魔力もあと少ししかない！」

			「『ホーリーブレス』！　こちらも、あと何回か回復したら魔力が切れてしまいそうです……」

			「くそっ、バルボ！　そっちはどうだ！」

			「はあっはあっ……へっ、誰に聞いてるんだ！　俺はまだまだ余裕だぜ！」

			　バルボの威勢のいい声が聞こえるが、やはり疲労がたまっているようだ。

			　その声に最初の頃のような勢いは感じられなかった。

			　このままではまずいかもしれない――彼らの中で焦(あせ)りが膨らんでいくなか、それでも諦(あきら)めずにジャイアントアントを倒し続ける。

			「アル！　ジャイアントアントの数が減ってきてるわ！」

			　シーナの声を聞き、無心で剣を振り続けていたアルベールは通路から押し寄せる後続のジャイアントアントたちへと目を向けた。

			　ところどころ隙間ができ始めたその隊列は、確かに最初の頃よりも数が減ってきているようであった。

			　ジャイアントアントたちも残りの数が少なくなってきているのかもしれない。

			　そんな希望を胸に、彼らはふらふらの体に力を込めた。

			「みんな、あと少しだ！　もう少しだけ頑張るんだ！」

			「おうよ！　こんなアリどもに食われてたまるかよ！」

			「あたりまえよ！　『ウィンドカッター』！」

			「『ヒール』！　皆さん頑張ってください！」

			　残った力を振り絞(しぼ)り、刃が欠け始めた剣を振るっていく。

			　そしてついに、ジャイアントアントの軍勢が途切れた。

			　牙を向く最後のアントを倒し、アルベールは地面に倒れこんだ。

			「やっと終わったか……疲れた……な……」

			「へ、へへ、アル、だらしねえなあ！　俺はまだまだ元気だぜ、がっはっは！　……ゲホゲホッ」

			「何がまだまだ元気よ、汗だくで足も震えてるじゃないの」

			「皆さん、本当にお疲れ様でした――」

			　見れば全員が、満身創痍の状態であった。

			　魔力が切れた後、シーナは腰にさしていたナイフを抜き、ティータも護身用のメイスを振るって応戦していた。

			　彼らの周囲には、１００にも届くであろうジャイアントアントの死骸が転がっている。

			　途中でジャイアントアントたちが巣の奥へと運んでいった分も合わせれば、倒した数は数百にものぼるのは間違いなかった。

			　絶望的なまでの数を相手にしながらも、彼らは生き残ることに成功した。

			「ふうー……しばらく休憩したら、ダンジョンから脱出しよう」

			「そうね、もうヘトヘトよ……」

			「もう少しすれば、何回かはヒールが使えそうです」　避けきれない酸を盾で防ぎ、それでも受けきれない物はやむなく剣で防いだアルベールの装備は、見るも無残な状態となっていた。

			「ちくしょう、俺の自慢の斧がダメになっちまった」

			　同じく、バルボの斧も刃こぼれと酸による腐食で、もはや斧としては使い物にならない状態である。

			　ボロボロになった装備品が、彼らが潜り抜けた戦いの激しさを物語っていた。

			　しばらく休憩をして、ある程度体力が回復したところで彼らは立ち上がった。

			　何体かのジャイアントアントから、高く売れそうな部分だけを手早くはぎ取ると、新手が現れる前に脱出するため、ダンジョンの出口に向けて出発した。

			　来た道を戻る途中、何度か下級のジャイアントアントと遭(そう)遇(ぐう)することになったが、何とかダンジョンを脱出することに成功した。

			　そのまま草原を抜け、やっとのことでソナナの村へとたどり着いた。

			「やっと村に着いたな……ここまで来れば安全だろう」

			「早く帰って休みたいわ……」

			「そうですね、今回は本当にもうダメかと思いました」

			「まったく、武器はダメになるし、割に合わない依頼だったぜ……」

			「そうだな。はぎ取った素材だけじゃ、全然足りない。ギルドには報(ほう)酬(しゆう)を弾んでもらわないとな」

			　そんなことを言いながら、彼らは村長に貸してもらった空き家へと向かう。

			　簡単な食事をむさぼるようにとった後、疲れのあまり意識を失うかのように眠ったアルベールたち。

			　そして、次の日の昼過ぎになってやっと起き出した彼らは、リーアの街へと帰った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「そうか、やはりダンジョンだったか……」

			「ええ、今回は死ぬかと思いましたよ。さすがに、あれだけの大軍に襲われるとは思いませんでした」

			「それは災難だったな。なんにせよ無事に帰ってきて何よりだ。よくやってくれた。報酬は弾んでおくから期待しておいてくれ」

			「ありがとうございます。それでは失礼します」

			　依頼の報告が終わり、アルベールが出ていった後、ギルドマスターのガルツはため息をつく。

			「はあ……やはりダンジョンだったか……これからを考えると、めんどくせえなあ」

			　領主への報告や、ギルド本部への連絡に、ダンジョン周辺の安全の維(い)持(じ)。

			　その他もろもろ、やることは山積みである。

			　急いで仕事に取り掛からねば、取り返しのつかない事態が起こる可能性もあった。

			「さて、あいつにグチグチ言われないようにしっかりお仕事しますかね……」

			　ガルツは隠していた煙草(たばこ)を取り出して火を付けると、煙(けむり)をくゆらせながら、机の上の書類とにらめっこを開始する。

			　この後、ダンジョン関連の山のような量の書類を抱えてきた秘書に煙草が見つかり、怒られることになるのだが、それはまた別の話である。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ギルドに備え付けられている酒場へとアルベールが戻ると、すでに仲間たちが酒盛りを始めていた。

			　アルベールに気が付いたバルボが、ジョッキを上げて豪快に笑った。

			「おっ！　やっと来たか、アル！　悪いがもう始めてるぜ！」

			「おいおいバルボ、ちょっとくらい待っていてくれてもいいじゃないか」

			「私は止めたんだけどね。で、アル、どうだったの？」

			「ああ、報(ほう)酬(しゆう)は追加で弾んでくれるらしい」

			「まあ、当然よね。もう１回やれと言われてもごめんだわ」

			「そうですね……今回は運が良かったですね」

			「がっはっは！　生きて帰ってこられたんだ！　今は楽しもうぜ！」

			「そうだな、じゃあ乾杯と行こうか！　ダンジョンからの生還と依頼の成功に乾杯！」

			「「「乾杯！」」」

			　仲間と乾杯して、アルベールはなみなみと注がれた酒を飲み干した。

			　危険な目にはあったが、こうして全員が無事に帰ることができた。

			　それは紛れもなく、九死に一生であり、幸運を拾うことができたからだ。

			　もう少しだけ敵の数が多ければ、きっとダンジョンの中で屍(しかばね)を晒(さら)すことになっていた。

			「おう！　アル！　なんでも東の森でワイバーンを見た奴がいるらしいぜ！　次の依頼はワイバーンにしようぜ！」

			「もう、バルボ、ついこの間死にかけたばっかりじゃないの。今度はもっと軽めの依頼にしましょ」

			「大丈夫だって！　次もなんとかなるさ！」

			「バルボさん、まずは体を休めないと。疲れがたまっているはずですよ」

			「そうだな、まあ何を狩るにしても、まずはゆっくり休むとしよう。装備も直さないといけないし」

			「げぇー、そうだった！　じゃあ装備が直ったらワイバーン狩りってことで！　よっしゃ！　アル、飲み比べと行こうぜ！」

			「冗談はよせ、バルボ。お前と飲み比べなんてしたら体がいくつあっても足りないぞ」

			「ふふふ、皆さん楽しそうで何よりです」

			　バルボが笑い、シーナがそれに茶々を入れ、ティータがほほ笑む。

			　アルベールと仲間たちの楽しい酒盛りは続いていく。

			　もっと強くならなければいけないな――願わくは、次もみんなで無事に帰れるように。

			　そんなことを思いながら、アルベールはジョッキの中の酒を飲み干した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アントの大軍を倒し切った冒険者が引き返していく。

			　どうやらダンジョンから脱出していくようだ。

			　まさか、あそこまで強い冒険者が来るとは――あの３人組よりも強い冒険者が来るだろうとは思っていたが、さすがに想像以上だった。

			「や、やったよー、ダン！　あの人たち帰っていくみたいだよ！」

			「ああ、何とかなったな……それにしても、かなりの数がやられたな……」

			「アリさん、いっぱい死んじゃいました……」

			　リリーネがしょんぼりしている。

			　３階層の拡張をさせていたワーカーアントたちは残っているため、ダンジョンの維(い)持(じ)に関しては問題ない。

			　しかし、ソルジャーアントをはじめとする戦闘向きのアントたちは、あの冒険者たちとの戦闘でかなりの数が犠牲になった。

			　ダンジョンの中も、少し寂しくなってしまったな。

			　少ししんみりしてしまったが、感傷に浸っている時間はない。

			　気を取り直して、ダンジョンの状況の確認を続ける。

			「まさか、あれだけの数が倒されるとは思わなかったな……」

			「あの人たち強かったね……」

			「私たち、何の役にも立てませんでした……」

			　あの後、アントフライの警告音を聞きつけ集まったアントたちの大半が、あの冒険者たちに倒されてしまった。

			　次々と集まったアントフライたちが何度も仲間を呼び続け、その様子は、まるで黒い津波のようになっていた。

			　よくあれを倒し切れたものだ。今でも信じられない光景だった。

			　アントたちの決死の奮戦により、なんとか冒険者たちを撃退することに成功はした。

			　だが、それによって生じた被害は甚大である。

			　もし、今このダンジョンを攻められたならば、ほとんど抵抗することもできず攻略されてしまうだろう。

			　できるだけすぐに戦力を補充したいところだ。

			　大量のアントたちを動員することで、今回は何とかなったが、もしあのレベルの冒険者たちが徒党を成してダンジョンへとやって来たら、ダンジョンを守りきることはできそうにない。

			　ダンジョンを守るためには、さらなる戦力が必要だろう。

			「戦力を増やさないといけない。だが――さて、どうする」

			　マザーアントを増やすべきだろうか？

			　いや、今回倒されたアントはかなりの数だった。

			　数に頼る戦法は有効ではあるが、いつかアントが増える数が追い付かなくなる可能性は捨てきれない。

			　アントたちは１体１体の戦闘力はそこまで高くない。

			　ネームドモンスターとなっているアントたちでさえも、あのレベルの冒険者たちの相手をするのは厳しそうだ。

			　となると、アントたちの質を上げるしかないのだが――それも難しい。

			　ダンジョンから魔力が供給され、保有魔力が上限になっても、アントたちは２回目の進化をする様子を見せない。

			　進化するのは間違いないようなのだが、その条件が分からない。

			　アントたちが進化できればそれが一番なのだが、さてどうしたものか。

			「何か、いい案とかないか？」

			「うーん、他のモンスターを召(しよう)喚(かん)すると、アリさんたちと喧(けん)嘩(か)しちゃうんだよね……」

			「アリさんたち、他のモンスターと相性が悪いです」

			「そうなんだよな……」

			　以前、ダンジョンのモンスターの種類を増やそうと思い、穴の中で生活できるようなモンスターを召喚したのだが、たちまちアントたちに囲まれ、倒されてしまった。

			　どうやらダンジョン内のモンスターは無条件に協力的になる仕様ではなく、捕食者と被食者のように相性が悪いモンスター同士だと、どちらかが倒されてしまうようだ。

			　ちなみに、ジャイアントアントは共生関係にあるモンスター以外はすべて餌と認識して襲ってしまう。

			　つまり、ジャイアントアントがいる階層には、他のモンスターを配置することはできない。

			　ドラゴンなどの強力なモンスターなら倒されることはないだろうが、逆にアントたちをまとめて殲(せん)滅(めつ)してしまいそうだ。

			　アントたちに命令するという手もあるのだが、新しくアントが生まれるたびにそれらに命令をする必要があるので、ここまで数が増えてしまうと現実的ではない。

			「あっ！　新しい階層を作って、そこにモンスターを配置すればいいんだよ！」

			「うーん、それも考えてはいたんだが……かなりポイントがかさむんだよな……」

			　確かに、４階層を追加して、ジャイアントアントが移動できないように転移陣などで繋いでしまえば別のモンスターを配置することは可能である。

			　その手は一応考えてはいた。

			　しかし、その方法を使ってしまうと、最初の頃のように、ダンジョンの拡張自体に膨大な量のＤＰを使うことになってしまう。

			　ジャイアントアントが使えないということは、いつものように穴を掘ってダンジョンを拡張することはできなくなってしまうのだ。

			　となると、ダンジョン内の環境を変更して空間を確保する必要があるのだが、キューブ１つだけだと草原などにするには狭(せま)い。

			　ということは、広いスペースを取るためには、どうしてもいくつものキューブを並べる必要がある。

			　山を配置するなら加えて高さも必要になるため、さらにコストがかさんでしまうだろう。

			　そこから、十分な戦力になるまでモンスターを召(しよう)喚(かん)、強化していくにはどれだけのポイントがかかるか想像したくない……。

			「いや、でも背に腹は代えられないか……」

			「アタシ、きれいな森とかお花畑がいいな！」

			「なにかいいモンスターがいそうだったらな……」

			　残りポイントは、10万と残っている魔石の２万ＤＰ分と少しといったところだ。

			　いささか心もとないが、新しい階層を準備することができないわけではない。

			　あとは、おいおいモンスターを追加していけばいいだろう。

			　フィーネの希望は置いておくとして、まずは４階層目を追加するとしよう。

			　４階層を追加すると、いつものように新しい機能が解放される。

			　追加されたのは、魔力付与機能のようだ。

			　魔力付与機能は、ＤＰを消費することによって、モンスターやアイテムの保有魔力を増加させることができるらしい。

			　ＤＰと魔力の変換効率は一対一のようだ。

			　要するに、ダンジョンコアの吸収機能の反対バージョンといったところだろうか。

			　確かに使える機能ではあるが、アントたちに魔力を付与して保有魔力をカンストさせたところで進化しないのだから意味が――いや、待てよ？

			　何か忘れているような――

			「そうだ！　マザーアントだ！　マザーアントがまだ進化してないじゃないか！」

			「ふわぁ!?　び、びっくりしました」

			「もう！　大きな声出さないでよ！　びっくりしたじゃない！」

			「ああ、ごめん。ちょっと興奮しちゃって……」

			　思わず叫んだら、リリーネとフィーネを驚かせてしまった。

			　彼女たちに謝ると、すぐさま先ほどの案を検討する。

			　そう、だいぶ前からダンジョンにいたせいで忘れかけていたが、マザーアントは未進化の状態である。

			　必要以上に魔石を食べることもなく、増加した魔力は産卵によって消費してしまう。

			　ネームドモンスターとなった今でも、保有魔力の上限が大きすぎてそれがカンストすることなく、未だに進化していなかったのだ。

			　自然に進化をするのを待つには、かなりの時間がかかるだろう。

			　しかし、魔力付与機能を使えば、すぐさま進化させることができるはずだ。

			　新しく階層を作り、別のモンスターを配置するのはかなりのコストがかかる上に、どこまで効果があるのかは分からない。

			　それならば、ここはマザーアントの進化に賭けてみるのもいいかもしれない。

			「よし決めた！　マザーアントたちを進化させるぞ！」

			「なんだかドキドキしますね！」

			「きっと、すっごく強いのが出てくるよ！」

			　フィーネたちとともに、マザーアントたちの進化後に思いを馳(は)せながら、魔力を付与する。魔石を含めてＤＰをほとんど消費してしまったが、これで保有魔力は上限に達した。

			　魔力が上限に達すると同時に、２体が進化を始める。さて、どんなアントに進化するのか。

			「ふわあぁ、とっても大きなアリさんです――」

			「これは――予想以上だな。クイーンアントか、体長はどれだけあるんだ？」

			「ふおおお！　すごい！　すごいよ！」

			　マザーアントたちが進化を終え、現れたのはとてつもなく巨大なモンスターだった。

			　名前はクイーンアントというらしい。

			　体長は――大きすぎていまいち掴めないが、おそらく20メートルといったところだろうか、とにかく大きいとしか言えない。

			　今までマザーアント２体がいた部屋が、一気に手(て)狭(ぜま)になるほどの大きさである。

			　さらに巨大になった腹部に、巨大な足、王冠のような形をした突起を持つ頭部に、見るからに堅そうな重厚な甲(こう)殻(かく)。

			　まさしくジャイアントアントの女王にふさわしい威厳を持ったモンスターと言えるだろう。

			「フィーネじゃないけど、すごいとしか言いようがないな、これは……」

			「むっ！　アタシ、すごい以外も言えるもん！　えーっと……すごく強そう！」

			「フィーネちゃん。結局、すごいって言ってます……」

			　まあ、フィーネの気持ちも分からなくはない。

			　これはすごいとしか言いようがないだろう。

			　問題はあまりにもサイズが大きすぎて、今の通路の大きさではダンジョンの中を移動することができそうにないところか。彼女たちが移動できる広さの空間があっても、巨大すぎる腹部が邪魔をして素早い移動は期待できそうにもない。

			　どちらかというと、ダンジョンの最深部にいるラスボスといった感じのモンスターになるのだろう。

			「ダン！　見て見て！　なんかいっぱい卵産んでるよ！　すごい！」

			「10……20……まだまだ増えてます」

			「卵を産む能力もマザーアントの上位互換ってことか」

			　クイーンアントが、次々と卵を産んでいく。

			　すでに２体合わせて１００個を超えたが、まだまだ産み続けている。

			　どれだけの卵を産むのだろうか――ようやく産卵が終わる。

			　部屋の中を埋め尽(つ)くすほどの量の卵が産み落とされ、クイーンアントの巨体も相まって、大部屋はぎゅうぎゅう詰めになってしまった。

			「おおー！　いっぱいだね！」

			「全部で４００個くらいでしょうか？　今までの10倍ですね！」

			「１体あたりでも２００個か、いきなりとんでもない数に増えたな」

			　ネームド化したマザーアントが、１日におよそ20個の卵を産んでいたということは、リリーネの言う通り、なんと10倍である。

			　このまま増えれば、爆発的にダンジョン内のモンスターの数が増えるだろう。

			　すぐに領域を拡張しなければ、ダンジョンが手(て)狭(ぜま)になってしまうかもしれないな。

			　しかし、数は大幅に増えたのだが、相変わらず問題は解決していない。

			　いまだに数で押すしか有効な戦法はなさそうだが――

			　その時、何かに気が付いたリリーネが声をあげる。

			「ダンさん！　あれを見てください！」

			「ん？　どうしたんだ、リリーネ。何をそんなに慌てて――」

			　リリーネの声に、彼女の指さす方向を見ると、クイーンアントの部屋にいた名前持ちのアントが進化を始めている。

			　急いでダンジョン内を確認すると、他の名前持ちのアントたちも一斉に進化を始めていた。

			　今まで進化する様子はなかったというのに、どういうことだろうか。

			　いや、理由はおそらく１つだ。

			　マザーアントがクイーンアントへと進化したことが、アントたちの進化の条件だったということだ。

			　これでモンスターの質の部分も解決するといいのだが――そんな期待に応えるように、アントたちは次々と新たな形態へ進化していく。

			　名前持ちのアントたちの進化が完了した。

			　それぞれより大きく、より強い個体へと進化している。

			「おお！　進化したぞ！」

			「すごい！　なんだかみんな強そうだよ！」

			　ウォーリアーアントは大(おお)顎(あご)に加え、刺(とげ)々(とげ)しく鈍く輝く重厚そうな甲(こう)殻(かく)を纏(まと)ったナイトアントへと、シールドアントはさらに大きく分厚くなった盾形の頭を持つガーディアンアントへとそれぞれ進化した。

			　ガンナーアントは２種類の系統へと分かれ、細長い腹部を持つスナイプアントと巨大な腹部を持つカノンアントへと進化している。

			　スナイプアントが狙撃タイプ、カノンアントが砲撃タイプのようだ。

			　そして、キラーアントはさらに鋭い顎へと変化した、アサシンアントへと進化したようだ。

			　アントたちは次々と進化していき、シュバルツ以外の名前持ちのアントたちは無事進化が終わったようだ。

			　どのアントも、戦闘力が大きく上昇している。これは期待が持てるだろう。

			「シュバルツは――まだ保有魔力がカンストしてないのか」

			「シュバルツちゃんは、元々の保有魔力量が高かったからね！」

			「進化した後が楽しみです」

			　シュバルツの保有魔力の上限は、他のアントたちの４倍の４０００である。

			　毎日供給されていた分では、まだカンストできていなかったようだ。

			　残り少ないＤＰを使いシュバルツに対しても魔力付与を行う。

			　そしてシュバルツの保有魔力がカンストし、彼女も進化を開始する。

			「おおー！　シュバルツちゃんもおっきくなったね！」

			「鎧(よろい)みたいで強そうですね！」

			「ジェネラルアントか、戦闘力も高いな」

			　シュバルツは、ジェネラルアントというモンスターへと進化した。

			　大きさは……体長５メートルくらいだろうか。

			　クイーンアントの巨体を見た後では、少々迫力に欠けてしまう。

			　だが、それでもマザーアントと並ぶサイズの大型のアントである。

			　黒い甲(こう)殻(かく)は白銀の金属のような質感の甲殻へと変化し、そのシルエットは西洋鎧(よろい)のような強固さを思わせる。

			　まさに、ジェネラル――『将軍』の名にふさわしい貫禄を持っていた。

			　コマンダーアントから進化したであろう、その指揮能力にも期待が膨らむ。

			　おそらく、進化前の頃よりもさらに多くのアントたちを指揮できるはずだ。

			　進化した名前付きのアントたちを付ければ、かなり頼れる戦力として期待できそうである。

			「シュバルツたち以外も、進化できるようになっているみたいだな」

			　名前を付けていないアントたちも、さらなる進化が可能になったためか、アントマゴットを食べて魔力を増やしている。

			　しばらくすれば、他のアントたちも進化するだろう。

			　うまくモンスターの質の問題を解決して、さらに数に関しても大幅に強化することができた。

			　これなら、もう少し強い相手でも十分に戦えるであろう。

			「これなら何とかなりそうだね！」

			「きっと、この前の冒険者さんにも負けません！」

			「ああ、だけどもっと強い相手もいるかもしれない。油断はしないようにしよう」

			「「おー！」」

			　前回の侵入者との戦いは、いくつもの課題があった。

			　ダンジョンの強化が十分でなかったこと。

			　ダンジョンの仕様を十分に確認していなかったこと。

			　焦(あせ)って単純な力押しを選んでしまったこと。

			　細かい点を挙げればもっとあるかもしれない。

			　もっと早く４階層を追加できていたら、強化された戦力で十分倒し切ることもできた。

			　いや、あの様子だと、もっと深いところにおびき寄せてから戦えば、以前の戦力でも倒し切れたかもしれない。

			　油断が死につながるのは、何も侵入者たちだけの話ではなかった。

			　もし、相手の数がもっと多かったら――

			　もし、相手がもっと強かったら――やられていたのは俺たちの方だっただろう。

			　生き残れたのも、立て直すことができたのも、ただ単に運が良かっただけだ。

			　こんな幸運は、そう続くものではない。次はないかもしれない。

			　もっと、もっとダンジョンを強くしなければ――

			　俺は決意を新たに、ダンジョンの強化へと取り掛かっていった。

		

	
		
			　

			間章　妖精との休日

			　

			「ねえ、ダン……そ、そろそろ休んだ方がいいんじゃないかな？」

			「フィーネちゃんの言う通りです。これ以上は体がもちませんよ！」

			　フィーネたちが近くで何か言っているようだが、そんなことを考える余裕はなかった。

			　おぼろげな頭で、ダンジョン内のアントたちに指示を送り続ける。

			　マザーアントたちが、クイーンアントへと進化してから、そろそろ半月ほどが経過しているはずだ。

			　クイーンアントたちのおかげで、ほぼ壊滅状態だったダンジョンの戦力をすぐに立て直すことができた。

			　アントたちは順調に進化していき、そしてクイーンアントが産んだ卵も今まで以上の速さで莫大な戦力を生み出していた。

			　まさしく数の暴力を体現したような軍勢――そして、その数こそがこの状況を招いていた。

			　あまりにも数を増したアントたちに、完全に指示がいきわたらないのだ。

			　ダンジョン内でアントたちにさせる活動は、侵入者がいない今のような状況では、ダンジョンの拡張がほとんどを占める。

			　しかし、今まで以上に広くなったダンジョンと、１０００を超えてなお増え続けるアントたちへの指示は多忙を極める。

			　幾本にも枝分かれした通路を、こちらの指示通りに掘り進んでいくアントたち。

			　ダンジョンが広くなればなるほど通路の数は増え続け、複雑に絡み合うようになっていく。

			　そして、アントたちに対して指示ができるのは、今のところ俺しかいないため、アントたちに指示を送り続ける必要があった。

			　こちらの指示がしっかりと伝わらなければ、アントたちは混乱してしまう。

			　事実、すでにこちらの指示のミスにより、通路同士がぶつかり合ってしまった場所や、ひどいところでは崩落を起こした通路まで存在する。

			　それらのミスも、すぐに修正して立て直す必要があり、それがさらなる混乱を招く。

			　今も、睡眠時間を削りながらアントたちに指示を送っているのだ。

			「まだ――まだだ――」

			　これからも、アントたちの数は増えるはずだ。

			　そして、それに応じてダンジョンも広くなっていく。

			　こんな場所で躓(つまず)いているわけにはいかないのだ。

			　ああ――また通路が崩落を起こしたようだ。

			　早く元に戻さなくては――

			　近場にいたアントたちに指示を送ろうとしたところで、体がぐらりと傾く。

			　体を起こそうとしたが、そのまま地面に倒れ込んでしまった。

			「ダン!?　大丈夫!?　しっかりして――」

			「ダンさん!?　フィーネちゃん！　急いで――」

			　どこか遠くで、フィーネたちの声が聞こえるような気がする。

			　彼女たちの慌てたような声を遠くで聞きながら、俺の意識は闇(やみ)の中へと落ちていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　目を覚ますと、そこはコアルームだった。どうやら、いつの間にか眠っていたらしい。

			　体を起こすと、上にかけられていた布団がずり落ちる。

			「あっ！　ダン！　目が覚めたんだね！」

			「ダンさん。無事みたいで良かったです」

			　俺が起きたことに気が付いたフィーネとリリーネが、急いでこちらへと飛んでくる。

			「フィーネとリリーネか。――俺はどれくらい寝てた？」

			「半日くらいです。あっ、まだ起きちゃダメですよ」

			「そうだよ！　さっき倒れたばっかりなのに！」

			　半日――リリーネは確かにそう言った。

			　寝ている間に、貴重な時間を半日も無駄にしてしまったようだ。

			　半日あれば、どれだけ作業が進んだだろうか？

			　早くアントたちに指示を出して、遅れを取り戻さなくてはいけない。

			「大丈夫。大丈夫だから――」

			　そう言ってモニターを開く。

			　それを見て、俺の視界を遮(さえぎ)るように、フィーネが顔の正面へと飛び上がった。

			　そして、その小さな腕を振りかぶり――

			「ダンの、バカーっ！」

			　ぺちり、と小さな音が響く。

			　頬に感じるのは、フィーネの小さな手の感触。

			　どうやら、彼女に平手打ちをされたようだ。

			　突然のことに呆けていると、もう一度、先ほどと同じ小さな音が響く。

			「フィーネちゃんの言う通りです。ダンさんは、本当にお馬鹿です」

			　今度はリリーネが、頬を叩いたようだ。

			「本当に心配したんですよ？　ダンさん、いきなり倒れちゃったんですから」

			「そうだよ！　ダンが死んじゃったらどうしようと思ったんだから！」

			「……悪かった」

			　リリーネたちの言葉で、やっと自分が倒れた時のことを思い出した。

			　どうやら、睡眠不足と溜まりに溜まった疲労によって気を失ってしまっていたようだ。

			　先ほどまで体にかけられていた布団に目をやる。

			　布団はところどころ土で汚れ、ベッドのある部屋から俺のところまで、引きずったような跡が続いていた。

			　この布団も、彼女たちがその小さな体でここまで引きずってきたのだろう。

			「ダンさん。ちょっとだけお休みしましょう？」

			「そうだよ！　このままじゃ、いつかダンが死んじゃうよ！」

			「……ああ、そうだな。一度休憩するよ」

			　そう言って立ち上がると、フィーネたちに手を引かれながらベッドへと向かう。

			　ダンジョンの状況は変わっていない。今もアントたちはこちらの指示を待っているだろう。

			　だが、ここまで鈍った頭では満足に指示も出すこともできない。さらに無理を重ねて、また倒れてしまえば、より多くの時間が無駄になる可能性もある。

			　なによりも、これ以上彼女たちに心配させるわけにもいかなかった。

			「このまましばらく寝るよ。おやすみ、フィーネ、リリーネ」

			「うん！　ダンはゆっくり休んでね！」

			「もう、無理はできるだけしないでくださいね」

			　ベッドの上に横たわると、すぐに眠気が押し寄せてくる。思ったよりも、ずっと疲れがたまっていたらしい。

			　心配そうな表情のフィーネとリリーネに見守られながら、押し寄せる眠気に身を任せた――

			　

			　目覚めると、睡眠をとったおかげか、体が軽くなっていた。

			　眠る前は靄(もや)が掛かっていたような頭も、今はいくらかすっきりしている。

			「あっ、ダン！　起きたんだね！」

			「ダンさん。疲れは取れましたか？」

			「ああ、さっきよりもずっと楽になった。２人ともありがとう」

			　俺が起きたことに気が付いたフィーネたちが、ベッドの上にふわりと着地する。

			　どうやら、彼女たちはずっとこの部屋にいてくれたようだ。俺がこっそり起きてまた無茶をしないか心配だったのだろうか。

			「じゃあ、次は、これで勝負だよ！」

			「トランプで、一緒に遊びましょう！」

			　こちらへやって来たフィーネが、その腕に抱えていたケースを掲げる。

			　彼女が持っていたのは、やや小さめのサイズのトランプだ。

			　娯楽になるようなものがほとんどないダンジョンの中は暇(ひま)だろうと、フィーネたちと一緒に遊ぶためにショップ機能で手に入れたものだった。

			「いや、今は――」

			　十分に休憩できたので、できれば一度ダンジョン内の様子を確認しておきたい。

			　そう思って断ろうとしたのだが、彼女たちの雰囲気がいつもとは違うことに気が付いた。

			　どこか張り詰めたようなその空気を漂わせ、こちらに目を向けるフィーネたち。

			　それは、勝負のために気合を入れたというよりも、何か他の覚悟を決めたようにも感じた。

			　いつになく真剣なその様子を見て、ただ遊びたいというわけではないのだろうと悟る。

			　この勝負に何があるのかは分からないが、きっと断らない方がいいのだろう。

			　それに、ここ数日はダンジョンの運営に集中していたため、フィーネたちとはまともな会話すらしていなかった気がする。

			　それならば、休憩がてら彼女たちとトランプで遊ぶのもいいだろう。

			「分かった。それじゃあ、さっそく遊ぼうか」

			「うん！　絶対に負けないからね！」

			「はい。今日は絶対に負けませんから――」

			　テーブルのそばに置かれた椅子に座ると、テーブルの上にちょこんと座った２人と向き合う。

			　彼女たちと遊ぶのは、「ダウト」と呼ばれるゲームだ。

			　ルールは非情に簡単なもので、１から13までの数字を順番に宣言しつつ、手札のカードを１枚ずつ出していくだけである。

			　プレイヤーは、宣言した数字以外のカードも出すことができ、他のプレイヤーは、それが嘘だと判断した場合は「ダウト」と宣言することができる。

			　その宣言がなされた場合は、出されたカードをめくって確認する。

			　そのカードが順番に対応していない――つまり嘘をついていたのならば、そのカードを出したプレイヤーが、今までに出されたカードを手札に加える。

			　そのカードが、順番通りのものであるならば、逆に宣言したプレイヤーがカードを手札に加えることになる。

			　これを続けていき、最初に手札のカードをすべて使い切ることができたプレイヤーが勝利するというものだ。

			　少しだけ通常のものと違うところは、カードが４等分されており、３人の手札以外にあたる、全体の４分の１のカードは誰も内容を知ることはできないこと。

			　そして、同じプレイヤーが合計３回、「ダウト」の宣言に失敗した場合は、強制的に負けになり、その時正しいカードを出していたプレイヤーが勝利する。

			　非常に単純明快だが、それでいて駆け引きの要素が大きなゲームである。

			「それじゃあアタシからね！　１！」

			「じゃあ、次は私です。２、です」

			「じゃあ、３だな――」

			「「ダウト！」」

			「……いきなりそうくるか」

			　俺がカードを置くと同時に、フィーネとリリーネが同時にダウトの宣言をする。

			　めくられたカードの数字は６。

			　彼女たちの宣言が当たっていたので、俺は今まで置かれていた３枚のカードを自分の手札へと加える。

			　３のカードがなかったので、最初のうちならば大丈夫だろうと２枚あった６のカードを処分しようとしたのだが、失敗してしまった。

			「それじゃあ、次はアタシね！　４！」

			「５、です」

			「６だ」

			　こうして、３人でのゲームが始まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――ダウト！」

			「……またか」

			　俺はしぶしぶと、大量のカードを手札へと加える。

			　これまで何度かゲームを行ったが、一度も勝つことができていない。

			　それだけならまだ運が悪かったですむかもしれないが、俺が正しくないカードを置くと、必ずどちらかがダウトの宣言を行っているのだ。

			　そして、彼女たちは俺が正しいカードを置いた時には、たったの一度すらもダウトを宣言していない。

			「８！　これでアタシの勝ち！」

			「これでフィーネちゃんと私が５勝。ダンさんは０勝です」

			　ゲームが終わり、勝利したのはフィーネだった。

			　これで10戦して10連敗。何とも散々な結果である。

			「なあ、２人とも、これは――」

			「ふふーん！　このゲームじゃ、ダンは絶対にアタシたちには勝てないよ！」

			「気が付きましたか？　フィーネちゃんと私は、少しだけズルをしています」

			「さすがに、ここまでやられれば何となくな。だけど、その方法が分からない」

			　これだけやれば、明らかにこの結果がおかしいということは何となく分かる。

			　リリーネが言ったように、何かしらのズルをしていることは間違いないのだろう。

			　しかし、相手の手札を完全に看破する方法とはいったいなんだろうか？

			　今使っているカードは、ほとんど新品であり、カードについた傷や汚れなどでその数字を判別することはまず不可能であると言っていい。

			　こちらの表情や仕草からカードを推測することもできるかもしれないが、それでも全てを確実に言い当てることなどありえないと言ってもいいだろう。

			「ダン。大事な話があるの」

			「私たち、妖精の持っている力についての話です」

			　まったく見当がつかず、降参しようと顔を上げると、フィーネたちはこちらをじっと見上げながらそう切り出した。

			　そういえば、彼女たちと出会った時、フィーネが何かを言おうとしたのをリリーネが慌てて止めていたはずだ。

			　もしかすると、そのことについてなのかもしれない。

			　大事な話があると切り出したフィーネたちだが、よほど言いづらいことなのか、なかなかその口を開こうとはしない。

			「２人とも、言いにくいことなら無理に言わなくても――」

			「ううん、大丈夫。ちゃんと言うってリリーネと相談したんだから」

			　フィーネはそう言って首を振ると、真っ直ぐにこちらを見つめる。

			　そして、その小さな掌をぎゅっと握りしめ、ゆっくりと話し始めた。

			「あのね、アタシたち妖精はね、生き物の心が読めるの」

			「なんでも分かるわけじゃありません。でも、さっきみたいなゲームで勝つことができるくらいなら簡単です」

			　フィーネとリリーネが、自分たちの持っている力について説明を始める。

			　妖精は、生き物の声に込められている意思を、ある程度読み取ることができるらしい。

			　直接声を聞く必要があり、なおかつ彼女たちがある程度集中することができる必要はあるが、相手の嘘や敵意などならば確実に見抜くことができるそうだ。

			　相手の嘘を確実に見抜くことができる――このゲームでは絶対に勝てないわけである。

			　そして、彼女たちがそのことを話そうとしなかった理由もなんとなくわかった。

			　誰しも隠しておきたいことの１つや２つあるものだ。しかし、彼女たちの前ではそれは許されず、そしていつ心を読まれたのかも分からない。

			　心を読むことができるというのは、読まれる側にとっては恐ろしい能力だろう。

			「本当なら、ずっと秘密にしておくつもりだったの。でも、でも――」

			「大丈夫だ。そんなことで２人を嫌ったりしないさ」

			　うつむく２人を安心させるように、そっと彼女たちの頭を撫でる。

			　確かに心を読むというのはとんでもない能力ではある。

			　だが、彼女たちならば、それを悪用することはきっとないだろう。

			　この程度のことで、彼女たちを嫌うことなどないと断言できる。

			「２人とも、話してくれてありがとう」

			「はい。そして、本題はこれからです」

			「あのね、アタシたちの力を使えば、きっとダンの役に立てると思うんだ！」

			「ダンさん。一緒に来てもらっていいですか？」

			「それはかまわないけど、いったいどこに行くつもりなんだ？」

			「それはね！　着いてからのお楽しみだよ！」

			　そう言ってこちらの手を取るフィーネに連れられ立ち上がる。

			　いったいどこへ行くつもりなのだろうか――

			　

			　コアルームを抜けてダンジョンの内部へと向かう。

			　彼女たちに連れられてやって来たのは、ダンジョンの最深部近く。クイーンアントたちがいる部屋だった。

			「ダン！　ここが目的地だよ！」

			「こんなところまで来て、いったい何をするつもりなんだ？」

			「はい。それは今からお見せします」

			「アーマイゼ！　フォルミーカ！　ちょとこっちに来て！」

			　フィーネがそう叫ぶと、いきなりやって来たこちらを興味深そうに見ていたクイーンアントたち――アーマイゼとフォルミーカの２体が、地響きを立てながらこちらへとやって来る。

			「ギーギー？」

			「そうだよアーマイゼ！　手伝って欲しいことがあるの！」

			「アーマイゼさんとフォルミーカさんの力を貸してもらえますか？」

			　鳴き声を上げたアーマイゼに、そう返事をするフィーネとリリーネ。

			　それはまるで――

			「もしかして、アーマイゼたちの言いたいことが分かるのか？」

			「うん！　アタシたちなら、アリさんたちの言葉が分かるよ！」

			「この力なら、ダンさんのお役にたてますか？」

			　振り返った彼女たちと共に、その巨体でこちらを見下ろす２体のクイーンアント。

			　彼女たちは、こちらの言葉を理解できるだけの知能を持っている。

			　先ほどのフィーネの呼びかけに反応したのが、その証拠だ。

			　ダンジョンの力で召(しよう)喚(かん)されたモンスターが、こちらの言語をある程度は理解できるということは、俺も知っていた。

			　だが、こちらはアントたちの言葉は分からないため、どうしても意思の疎(そ)通(つう)は一方通行となってしまう。

			　俺が何かを指示して、もしもそれがアントたちではできないようなことであったとしても、それを確実に知る方法は存在しなかったのだ。

			　ダンジョンマスターの力を利用した、モンスターへの命令は絶対である。

			　たとえ、それが不可能なことであっても、命令を受けたアントたちを危険に晒(さら)すことであろうとも、アントたちはそれを実行しようとする。

			　こちらの無理な命令を守ろうとしたアントたちは、たとえ通路が崩落することが分かっていても、その先へと掘り進んでしまうのだ。その結果は考えるまでもない。

			　もしもアントたちと意思の疎(そ)通(つう)が可能になったならば、ダンジョンの運営はきっと今よりもずっと楽になるはずだ。

			「ああ、もちろんだ！　これならきっとダンジョンの運営はもっと楽になる」

			「ふふーん！　アタシたちも頼りになるんだから！」

			「えへへ、それならよかったです」

			「ああ、２人とも頼りにさせてもらうよ」

			　誇(ほこ)らしげに胸を張るフィーネと、はにかんだような笑みを浮かべるリリーネ。

			　フィーネたちが通訳となり、アーマイゼたちとの意思の疎通ができるようになった。

			　これで、ダンジョンの運営は今よりもずっとうまくいくはずだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ダン！　アーマイゼちゃんが、こっちの方向にダンジョンの領域を延ばして欲しいって！」

			「ああ、分かった。ここを広げればいいんだな」

			「ダンさん。フォルミーカさんから伝言です。こちらの通路ですが、ここから先を作るなら、先にこっちの通路を延ばした方がいいとのことです」

			「なるほど。確かにその方が良さそうだな」

			　ダンジョンから戻ってきたフィーネとリリーネが、アーマイゼたちの言葉を俺へと伝える。

			　その情報をもとに、ダンジョンの領域を広げ、さらに通路を掘る順番を変更する。

			　フィーネたちの通訳により、アントたちと意思の疎(そ)通(つう)が可能になってからさらに半月。

			　今もなお、ダンジョン内のアントの数は爆発的な勢いで増えていた。

			　卵や幼虫も加えれば、すでに１万を超え、アントたちはさらに大きく成長したダンジョンの中を、あちらへこちらへとせわしなく行きかっている。

			「ダン！　アリさんがいっぱいだよ！」

			「ああ、かなりの数になったな！」

			「ダンジョンも、とっても大きくなりましたね！」

			　モニター越しに見えるダンジョンを眺め、フィーネとリリーネが歓声を上げる。

			「これもフィーネとリリーネのおかげだな。本当に助かったよ」

			「ふふーん！　もっともっとアタシたちを頼りにしていいからね！」

			「はい！　これからももっともっと頑張りますね！」

			「ああ、２人ともありがとうな――」

			　あの時よりもさらにその規模が大きくなり、より複雑になったダンジョンだが、俺の負担は大きく減っていた。

			　フィーネとリリーネの力によるアントたちとの会話。

			　会話と呼べるレベルでの意思の疎(そ)通(つう)が可能なのは、アーマイゼやフォルミーカ、さらにはシュバルツなどの名前をもつアントたちだけだったが、それでも十分だ。

			　ダンジョンに住むアントたち、彼女たちはどんなことができるのか。彼女たちがより効率よく働くために、ダンジョンマスターである俺は何をしたらいいのか――それらの情報をアントたちから直接知ることができるようになった。

			　たったそれだけのことだが、その効果は絶大なものであった。

			　ダンジョンマスターではあるものの、俺はダンジョン内に住むアントたちの能力や、ダンジョンの内部の状態を熟知しているわけではない。

			　だが、クイーンアントであるアーマイゼたちは、その眷(けん)属(ぞく)であるアントたちの能力をよく知っていたし、本能に刻まれた巣を作るための能力は、俺を遥かに凌(りよう)駕(が)していた。

			　こちらの指示はアーマイゼやフォルミーカへと伝えられ、クイーンアントの持つ能力によって、必要な数の、それに適した能力を持ったアントたちへと伝達される。

			　アントたちは女王である彼女たちの指示に従い、巣を作り上げていく。

			　もしも何か不都合な部分があるのならば、その情報はフィーネたちを通して俺の下へと伝えられ、それをもとに指示を変更する。

			　今までやっていた作業の大半を、アントたちが代わりにこなしてくれるようになったのである。

			　フィーネやリリーネ、そしてアーマイゼたちのおかげで、ダンジョンの状況は改善したのだ。

			　余裕ができたことにより、ダンジョンの今後の方針についてゆっくり考える時間も確保できるようにもなった。

			「ダンジョンの戦力も前よりずっと強くなったし、これならあの時の冒険者にも勝てるだろうな」

			「うん！　シュバルツちゃんもやる気十分だったからね！　今度は絶対に負けないって！」

			「そうか。それは頼もしいな」

			　クイーンアントが産んだ卵からは、ウォーリアーアントなどの中級のアントも生まれていた。

			　今までシュバルツ以降現れることのなかったコマンダーアントも何体か産まれ、コマンダーアントたちは中級、上級のアントたちを率いて１階層を闊(かつ)歩(ぽ)している。

			　さらに、クイーンアントの卵からは、新しい種類のアントも２種類生まれている。

			　まず、丸く膨らんだ大きな腹部を持つボムアント。

			　かなり特殊なアントで、まるで風船のように膨らみ、体内に大量の酸をため込んでいる。

			　そして、強い衝(しよう)撃(げき)を与えることで腹部に多数開いている穴のような器官から、大量の酸を雨のように周囲にまき散らすのだ。

			　酸をまき散らして軽くなった後は、素早く戦線から離脱していく。

			　再度酸をため込むには時間がかかるようだが、一撃の威力は計り知れないだろう。

			　遠距離攻撃の手段がなければ、至近距離から酸を浴びることになり、高い天井などにぶら下げれば、まるで罠(わな)のような使い方も可能である。

			　そして、もう１種はアースアント。

			　体長２メートルほどの、焦(こ)げ茶色の甲(こう)殻(かく)を持った、ややスリムな見た目のこのアースアント、なんと土属性の魔法が使えるのである。

			　このダンジョン初の、魔法を扱うことができるモンスターだ。

			　使える魔法は土の壁を作るものと、地面から石の礫(つぶて)を飛ばすものの２種類だけであるが、新しく進化したカノンアント、スナイプアントとともに、ダンジョンの遠距離戦力を担っている。

			　これらの数多くのアントたちが、ジェネラルアントであるシュバルツにより、まるで軍隊のように統率され、侵入者に襲い掛かるのだ。

			　そして、アントたちの指揮官であり、ダンジョンの最高戦力とも言うべきシュバルツだが、彼女もさらなる強化を遂げていた。

			「ボスモンスターか。これでシュバルツがさらに強くなったな」

			「これならどんな相手が来ても絶対に負けないね！」

			「ああ、そうだな」

			　シュバルツが、ダンジョンのボスモンスターとなったのだ。

			　５階層を追加した時に、ボスモンスターの設定機能が追加されたのである。

			　この機能では、階層が５の倍数になるごとに、ネームドモンスターの中から１体ボスモンスターを設定することができるようだ。

			　必要なＤＰは、ボスモンスターに設定するモンスターの保有魔力の最大値の10倍と非常に高い。

			　しかしその効果は絶大で、まず、基礎戦闘力と保有魔力の上限が倍化する。

			　さらに、ダンジョン内にいる限り、持続的に体力が回復するのだ。

			　その回復速度は、ある程度のダメージならば１日もたてば全快してしまうという、とんでもない効果だった。

			　戦闘力もネームドモンスターになった時に上昇する分も考えると４倍。

			　さらに、保有魔力がカンストした場合なら保有魔力による戦闘力の上昇分と合わせて、元の戦闘力の８倍である。まさしくボスモンスターの名にふさわしい力だろう。

			　ダンジョン内でも特に強力な力を持っていたシュバルツは、他のアントの追随を許さないほどの圧倒的な力を手にしていた。

			　最初は、アーマイゼかフォルミーカのどちらかをボスモンスターにしようと思ったのだが、４００万ポイントという途方もないポイントが必要だったので断念した。

			　その代わりにシュバルツをボスモンスターにすることになったのだが、ここまで大きく戦闘力が伸びたので、こちらにして正解だったようだ。

			　それでも40万ポイントものＤＰを消費することになったが――その価値はあったはずだ。

			　シュバルツはダンジョンの中では最古参の１体だ。これからもダンジョン防衛の要として頑張ってもらいたい。

			　そんな、シュバルツは、ネームドモンスター化している上級アントたちを率いて、ダンジョン内を闊(かつ)歩(ぽ)している。

			　彼女たちは、普通のアントでは太刀打ちできないような、特に強力な侵入者に対してぶつける予定だ。

			　ダンジョン内をアントたちに追い回され、疲(ひ)弊(へい)したところをシュバルツが率いる名前持ちの強力なアントの群れが襲うというわけである。

			「ダンジョンの中も、ずいぶん変わったな」

			「まるで大きな迷路みたいですね。すぐに迷子になってしまいそうです」

			　爆発的な勢いで増えていくアントたちの活躍により、ダンジョンはより大きくより深く拡張されている。

			　手(て)狭(ぜま)になり始めたので、階層も５階層と６階層を追加している。

			　まず、１階層から４階層までは、完全に防衛用の階層へと変更した。

			　複雑に絡み合った通路に、多数の小部屋や中部屋と、大量のアントが一度に戦闘できるほどの大部屋が点在し、さながら巨大な迷路のような状態になっている。

			　アリの巣のような巨大なダンジョン。

			　それはまさしく最初に思い描いていた、このダンジョンの完成形であった。

			　各大部屋では戦闘用のアントたちが待機し、通路は中級のアントたちが闊(かつ)歩(ぽ)している。

			　さらにあちこちでアントフライたちが飛び交い、侵入者を探している。

			　もし侵入者がアントフライに見つかれば、周囲から１０００を優に超えるアントの大群が押し寄せてくるわけだ。

			　５階層はアントたちの居住区、およびアントマゴットの生産拠点となっている。

			　多数存在する部屋の中には、アントたちのエサになるアントマゴットが育てられており、ダンジョンの戦力強化を支えている。

			　ここで強化されたアントたちが、上の階層へと移動しダンジョンを防衛するのである。

			　６階層はクイーンアントのいる巨大な部屋と、卵を保管する部屋、幼虫を育成する部屋などが並んでいる。

			　ダンジョン内の大多数のワーカーアントたちはここで女王や卵、幼虫の世話をしている。

			　残りのワーカーアントたちは各階層に散らばり、ダンジョンの拡張、通路や大部屋の維(い)持(じ)のために働いている。

			　クイーンアントのいる部屋の周囲には、階層を増やしたことで新たに増えた、ネームドモンスター化した上級のアントたちが待機している。

			　こちらは女王を守るための親衛隊といったところか。

			　もし、この階層まで侵入者が来てしまった場合は、居住区に待機しているアントと、親衛隊のアントを倒し、その巨体によりすさまじい耐久を誇(ほこ)る、アーマイゼとフォルミーカの２体のクイーンアントを倒さなければならない。

			　まあ、ここまで侵入者が来てしまった時点で、ダンジョンはぼろぼろになっていそうだが。

			　そのような状況に追い込まれないために、ダンジョンの強化を重ねるべきだろう。

			　ダンジョンコアさえ残っていればやり直せるとはいえ、クイーンアントが倒されてしまえば、実質的な負けのようなものなのだ。

			「よーし、お仕事も一段落したし、さっそく遊ぼうよ！」

			　アーマイゼの言葉を伝え終わり、こちらの作業が終わったことを確認したフィーネが、俺の頭の上へと着地する。

			　ダンジョンの運営状況が改善したおかげで、今ではフィーネたちと遊ぶ時間も十分に確保できるようになっていた。

			　どんな遊びでも、本当に楽しそうな彼女たちとのやり取りは、ダンジョンの拡張作業などで溜まった疲れを吹き飛ばしてくれる。

			　そんな意味でも、俺はフィーネたちに助けられていた。

			「そうだな――でも、その前に渡したいものがあるんだ」

			「ほえ？　何かくれるの？」

			「渡したいものですか？　いったい何でしょうか」

			「アタシはクッキーが欲しい！」

			「あー、残念だけど食べ物じゃないんだ」

			　そんなやり取りをしつつ取り出したのは、クッキーではなく２つの銀色の指輪である。

			　指輪には青い石が３つ埋め込まれている。

			　渡された指輪を受け取るフィーネとリリーネ。妖精である彼女たちから見た場合は、大きさ的に『倍化の腕輪』とでも言うべきか。

			「ダン？　これはなんなの？」

			「それはな、『倍化の指輪』っていうんだ」

			「『倍化の指輪』ですか？」

			「ああ、それを使えば、少しの間だけ体を大きくすることができる」

			　彼女たちに渡したプレゼントは、『倍化の指輪』と呼ばれる魔道具である。

			　これを使用すれば、青い石１つにつき１時間。石は３つあるので３時間だけ体の大きさを倍加させることができるのだ。

			　３時間が経過すると、魔道具に込められた魔力は枯(こ)渇(かつ)してしまうのだが、ダンジョン内ならば１日ほど経過する頃には、十分な魔力が補充されるはずだ。

			「おぉー！　ダン！　見て見て！　これすごいよ！」

			「ああ、どうやら成功したみたいだな」

			　こちらの説明を聞いたフィーネが、さっそく魔道具を腕にはめてその効果を使う。

			　特に心配はしていなかったが、どうやら妖精でも問題なく使えるようだ。

			　フィーネの腕にはめられたリングが輝くと、彼女は人間ほどの大きさへと変化した。
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			　身長は俺よりもやや低いくらいだろうか？

			　大きくなったフィーネはその場で飛び跳ねてみたり、ぺたぺたと体を触ったりして、体の様子を確かめている。

			　羽を震わせても何も起こらないのを見るに、どうやら大きくなった状態では飛べないようだが、そこは諦(あきら)めるしかないだろう。

			　彼女たちにこの魔道具を渡すことを思いついたのは、数日前のことである。

			　ダンジョンでの仕事を手伝ってくれるようになったフィーネたちだが、その体は小さく、当然力も弱い。コアルームなどに出入りする扉を開けるのも、彼女たちでは重労働だった。

			　この前俺が倒れてしまった時も、フィーネたちはベッドのある寝室への扉を開け、彼女たちの何倍もの重さの布団を引きずって運んでいた。

			　ダンジョンに存在するほとんどの物は、フィーネたち妖精には大きすぎるのだ。

			　そんな状況を改善できるのが、この『倍化の指輪』というわけだ。

			　体が大きくなれば、それに合わせて力も強くなる。これなら彼女たちだけでもダンジョン内での活動がやりやすくなるはずだ。

			　コストは１つ１万ＤＰと高価なものではあるが、彼女たちの活躍を考えればその程度は安い物だろう。

			「ダンさん。私たちは、アリさんたちとは違いますよ？」

			　無邪気に喜ぶフィーネとは裏腹に、魔道具を受け取ったリリーネは、どこか困ったような顔でこちらを見上げる。

			　どうやら、彼女はこの魔道具のもつ危険性に気が付いたようだ。

			　危険性といっても、フィーネたちに何かしらの悪影響があるわけではない。

			　危ないのは、彼女たちではなく俺自身である。

			　この魔道具を使えば、フィーネやリリーネも人間並みの力を振るうことができるようになる。

			　そして、フィーネたちはダンジョンに住むアントたちとは違い、ダンジョンの外からやって来た存在だ。

			　ダンジョンのモンスターたちは、ダンジョンマスターを傷つけることはできないが、彼女たちはその制限を受けてはいないのだ。

			　もしも彼女たちがその気になれば、こちらに襲い掛かることもできてしまうのである。

			　たとえ『倍化の指輪』を使った状態であっても、１対１では何もできずに負けることはないだろうが、それが２対１ならば、もしくは彼女たちが魔法で透明化した状態ならどうだろうか。

			　いや、わざわざ俺と戦わなくても、ダンジョンコアを砕くだけでこのダンジョンを消滅させることもできるだろう。

			　そんな危険性に、彼女は思い当たったのだろうが――

			「俺はリリーネとフィーネを信頼している。だから、大丈夫さ」

			「――はい。分かりました！」

			　その言葉に、リリーネは魔道具を胸に抱え、花の咲くような笑顔を浮かべる。

			　リリーネたちならば大丈夫だと、俺はそう確信していた。

			　彼女たちに贈ったこの魔道具は、今までのお礼であるとともに、信頼の証でもあるのだ。

			「ダン！　リリーネ！　なにしてるの？」

			「ああ、なんでもない。これからもよろしくな、フィーネ、リリーネ」

			「ふえ？　うん！　よろしくね、ダン！」

			「はい！　よろしくお願いしますね！　ダンさん！」

			　いつまでたっても魔道具を使用しないリリーネを不思議に思ったのか、大きくなった体で走り回っていたフィーネが、首をかしげながらこちらへと戻ってくる。

			　そんな彼女に改めてそう声を掛けると、まぶしいほどの満面の笑みを浮かべてくれた。

			　完(かん)璧(ぺき)だと思っていても、俺１人では何か見落としがあるかもしれない。できないこともあるかもしれない。

			　しかし、俺にはフィーネとリリーネという頼れる仲間がいる。

			　３人寄れば文(もん)殊(じゆ)の知恵という言葉は、誰のものであっただろうか――

			「それよりダン！　早く一緒に遊ぼうよ！」

			「そうだな――それじゃあ、今日はトランプで遊ぼうか」

			「はい！　今日も負けませんよ！」

			　大きくなったフィーネたちと共に、トランプを用意する。

			　今日のゲームは、あの時と同じくダウトだ。

			「ふふーん！　今日もダンに勝って、いっぱいクッキーをもらうからね！」

			「がんばりましょうね！　フィーネちゃん！」

			　彼女たちと遊ぶときには、景品としてフィーネたちが勝利した分だけおやつのクッキーが増えるというルールがある。

			　いっぱい勝てば、それだけお菓子がいっぱい貰えるとあって、彼女たちの気合も十分である。

			　そんな彼女たちの様子を見ていて、ふと、気になったことがあった。

			「そういえば――２人は勝負の時に心を読んだりしてないよな？」

			　つい、思ったことを口に出してしまった。

			　彼女たちが、そんなことをするはずない――そう思って、謝ろうとしたのだが。

			「な、なんのことかな！　アタシ分かんないや！」

			「い、いくらクッキーがもらえるとはいえ、ズ、ズルなんて――」

			　どこか慌てた様子のフィーネとリリーネは、震える声でそう言うと、そっと視線をずらしたのであった。

		

	
		
			　

			三章　黒軍の大穴

			　

			　リーアの街の冒険者ギルドではギルドマスター、ガルツの怒りの声が響いていた。

			「ふざけるのもいい加減にしろ！」

			「ギルドマスター!?　いったい何が書いてあったのですか!?」

			　つい先ほど、リーアの街の領主のもとより届けられた手紙を読むや否や、それを握り潰し怒りをあらわにするガルツ。

			　アルベールたちが帰還してから、すでに２週間が経っている。

			　アルベールたちが持ち帰った情報により、ジャイアントアントの発生源がダンジョンであることが確認された。

			　ダンジョン内で確認されたモンスターはＦからＤランク。

			　ジャイアントアントは数が多いため、最低でも危険度はＣランク以上といったところだろう。

			　ギルドでは、新しく見つかったこのダンジョンを『黒軍の大穴』と名付けＣランクダンジョンに認定した。

			　リーアの街の冒険者ギルドは、すぐさま各地の村や街に通達を送るとともに、領主へとダンジョンの詳(しよう)細(さい)を報告した。

			　その後、ダンジョンに関する情報の正式な発表に向けて準備を進めていたのだが、そこへ、いきなり領主から手紙が届いたのだ。

			「新しく見つかったダンジョンの周囲に街を作るから協力しろだと！　馬鹿にしてんのか！」

			「街を？　それは、さすがに無(む)謀(ぼう)が過ぎるのでは……」

			　彼が受け取った領主からの手紙の内容――それは、ダンジョンの入り口を囲む形で街を作り、ダンジョンを持続的に管理するというのだ。

			　確かに、そのような形態を持つ街はいくつか存在する。

			　だが、それはダンジョンに関する十分な情報と、もしもの時のための戦力があってこそのものだ。

			　迷宮都市とも呼ばれるそれらの都市は、そのほとんどが最初からダンジョンの周囲を囲む形で作られたわけではない。

			　ダンジョンの近くにあった村や街が、そこを拠点とする冒険者たちの活動により次第に大きくなり、徐々に迷宮の周囲を囲む形で合流したものだ。

			　もちろんダンジョンのモンスターに対する十分な戦力を有しており、モンスターがダンジョンからあふれ出しても対処できるようになっている。

			　しかし、いきなり街を作るというのは話が違う。

			　今まで平和そのものであったこの街には、迷宮都市のように十分な戦力などあるはずもないというのにどうしようというのか。ガルツには領主の考えが理解できなかった。

			　確かに、ギルドに所属する冒険者たちを総動員すれば可能かもしれない。

			　だが、冒険者の存在は、治安の維(い)持(じ)にも欠かせないものとなっている。

			　もしも、街が出来上がるまで冒険者を派遣し続ければ、他に手が回らなくなってしまう。

			　領主の手紙の内容は、そういった意味でもガルツの理解の範(はん)疇(ちゆう)を超えていた。

			「落ち着いてください、ギルドマスター」

			「落ち着けだと！　これが落ち着いていられるものか！」

			「こんなところで暴れたところで何も解決しません。まずは、どうするべきかを決めましょう」

			「――そうだな。お前の言う通りだ。よし、俺は直接領主と会って話をしてくる。お前たちはいつも通りに仕事をしておいてくれ」

			「直接ですか？　分かりました。お気を付けて」

			　ガルツはギルドの職員たちに手早く指示を出すと、職員が用意した馬車へと乗り込み、街の領主のもとへと向かった。

			　

			　ガルツが領主の館へとたどり着くと、しばらく待たされた後、執務室へと通された。

			　執務室で待っていた領主は、にこやかな顔で彼を歓迎した。

			「やあ、ガルツさん、ようこそおいでくださいました。手紙はもう読んでいただけましたか？　そうだ、最近いい菓子が手に入ったのですよ。お茶と一緒にどうですか？」

			「結構だ。手紙は確かに読ませてもらった。だが、あの内容はどういうことだ？　まさか本当にあんなことが可能だと思っているのか」

			　たとえＣランク迷宮ともいえど、いきなり街を作るというのはあまりにも無(む)謀(ぼう)だ。

			　本当にそんなバカなことを考えているのか――ガルツは単刀直入に領主へと問いかける。

			「ええ、もちろんです。そうでなければあのような手紙は送りませんよ。あなた方としても、迷宮の近くに拠点となる街があった方が、何かと便利でしょう？」

			「ああ、確かにそうだ。だが、それなら近くの街や村に拠点を作ればいいだろう。あの辺りにはダンジョンから少し離れたところにいくつか村が点在している。少しずつ村を大きくしていけば、いつかは他の迷宮都市ができた時と同じような状況になるだろうな。その時に実行に移せばいいだろうよ、何も今やることじゃない」

			　他の迷宮都市はそうやって作られたはずだ。

			　そう言って締めくくると、ガルツは領主を正面から睨(にら)みつけるかのように見つめた。

			「確かにそれも堅実でいいでしょうね。しかし、それでは時間がかかる。ダンジョンというのは金のなる木ですからね。街の財政が潤(うるお)うなら、早ければ早い方がいいでしょう？」

			　街のゴロツキすらも震えあがるようなガルツの視線を受け止めながら、領主は楽しそうに笑った。

			　この男は状況がわかってないのか？　どこからそんな自信が出てくるというのか――ガルツは目の前の領主を胡(う)乱(ろん)げな目で見る。

			　確かに、ダンジョンは金のなる木と言っても間違いはない。

			　ダンジョンのモンスターから採れる素材や魔核は資源として珍重される。

			　今回確認されたダンジョンのモンスターは、ジャイアントアントと呼ばれるモンスターだ。

			　甲(こう)殻(かく)は軽くて頑丈な性質を活かして防具や武器へ、酸や回復効果のある蜜、さらにそれらが入っていた内臓器官などの特殊な効果を持つ部分なども、様々な分野に利用できる。

			　さらに、巣の奥深くにいるだろう卵や幼虫などは、貴族などがこぞって求める珍味や特殊な薬の原料として高値で取引されている。

			　領主の計画通りに迷宮都市を作ることができれば、この地域一帯の経済は間違いなく一気に活性化するだろうことは、誰にでも簡単に予想できた。

			　だが、それは迷宮都市を作ることができればの話でしかなかった。

			「御託はいい、だが、すぐに街を作るのは不可能だ。ギルドに所属している冒険者の数には限りがある。いつまでも街の護(ご)衛(えい)のために冒険者を派遣することはできない。他の地域を手薄にするわけにはいかないからな」

			「ええ、それはもちろんです。こちらとしても、街を作っている間に、他の村や街がモンスターに襲われるのは望むところではありません。冒険者を長期間派遣してもらおうとは考えていませんよ」

			　のらりくらりとした反応を返す領主に、ガルツは苛立ちを募らせていく。

			　彼は思わず立ち上がり、声を荒らげた。

			「じゃあ、どうしようって言うんだ！　護(ご)衛(えい)も置かずに街を作るとでも言うつもりか？　モンスターがあふれだしたらあっという間に全滅するぞ！」

			「まあまあ、落ち着いてください、ガルツさん。こちらも、そんなことなど考えてはいませんよ。もちろん勝算があってのことですとも」

			「ほう、そこまで言うなら聞かせてもらおうじゃないか」

			　勝算がある。

			　その言葉を聞いたガルツが怒りをおさめ、ソファーに座りなおす。

			　彼が話を聞くつもりになったことを確認した領主は、嬉々としてその計画を語った。

			「ダンジョンからモンスターがあふれ出してしまっては、少数の護衛では街を守りきることはできません。それはお分かりですよね？」

			「あたりまえだ、もしあふれればかなりの数のモンスターになるだろうな。特に、今回見つかったダンジョンのモンスターはジャイアントアントだ。あの手のモンスターがあふれ出すと、とんでもない数のモンスターがあふれ出てくるだろうよ。とても少数で守り切れるような規模じゃないだろう」

			「ええ、その通りです。ですが、それはダンジョンからモンスターがあふれ出すのを、ただ指をくわえて見ていた場合です。あふれ出した時に手を付けられないなら、そうなる前に数を減らしてしまえばいいのです」

			「それは本気で言っているのか？　そんなことをすれば、どれだけ犠牲が出るか分からないぞ！」

			　領主が語った計画に、彼は耳を疑った。

			　本気でそんなことを言っているのならば、あまりにも楽観的すぎだ。

			　ダンジョンからモンスターがあふれ出すのは、ダンジョンが抱えきれなくなったモンスターを外へと吐きだすためだと言われている。

			　そのため、モンスターを殲(せん)滅(めつ)してしまうというのは、確かにそれを防ぐ方法としては間違ってはいない。

			　しかし、普通にダンジョンに潜る冒険者ですら、その死亡率は低くはないのだ。

			　ダンジョンからモンスターがあふれるのを待つよりは、確かに有効だろう。

			　だが、街ができるまでの間に十分な数のジャイアントアントを殲滅するとなると、かなりの犠牲が出ることが予想される。

			「報告書をちゃんと読んだのか？　Ｂランクパーティーですら死にかける数だぞ？　それに、今こうしている間にもダンジョンは成長している。あいつらが入った時よりもさらに凶悪になっている可能性だってある」

			「もちろん、拝見いたしました。『蒼(そう)翼(よく)の剣』というパーティーでしたか？　こちらにも噂は届いておりますよ。なかなか将来有望な方々のようでうらやましい限りです……おっと話がそれましたね」

			　領主は話を戻すと、続きを語り始めた。

			「ダンジョンに入ったところ、数百匹を超えるジャイアントアントの群れに襲われたとのことですね。ですが、全員無事に生還することができたとも聞いております。彼らが死にかけた、というのも少数でダンジョンに入ったからでは？　現れるモンスターも、せいぜいがＤランクといったところ。これの数が数倍になったところで十分殲(せん)滅(めつ)可能ですよ」

			「あいつらは運が良かっただけだ。次もうまくいくとは限らない。それに、今回のダンジョンは見つかってすぐの段階で中級のアントが確認されている。普通のダンジョンよりも成長が早いのは明らかだ。下手をするとダンジョンマスターがいる可能性だって否定はできない」

			　ガルツが領主へと忠告すると、彼はその忠告を一笑に付した。

			「ははは、これはお戯(たわむ)れを。ダンジョンマスターなどお伽(とぎ)噺(ばなし)に出てくるような存在ではありませんか。そのようなもの、そうそう現れるものではありませんよ。ダンジョンマスターがいるという確証もないのでしょう？　成長が早いといっても所(しよ)詮(せん)はＣランク程度のダンジョンです。どうとでもなりますよ」

			　確かにダンジョンマスターに関しては、彼の勘に過ぎない。

			　だが、ダンジョンの成長が早いのは、間違えようのない事実だった。

			　どうにも嫌な予感が、頭から離れない。

			「仮にダンジョンのモンスターが殲(せん)滅(めつ)可能だとしても、戦力はどうする」

			「こちらも２００人ほど兵士をダンジョンに送りましょう。兵士の数が減るのは問題ですが、ダンジョンへ行って、モンスターを少々殲滅する程度の間ならば何とかなります。全員手(て)練(だ)れの兵士たちですから、彼らだけでも十分殲滅は可能でしょうね。しかし、モンスターの討(とう)伐(ばつ)の経験はあるのですが、ダンジョンというとさすがに経験のある者はいません。そこで、そういったことに慣れている冒険者の方々に力を貸して欲しいとお願いしているのですよ」

			　領主の言いたいことは簡単だった。

			　つまり、モンスターの殲滅に関してはこちらでやるから、冒険者たちにはダンジョン内での索敵や、罠(わな)の警戒などを任せたいということである。

			「冒険者が必要な理由は分かった。だが、受ける奴がいるとは限らないぞ。『黒軍の大穴』は未発表だが、Ｃランクのダンジョンだ。簡単に死ぬような駆け出しを送るわけにはいかん。十分な経験を積んだ冒険者たちなら、ダンジョンの危険性だって分かっているだろう」

			　冒険者ギルドには、所属する冒険者たちに強制的に依頼を受けさせる力がある。

			　だが、それは主に緊急時や、どうしようもない理由があってこそのものだ。

			　そうでない場合に無理やり依頼を受けさせれば、確実に冒険者たちの信頼を失ってしまう。

			　冒険者がギルドに所属するのは利便性というものが大きいが、いざという時にギルドが守ってくれるからという一面もある。

			　そのギルドが、危険な依頼に冒険者を送り込むとなれば、別の街のギルドに拠点を移すか、ギルドを抜けるものが相次ぐだろう。

			「そうですね、それも重々承知しております。こちらとしても、腕の立つ冒険者の方々に声をかけてはいるのですが、どの方にも断られてばかりでしたね。Ｄランクの冒険者の中には乗り気な方々もいましたが」

			「すでにそっちで声をかけていたのか……まあ、受ける馬鹿はそうそういないだろうな。それで、あんたの探す腕の立つ冒険者は見つかったのか？」

			　ギルドが協力を渋ることも考慮に入れていたのだろう。

			　領主はすでに、ギルドを通さずに依頼を受けてくれる冒険者を探していた。

			　こうして、彼がガルツと会談を行っているのも、一種のパフォーマンスでしかなかった。

			　用意周到な領主に、ガルツはいろいろと文句を言いたかったが、冒険者が個人的に依頼を受けるのは禁止されていない。

			　ギルドを通す依頼と違って、個人的な依頼ならばランクも関係はない。

			　その代わりとして、身の丈に合わない依頼を受けたものはその報いを受けるだけであった。

			「ええ、『緋(ひ)色(いろ)の牙』というＡランクパーティーが協力してくれることになりました。最近、この街に来たようですね。報(ほう)酬(しゆう)を弾んだところ、快く協力してくれることになりましたよ」

			『緋色の牙』、その名前にガルツは覚えがあった。

			　最近勢いに乗っているＡランクのパーティー。

			　彼らはダンジョンの攻略を果たして、名を上げたことで有名である。

			　領主の自信の陰には、彼らの存在もあった。

			　Ａランクという十分な実力を持ち、なおかつダンジョンを攻略した経験のある冒険者たちとなれば、今回の仕事にはまさに打って付けのパーティーだと言えるだろう。

			「そちらの自信の理由は分かった。だが、相手はダンジョンだ、何が起こるかは分からん。冒険者ギルドとしては、積極的に冒険者を送ることはしない。せいぜいが依頼書を掲示するくらいだな」

			　領主お抱えの兵士２００人に、Ａランクの冒険者パーティー。

			　それだけの戦力の存在を知らされながらも、ガルツは首を縦に振らなかった。

			「ええ、それでもかまいませんよ。こちらとしても、保険程度のものですので。出発は１週間後です。もし考えが変わって、協力してもいいとなれば、いつでもご連絡ください」

			　領主はもともと、自分たちの力だけで済ませてしまうつもりだったのだろう。

			　しかし、ギルドに相談もせずにダンジョンを管理下に置いてしまうのは、冒険者ギルドとの関係がこじれる可能性がある。

			　それを危惧して、断られることを承知で協力を打診する手紙を送ってきた――これまでのやり取りでそう判断したガルツは、これ以上は何を話しても無駄だと立ち上がる。

			「分かった……話はこれで終わりだ。邪魔したな」

			「ええ、ありがとうございました、ガルツさん。……ギルドマスター殿がお帰りです。門まで送って差し上げなさい」

			　領主の部下に連れられ外へと出たガルツは、やりきれない思いを抱えながら、ギルドへと戻った。

			　

			　１週間後。

			　リーアの街からダンジョンに向けて、領主の兵士２００名、冒険者20名あまりの集団が出発した。

			　その中の誰もが、この作戦が成功すると信じて疑うことはなかった。

			　彼らはダンジョンへと到着し、意(い)気(き)揚(よう)々(よう)とその中へと入っていく。

			　彼らの進む先に、準備を整えて待ち構える、悪夢のような大軍勢が待ち構えていることを知らずに――

			　

			◆　◆　◆

			　

			「これまたずいぶんとたくさん来たな」

			「同じ装備の人がいっぱいいるよ！」

			「冒険者らしき方も何人かいますね」

			　ダンジョンへと向かってくる一団は、そのほとんどが統一された装備を付けているようだ。

			　その格好から判断すると、おそらくはどこかの兵士なのであろう。

			　その数は２００人ほどだろうか？　いくつかの集団になって、こちらへと真っ直ぐ向かっている。

			　その後ろには装備に統一感のない集団――おそらく冒険者と見られる人間たちが20人ほど続いているのが見える。

			「なんだか強そうな奴らがいるな……」

			「見て見て！　あの鎧(よろい)かっこいいよ！　剣もおっきい！」

			　兵士たちの後ろを歩く冒険者の集団の中に、他の冒険者と比べてどこか違った雰囲気を持つ冒険者たちを見つけた。

			　見るからに他の冒険者の身に付けているものよりも、はるかに質のよさそうな装備をしている冒険者が４人いる。

			　４人で固まって進んでいる様子を見る限り、おそらくは同じパーティーなのだろう。

			　高ランクの冒険者と見られるパーティーの中でひときわ目立つのが、赤い鎧(よろい)を付け、身の丈ほどの大剣を背負った大柄な剣士だ。おそらく先頭を歩く彼がリーダーなのだろう。

			　さらに続くのが、ローブを着て大きな宝石のはまった杖(つえ)を持つ線の細い魔法使いらしき男。

			　地味な茶色のケープをまとい、弓を背負った斥(せつ)候(こう)らしき男。

			　そして神官のような白い服を着て、巨大なハンマーを装備した大柄な戦士……いや神官か？最後の男の職業は不明だが、とりあえずその４人である。

			　おそらく、彼らがあの集団の中で最も強いだろうとあたりを付ける。

			　兵士の中には、隊長らしき少し豪華な鎧を付けている兵士もいるが、あの４人の装備の良さとは比べ物にならない。

			「あいつらは要注意だな。この前の冒険者たちよりも強そうだ」

			「そうだね……でも、きっと大丈夫だよ！」

			「アリさんたちにできるだけ被害が出なければいいですけど……」

			　能天気にフィーネが笑う。

			　そうだ、ここで心配していても仕方がない。たとえ何がこようとも、こちらはできることをやるだけだ。

			　ダンジョンの入り口へとたどり着いた彼らは、さっそく地面に杭のようなものを打ち込んだ。

			　すると、杭の周囲に半径１００メートルほどの、円形のバリアのようなものが張られた。

			「杭を打ち込み始めたと思ったら、なんだ、あれ……バリアか？」

			「うーん……なんだろうね？」

			「ここからだと、あんまりよく分かりませんね」

			　謎のバリアのようなものの正体は、彼女たちにもよく分からないようだ。

			　バリアの発生源であろう杭を鑑定しようとするが、なぜかできなかった。

			　それならばと、バリアの中に視点を移動させようとするが、こちらも領域内であるはずなのに移動できない。

			　どうやら、あのバリアの中では物を鑑定したり、視点を移動したりといったダンジョンの機能が使用できないらしい。

			　遠距離に視点を置いて、バリア内を見ることはできるようなので、相手の様子を探ることはできそうだ。

			　つまりあのバリアは、ダンジョンの能力を阻(そ)害(がい)する何らかの能力があるようだな。

			　ダンジョンの干(かん)渉(しよう)から拠点を守るためのものといったところだろうか？　ダンジョン全体に何らかの悪影響を与えるなどといったことはおそらくなさそうだ。

			　円形のバリアが出来上がると、その中にテントが建てられていく。

			　どうやらあの兵士たちは、長期間このダンジョンの周辺に滞在する予定であるようだ。

			　あの兵士と冒険者の数を見る限り、彼らの目的はダンジョンの調査などというわけではなく、本格的にダンジョンを攻略しに来たのだろうと思われる。

			　テントを張り終えると、豪華な鎧(よろい)を着た兵士が、何か指示をしている。

			　指示が終わったのか、兵士と冒険者たちが雄(お)たけびをあげ、行動を開始した。

			　拠点を守るためなのか、２割ほどの兵士をバリア内に残し、残りの兵士や冒険者たちは全員ダンジョンへと侵入してくる。

			　侵入者たちは最初の大部屋にいた下級と中型のアントたちの群れを難なく倒すと、いくつかのグループに分かれてダンジョンの奥へと進み始めた。

			　入り口周辺には下級と中型のアントしか配置していないため、あれだけの数の敵では対処しきれないようだ。

			　さて、もう少し奥まで進んでからが本番の始まりだ。いろいろと試させてもらうとしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「アンガス隊長！　ダンジョンの入り口へと到着しました！」

			「よし、結界柱を設置しろ！　設置後テントを張り、拠点を作る！」

			「「「「はっ！」」」」

			　道中、何度かソルジャーアントに襲われたが、領主の派遣した兵士たち全員が無事ダンジョンの入り口へと着いていた。

			　今回の任務は、ある程度の日数がかかると予想されている。

			　隊長と呼ばれた男は、すぐさま隊員たちに拠点の準備を開始させた。

			　彼らが設置した結界柱と呼ばれる魔道具は、弱いモンスターを寄せ付けない効果をもつ領域を張ることができる。

			　フィールドの維(い)持(じ)に魔力が必要なことと、モンスターの侵入を完全に防ぐことができないという欠点はあるが、長期間の拠点の設置には欠かせないものだ。

			　さらにこの結界柱は、今回の任務の場合、もう１つの効果を発揮する。

			　ダンジョンの周囲では、いきなり別の地点にダンジョンの入り口が現れるということが起きる可能性がある。

			　拠点の中にいきなりダンジョンの入り口が現れ、モンスターが出てきては非常に危険だ。

			　突然襲撃される危険がある中では、ゆっくりと休むことすら困難である。

			　しかし、どういうわけか、結界柱を設置するとその周囲には入り口が現れないのだ。

			　ダンジョンを囲むように存在する迷宮都市では、結界柱の高性能版を使い、街中にモンスターが現れるのを防いでいる。

			　さすがに領主の力だけでは、非常に高価なそれらを用意することはできなかったが、ダンジョン攻略の拠点を用意するだけならば結界柱だけでも十分であった。

			　実際にダンジョンの周囲で使うのは初めてであるため、少し不安を感じたアンガスであったが、これで入り口の発生を防ぐことができるだろうと、気を取り直す。

			「隊長！　拠点の設置が完了しました！」

			　テントの設置も終わったようで、彼の下へと先ほどの兵士が駆け足でやって来る。

			　兵士の報告を聞き、アンガスは満足そうに頷いた。

			「うむ、ご苦労だった――全員、聞け！　これよりダンジョン内部のモンスターを殲(せん)滅(めつ)する！　我々、第１部隊と第２部隊は拠点の防衛。第３から第５部隊は冒険者とともにダンジョン内へ突入！　冒険者たちは兵士から離れずに行動するように。それでは各員行動開始！」

			「「「「オオオォォ！」」」」

			　雄(お)たけびをあげ、兵士たちと冒険者たちが動き始める。

			　次々にダンジョンの中へと潜っていく彼らの様子を見て、アンガスは不敵な笑みを浮かべる。

			　兵士たちがダンジョンへと入っていく様を見守っている彼の下へ、『緋(ひ)色(いろ)の牙』のメンバーが近づいていく。

			　ダンジョンの攻略を果たしたことのある、有望なＡランクの冒険者たち。

			　今回集まった冒険者たちの中でも、抜きんでた戦力を誇(ほこ)る彼らの姿を見て、アンガスは『緋色の牙』の下へと近づいていく。

			「これはこれは、『緋(ひ)色(いろ)の牙』の皆さん。今回の任務はよろしくお願いします」

			「ああ、こちらこそよろしく頼む。さて、隊長さん。事前の打ち合わせの通り、俺たちのパーティーだけで入らせてもらうが、問題はないか？」

			　どうやら、彼らは作戦の確認に来たようだ。

			　現時点では、特にイレギュラーな事態も起こってはいない。

			　事前に打ち合わせしたままでいいだろうと判断したアンガスは、彼らに頷き返す。

			「はい、問題ありません。我々ではあなた方の足手まといになってしまうでしょうからね」

			「分かった、それでは行ってくる。きっちり働かせてもらうよ」

			「はい、お気を付けて。もしもの時は、兵士たちをお願いします」

			「ああ、その時はできるだけなんとかさせてもらおう」

			　さすがに領主お抱えの精鋭である兵士たちといえども、Ａランクの冒険者たちと比べるとやはり戦力としては劣ってしまう。

			　一緒に行動して足を引っ張るくらいならば、最初から彼らには単独で行動してもらった方がいいだろうというのが、領主の考えだった。

			　作戦の確認を終えると、『緋色の牙』の面々もダンジョンの中へと消えていった。

			　しばらくするとダンジョンから戻ってきた伝令隊が、アンガスに現在の状況を伝えた。

			　兵士たちは、最初の大部屋にいたジャイアントアントの群れを無事に殲(せん)滅(めつ)した後、消費した物資を補給。

			　その後はいくつかの分かれ道になっていたので、部隊ごとに分かれてダンジョン内の掃討を開始したようだ。

			　ここまでは、事前にもたらされた情報にもとづいた計画通りであった。

			　その後も何度か伝令が来て、順調に掃討が進んでいることを伝える。

			　報告通り、ダンジョン内部には下級と中級のアントばかりのようだ。アンガスは部下に気が付かれないように胸をなでおろした。

			　ダンジョンの外に設置された拠点には、倒されたジャイアントアントたちが次々に運ばれ、待っていた兵士たちの手によって解体されていく。

			　すでに小さな山ができるほどに積み重ねられたそれらの素材は、売却すれば結構な額になるだろうということは、簡単に想像できる。

			　ジャイアントアントの甲(こう)殻(かく)ならば、売らずに兵士たちの装備に加工するのもいいかもしれない――アンガスは、漆黒の鎧(よろい)に身を包んだ自らの部隊の姿を夢想する。

			　報告では、兵士や冒険者たちの中には軽傷を負ったものがいるらしいが、戦闘に支障がない程度だそうだ。

			　予想していたよりもジャイアントアントの数が少々多いようだが、そちらも問題はないだろうと判断された。

			「今のところは順調に進んでいるようだな。このまま何事もなく終わればいいが」

			「そうですな。予想よりもアリどもの数が多いようですが、現時点では問題なく倒せているとのことです。この分だとすぐに任務も終わるでしょうな」

			　しかし、それ以降いつまで経っても、拠点へと伝令が戻ってくることはなかった。

			　どうやら――ダンジョン内で、何かトラブルが発生したようだ。

			　多少の犠牲が出る可能性は予想していたが、すべての部隊と連絡が取れなくなることなど、アンガスは予想すらしていなかった。

			「ええい！　何が起こっている！　伝令は何をしているのだ！」

			「隊長、落ち着いてください。何かトラブルがあったのかもしれません。まずは確認のために何人かダンジョンへ向かわせましょう」

			「……そうだな、第２部隊はダンジョンの中へ突入し、何が起こっているのか確認しろ！　危険だと判断したらすぐに退却するように！　くれぐれも無理はするなよ！」

			　アンガスはすぐさま第２部隊を、状況の確認のためにダンジョンへと突入させる。

			　しかし、いつまで経っても、誰一人としてダンジョンから出てくることはなかった。

			　拠点の防衛をしていた隊員たちも、様子がおかしいと気が付きざわつき始めた。

			「い、いったい何が起こっているのだ」

			　彼は、呆然とダンジョンの入り口を見つめる。

			　彼の視線の先で、ぽっかりとその口を開けるダンジョンの入り口は、まるで巨大な化け物が口を開け、馬鹿な獲物が飛び込んでくるのを待っているかのようだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それでは各員行動開始！」

			「「「「おおー！」」」」

			　アンガス隊長の号令を聞き、兵士たちの雄(お)たけびが響く。

			　危険なダンジョンを前にしても、彼らの士気は非常に高い。

			　第３部隊を率いるゴドウェルは、その様子を見てさっそく号令をかける。

			「よし！　第１班は前へ！　報告書の通りなら、ガンナーアント以外の攻撃は鎧(よろい)と盾で十分防げるはずだ！」

			　鎧と盾で身を固め、槍(やり)を持った１班を先頭に、長槍を装備した２班、クロスボウを装備する３班、攻撃魔法使いと回復魔法使いを含む４班、そして後ろの防御を固める５班の順で、ゴドウェルたちはダンジョン内を進む。

			　ダンジョンに侵入した彼らは、報告よりも通路の幅がだいぶ広くなっていることに気が付いた。

			　予定では途中で部隊を分けることも考えられていたが、この広さならばその必要はなさそうだと判断するゴドウェルの下へと、前方の兵士の声が届く。

			「前方にジャイアントアントの群れを発見！」

			「ようやく出てきたか！　１班は防御を固めろ！　２班は１班の間から槍(やり)で攻撃！　３班と４班はガンナーアントを優先的に処理しろ！　攻撃、放て！」

			　兵士たちは、ゴドウェルの号令とともに、クロスボウと魔法による攻撃を開始する。

			　そのうちのいくらかは、ジャイアントアントの硬い甲(こう)殻(かく)に弾かれたようだが、先制攻撃としては十分なダメージを与えることに成功していた。

			　近づいてきたウォーリアーアントが何とか噛みつこうとするが、兵士たちの鎧(よろい)と盾に阻まれ、うまくいかないようだ。

			　その隙に後方から２班が槍で攻撃し、ウォーリアーアントたちの動きを牽(けん)制(せい)する。

			　その間に装(そう)填(てん)を終えたクロスボウの、至近距離からの一斉射撃で残りのジャイアントアントたちが倒される。

			　戦闘終了後、ゴドウェルが確認した限りでは兵士たちに負傷した者はおらず、なかなかの滑り出しといってもいい戦果であった。

			「怪(け)我(が)人はいないようだな。我々はこのまま進むぞ。まずは報告にあった大部屋を制圧する！」

			「「「「はっ！」」」」

			　その後、順調にジャイアントアントたちを倒しながら、兵士たちは大部屋へとたどり着く。

			　大部屋の中には、数十を超えるジャイアントアントたちが待ち受けていた。

			　予想していたよりずっとその数が多いが、初戦を快勝して勢いに乗ったゴドウェルたちに恐れはなかった。

			「ふむ、数が多いが問題はないだろう。総員戦闘準備！」

			　たとえ相手の数がどれだけ多かろうと、彼らの戦闘の方法は変わらない。

			　盾で抑え込み、槍(やり)で牽(けん)制(せい)、矢と魔法で殲(せん)滅(めつ)する。

			　個人、もしくは少数のメンバーの力によってモンスターと戦う冒険者に対して、兵士たちの強みはその数と訓練によって培(つちか)われた連携である。

			　呼吸を合わせ、部屋の中へとなだれ込む兵士たち。

			　彼らは流れるように隊列を組み、ジャイアントアントとの戦闘を開始する。

			「どんどん攻撃を放て！　相手に攻撃する暇(ひま)を与えるな！　前衛！　後ろにアリを通すなよ！」

			　ジャイアントアントたちは前衛に阻まれ、攻撃を通すことができない。

			　そのまま、ジャイアントアントたちは弓と魔法の斉射でだんだんと数を減らしていく。

			　冒険者たちも、兵士の活躍をただ見ているだけではなく、身軽なことを利用してジャイアントアントたちを牽制していた。

			　しばらく続いた戦闘の後、部屋の中には動いているジャイアントアントは１体もいなくなった。

			「戦闘終了！　被害状況を報告せよ！　――ふむ、犠牲者、重傷者ともになし、軽傷者が数名か。伝令！　拠点に情報を届けろ！　小休止を挟(はさ)み、矢の補給と回復が完了次第、侵攻を再開する！」

			　ゴドウェルが被害状況を確認し、部下たちに休憩を取らせる。

			　そのうち、後からやってきた他の部隊も彼らの下へと合流した。

			　さすがにジャイアントアントの数が多かったのか、兵士の中には何人かの軽傷者が出ていた。

			　だが、それも回復魔法をかければ問題ない程度でしかない。

			　これならば、ダンジョンの制圧にも思ったより被害が出なさそうだとゴドウェルは一人頷く。

			　兵士たちが十分な休憩を済ませたところで、消費した矢が後方から運ばれてきた。

			「休憩やめ！　これより物資を補給し、侵攻を再開する！　１班前へ！　進め！」

			　彼らが先ほどまで休憩していた大部屋を抜けると、枝分かれした通路が待っていた。

			「道が枝分かれしているな。よし、我々第３部隊は正面の道を進むとしよう」

			　そのまま、他の部隊と分かれると、ゴドウェルたちは慎重に周囲を警戒しながら、前方にある通路へと足を進めていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――ここまでは作戦通りだな！」

			「そうだね！　うまくいってるね、ダン！」

			「あとは、奥に引き込むだけですね！」

			　侵入者たちは、入り口近くの大部屋のアントたちの殲(せん)滅(めつ)を完了したようだ。

			　兵士たちとジャイアントアントとの戦闘は見事なものだった。

			　全体が一つの生き物のように戦っていたのは、さすが訓練された兵士といったところか。

			　中級のアントたちを少々の数を集めたくらいでは、兵士たちにはかなわないだろう。

			　今は休憩中らしく、伝令らしき兵士がダンジョンの外へと走っていった。

			　そのうちに、他の侵入者たちも大部屋にたどり着き、休憩を始めたようだ。

			「あいつら分かれて進むみたいだぞ」

			「さっそくチャンスですね。相手の数が減れば、それだけこちらが有利になりますから」

			　侵入者たちは、枝分かれした通路をバラバラに進んでいく。

			　いくつかの部屋にいるアントを殲滅し、順調に奥へと進んでいるようだ。

			　そして、最初に入ってきた侵入者が、上級のアントたちが待ち構えている大部屋へとたどり着こうとしている。

			「そろそろいいだろう、ここからはこっちの番だ。待機中のアントは壁を壊せ！」

			「いよいよだね！　いけいけー！」

			　こちらの指示により、侵入者の後ろにあった壁が崩れ、崩れた壁から出てきた上級アントを含むアントの一団が通路へとなだれ込む。

			　それと同時に前方からもアントたちが侵入者の方へと向かう。

			　これで――前後からの挟(はさ)み撃ちの完了だ。

			　ダンジョン内のモンスターは食事をとる必要がない。

			　ということは、閉(へい)鎖(さ)した空間にどれだけ閉じ込めておいても問題はないのだ。

			　そこで大部屋に繋がる通路を土で塞ぎ、中にアントたちを待機させた。

			　土はある程度固めてあるので、外から見れば他の壁とほとんど区別がつかない。

			　そして油断して通り過ぎたところで壁を崩し、そこから上級のアントの部隊が湧(わ)きだすという寸法だ。

			　一度見れば対策される可能性もあるが、彼らを逃がすつもりはもとよりない。

			　これなら、前回のように大部屋まで逃げられることもなく、狭(せま)い通路内で敵を挟み撃ちにすることができる。

			　さあ、ここからが本番だ。相手はどう出るかな？

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ダンたちの策に気が付かないまま、ゴドウェルたちは順調にダンジョンを進み、いくつもの大部屋を通り過ぎていく。

			　彼らの下へと定期的に来る伝令によると、他の部隊も大きな怪(け)我(が)人も出ず、順調に進んでいるようだ。

			　しばらく歩いたところで、同行していた冒険者が声を上げる。

			「後ろからジャイアントアントが来るぞ！」

			「なんだと！　後ろには何もいなかったはずではないのか！　総員戦闘準備！　５班は防御を――」

			　ゴドウェルが兵士たちに指令を出そうとしたところで、前方にいた兵士からも声が上がる。

			「隊長！　前方からもアントが迫ってきます！」

			「なに!?　挟(はさ)み撃ちだと！　いや……慌てるな！　１班と５班は防御！　３班と４班は全力で攻撃しろ！」

			　兵士たちの後方から近づいてきた相手の姿が、次第にはっきり見え始める。

			　その姿を確認すると同時に、彼の部隊へと動揺が走った。

			「なんだ、あれは……あんなモンスター、情報にはなかったぞ！」

			　やってきたのは、分厚く刺(とげ)々(とげ)しい鎧(よろい)に身を包んだナイトアントだった。

			　体長も今までのものよりもひと回り大きく、明らかに中級のジャイアントアントではない威圧感を持つそれ。

			　後ろから続く群れの中には、他にも数体のナイトアントが確認できた。

			　情報にないモンスターが現れたことに驚いた彼らだが、それでもやることは変わらない。

			　ただ、いつも通りに敵を殲(せん)滅(めつ)するだけだ。

			「な、なんだ、あれは!?」

			「慌てるな！　ジャイアントアントには変わりはない！　攻撃開始！　撃て！」

			　クロスボウから一斉に矢が放たれる。

			　しかし、今まで中級のアントにもやすやすと突き刺さっていた矢は、硬い鎧をまとうナイトアントたちにぶつかるも、そのすべてが弾かれてしまった。

			　放たれた魔法も、その表面をわずかに焦がすか、ごく小さな傷を与えるだけで、とても効いているようには見えない。

			「バカな……攻撃が通じないだと……」

			「隊長！　ジャイアントアントが向かってきます！　指示を！」

			　呆然としていると、彼らの攻撃を受け切ったジャイアントアントたちが、猛然とゴドウェルたちの下へ突進を開始する。

			　その光景を見たゴドウェルは、兵士たちに突進を防ぐように指示を出す。

			「と、突進が来るぞ！　前衛はおさえこめ！」

			「はっ、はい！」

			　前衛の兵士たちが、ナイトアントの突進を防ぐ。

			　勢いに押されて、少し後退することになったが、何とか抑え込むことに成功した。

			　しかし、ナイトアントの突出した防御力の前では、彼らの武器では十分な牽(けん)制(せい)にすらならない様子だった。

			「下を狙え！　胴体の下は鎧(よろい)に包まれていない！　あそこなら攻撃が通るはずだ！」

			　胴体まで鎧に包まれているナイトアントだが、腹部の下側は甲(こう)殻(かく)が存在しない。

			　そこに目を付けたゴドウェルが指示を出し、兵士たちがナイトアントの腹部へと攻撃を集中させていく。

			　先ほどは弾かれていたクロスボウも、至近距離からならばなんとか少しはダメージを与えることに成功していた。

			　中級レベルの魔法も、硬い甲殻に防がれつつも効果が出ている。

			　相手が無敵ではないと分かった兵士たちは、根気よく攻撃を重ね、ようやく１体のナイトアントを倒すことに成功する。

			　だが彼らの勢いもそこまでだった。

			　次から次へと迫る強力なジャイアントアントに前と後ろを挟(はさ)まれ、じりじりと押されていく。

			　そして、ついに――

			「わぷっ!?」

			　ナイトアントの攻撃を押さえこんでいた前衛の１人が、近づいてきたジャイアントアントに、何かをかけられ、動きが鈍る。

			　慌てたゴドウィンがそのジャイアントアントに目を向けてよく見れば、それは似ているようでジャイアントアントではない。

			　８本の足を持つそれは、アントスパイダーと呼ばれるモンスターだった。

			「な、なんだこれ！　うわっ」

			　ねばねばした糸に足を取られ、体勢が崩れたところを、ナイトアントに押しのけられ転んでしまう。

			　その隙間から、ナイトアントたちが強引に体をねじ込み、前衛の兵士が崩されていく。

			　そして、ついにナイトアントたちが、崩れ切った前衛を抜けてしまった。

			　牽(けん)制(せい)のために突き出される槍(やり)をものともせず、ナイトトアントたちが無防備な後衛へと迫る。

			「ぎゃああぁ!?」

			「く、くそう！」

			「いやだ！　こんなところで死にたくない！」

			　前衛の兵士もナイトアントたちに囲まれ、次々と倒されていく。

			　突進を食らい、大(おお)顎(あご)に噛みつかれ、次々とやられていく兵士たち。

			　ウォーリアーアントの大顎を防いでいた鎧(よろい)もさらに強力なナイトアントの顎によって捻(ね)じ曲げられている。

			　何とか助かろうと抵抗しているが、完全に戦列の崩れた兵士たちは、数に押されて抵抗むなしく１人、また１人と倒れていく。

			　そして、ついにゴドウェル以外に、戦えるものはいなくなった。

			　部隊の中心にいた彼のもとへもナイトアントたちが迫る。

			　迎(げい)撃(げき)するために、腰にさしていた剣を振るうもたやすく弾かれ、彼の剣はナイトアントの群れの向こう側へと消えてしまった。

			「バカな、こんなはずでは――」

			　こんなことになるなんて思いもしなかった。

			　確実に勝てる戦いだったはずなのだ。それなのにどうして――

			　がっくりと膝をついたゴドウェルの意識はすぐに闇(やみ)に沈み、彼の率いる第３部隊は全滅した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「どこもうまくいったようだな、これで一段落か」

			「やったね！　大勝利だよ！」

			「皆さん、頑張っていましたね！」

			　ナイトアントの群れに挟(はさ)まれ、奮戦むなしく兵士たちはやられたようだ。

			　ウォーリアーアントたちをやすやすと葬ったクロスボウも、ナイトアントの硬い甲(こう)殻(かく)の前では無力だった。

			　他の部隊の兵士たちも、彼らと同じように上級のアントたちに囲まれ、倒されている。

			　別の部隊の兵士たちは、ガーディアンアントに攻撃を阻まれている間に、カノンアントに砲撃され、防御を強引に突破された。

			　巨大な酸の砲弾を盾と鎧(よろい)で防ぎきれず、全身に高濃度の酸をかぶった前衛の兵士は、あまりの激痛に絶叫を上げ地面を転がり回り、その隙に前衛を越えたアントたちが後衛へと迫り、態勢を立て直す時間もなく倒されていた。

			　もう１つの部隊の兵士たちは、他のアントと戦っている隙に、スナイプアントとアサシンアントによる奇襲攻撃により後衛が壊滅。

			　有効な攻撃手段を失った兵士たちは、絶望の表情のまま戦い続け、疲れ果てたところをアントたちの群れに飲みこまれていった。

			　さらに続けて入ってきた兵士たちは、上級のアントの群れを見て慌てて逃げ出したのだが、運悪く天井からボムアントたちがぶら下がっている場所を通ってしまい、大量の酸のシャワーを浴びることになる。

			　ボムアントは酸をまき散らした後に攻撃することなく退却してしまったため、彼らは他のアントたちが止めを刺しに来るまで、全身に走る焼かれるような激痛に耐え続け転がり回ることになった。

			　壮絶な最期を経験することになった彼らにはさすがに同情してしまったが、戦いなので仕方がないだろう。

			　この部隊が、一番悲惨なやられ方だったかもしれないな。

			　伝令のために走っていた兵士たちも、壁を崩して湧(わ)き出てきたアントたちに囲まれてしまい、なすすべもなく倒された。

			　これで外のバリア内にいる兵士たち以外は全滅したようだ。

			　兵士たちと一緒にいた冒険者たちも、同じようにこちらのアントたちの群れに倒されている。

			　さて、次はあの冒険者たちなのだが――

			「あの冒険者たち、かなり強いな」

			「どうしよう！　どんどんやられちゃってるよ！」

			　残った４人組の冒険者は、予想通りというべきか、かなりの手(て)練(だ)れのようだ。

			　隠し通路の存在にも気がついたようで、奇襲もうまくいっていない。

			　さすがに上級のアントは一撃で倒せないようだが、状況はよくないだろう。

			　このまま普通のアントたちををぶつけ続けても、あまり意味はなさそうだ。

			「このままだと、アリさんたちの被害が大きくなりそうですね……」

			「仕方ないな、シュバルツを出そう」

			「おお！　ついにシュバルツちゃんの出番だね！」

			　シュバルツにネームドモンスターたちを率いて移動させる。

			　シュバルツと彼女が率いる軍勢は、迷う様子もなく真っ直ぐに、あの冒険者たちのもとへと進んでいく。

			　ジェネラルアントやクイーンアントの持つ、仲間同士での情報共有能力のおかげなのか、どうやら冒険者たちのいる場所が分かっているようだ。

			　あとは、冒険者とうまくぶつかるように、時間稼ぎが必要だな。

			　隠し通路の奥に隠れているアントたちと、兵士たちを倒し終わり、待機状態のアントたちを動かす。

			　できることならば、アントフライの警報音で相手の場所を知らせることができるといいのだが、敵の様子を見る限りではそんな隙はなさそうだ。

			　アントフライたちは、冒険者たちに見つかったそばから音を出す間もなく、ほとんど一瞬で倒されてしまっている。

			　冒険者たちはジェネラルアントの特性を知っているのか、絶え間なくルートを変えながら高速で移動しているので、アントたちを誘導するのも難しいだろうか？

			　いや、シュバルツに攻撃命令を出してから、冒険者たちを包囲するようにアントたちが移動しているようだ。

			　じりじりとその包囲網が狭(せま)くなり、シュバルツの下へと冒険者たちが誘導されていく。

			　冒険者たちの方は、シュバルツたちを信じて任せるとしよう。

			　俺たちはその間に、外にいる兵士たちの対策をしておくことにする。

			　こちらは時間がかかりそうだが、邪魔さえ入らなければ何とかなるだろう。

			「さて、シュバルツ、そっちは頼んだぞ……」

			「シュバルツちゃん、がんばって！」

			　シュバルツたちは、このダンジョンの最大戦力だ。

			　彼女たちがどれだけの強さを誇(ほこ)っているのかは、未だにほとんど分からない。

			　その強さを比較しようにも、他のアントよりも戦闘力が突出しすぎているせいで難しいのだ。

			　あの冒険者たちなら、シュバルツたちの力を計るのにちょうどいいだろう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レオンたち『緋(ひ)色(いろ)の牙』は、新しく発見されたダンジョンである、『黒軍の大穴』に来ていた。

			　彼らは本来、ここからずっと東にあるアストガルド帝国内で冒険者をやっていたのだが、ダンジョンを踏(とう)破(は)した途端、あちこちから戦争のためにうちに来て欲しいという打診が鳴りやまなかったのだ。

			　いい加減面倒になり、アレーナ共和国を抜けて別のダンジョンにでも挑もうかと、彼らが仲間内で相談をしていた時だった。

			　途中で立ち寄った街で、とある噂を聞いたのだ。

			『Ｂランクパーティーが壊滅しかけるほどのダンジョンが現れたらしい』

			　この近くにダンジョンが存在するという話は、今までなかった。

			　つまり、わずかな期間でＢランクの冒険者を相手取れるほどに、急成長を遂げたダンジョンであるということ。

			　そんな話に、最初はただの噂かと思った彼らだったが、実際にボロボロになって帰還するパーティーを見たという人間は多かった。

			　さらに、この辺りでは見かけないモンスターが現れたという情報も手に入った。

			　もしも本当にそんなダンジョンが現れたのならば、そこを攻略すればさらに名を広めることができる。

			　そして、彼らが街の中でダンジョンについての噂を集めていた時に、領主の使いに声をかけられ、今回の計画を持ちかけられたのだ。

			　いきなり街を建設する――と聞いた時にはレオンもさすがに断ろうかと思ったが、よくよく話を聞いてみると、案外悪くはなかった。

			　危険性は高いが、むしろ成功する可能性は十分あると思えた。

			　迷宮都市の建設に貢献したとなれば、かなりの名声を手に入れることになる。

			　それがダンジョンを制圧し、直接そこに街を作り上げるという前人未到のやり方となればなおさらだ。

			　そこに参加した彼ら、『緋(ひ)色(いろ)の牙』の名もさらに有名になる。

			　うまくいけば、最上位の冒険者の証である、Ｓランクになるのも夢ではないかもしれない。

			　そう思い、レオンたちは今回の計画に乗ったのだが――

			　

			「上級のアントがいるなんて情報にはなかったぞ」

			　目の前に転がるナイトアントの死骸を見下ろし、そうつぶやくレオン。

			　燃え盛る炎のように赤い彼の鎧(よろい)には、ナイトアントの体液がこびりついている。

			　地面に転がりピクリとも動かないナイトアントの堅い甲(こう)殻(かく)には、ざっくりと大きく切り裂かれたような傷跡が残されていた。

			「ふむ、どうやら運悪くモンスターが強くなる時期に当たったようですな。『ヒール』！」

			　そういってレオンへと弱い回復魔法を使ったのは神官のゴルバド。

			　本当に神官なのかと疑いたくなるような、筋骨隆々の体に巨大なハンマーを背負った大男である。

			　彼が背負ったハンマーの先端にも、ジャイアントアントの物らしき甲殻の欠片(かけら)がこびりついていた。

			「強くなる時期ったって、さすがに早すぎねえか？　それで、どうするよレオン？　こいつを報告しに一度引き返すか？」

			　ゴルバドの言葉にぼやくように返す、くたびれた土色のケープの男はジノー。

			　モンスターなどから漏(も)れ出るマナの量から、おおよそ強さを察知するという特殊な魔法を使うことができる彼は、『緋(ひ)色(いろ)の牙』の斥(せつ)候(こう)役を任されていた。

			「いえ、僕たちは問題ないですが、上級のジャイアントアントは最低でもＣランクです。兵士の方々には手に余る相手でしょう。少しでもジャイアントアントを倒した方がいいのでは？」

			　地面に転がるナイトアントを調べながら、そう提案したのはダリオである。

			　魔法の威力を引き上げる力を持つ、赤く大きな魔石をはめ込んだ杖(つえ)を使い、高威力の炎と土の魔法で敵を殲(せん)滅(めつ)する彼は、レオンたちのパーティーの最大火力だった。

			　

			　ダンジョン内を進む彼らの目の前に現れたのは、上級のジャイアントアントであるナイトアントだった。

			　ナイトアントなどの上級のジャイアントアントが、彼らの目の前に現れたものだけ――ということはありえない。

			　一度引き返し、上級のジャイアントアントと遭(そう)遇(ぐう)したことを報告するという、ジノーの案も一理あった。

			　しかし、すでに突入した兵士たちが危ないと判断したレオンは、ダリオの案を採用することに決定した。

			「今回はダリオの案を採用しよう。このまま周囲のジャイアントアントを倒して回る。兵士たちを見つけたら、回収して一度ダンジョンから出るぞ」

			「了解、じゃあ、さっそく先に進むとしようぜ」

			　彼らは大まかな作戦を確認したのち、周囲を探し回りながらダンジョンの中を進んでいく。

			「おい、また隠し通路があるぞ」

			「またですか、それにしてもよく分かりますね。僕にはただの土の壁にしか見えませんが」

			「へへへ、こういうのは得意だからよ――ほれ、やっぱり壁が崩れるぜ」

			　先頭を進むジノーが、隠し通路を発見してその壁を崩す。

			　彼らが隠し通路の先を確認すると、その奥にはジャイアントアントの群れが待ち構えていた。

			　偽装され、ほとんど見分けがつかない土の壁。

			　気が付かずに通過してしまえば、前後から挟(はさ)み撃ちにされると思われる、隠し通路の存在。

			　そのわずかな違いを見逃さず隠された通路を発見するには、ジノーのように高い技量が必要不可欠である。

			　兵士たちはこれに気が付けただろうかと、レオンはその顔をしかめる。

			「しかし妙ですな。ジャイアントアントにここまでの知能があるとは思えませぬ。ゴブリンやオークなら分からなくもないのですが――」

			「おかしいっていっても、実際にこうして通路が隠されてるんだ。それはどう説明するんだ？」

			「ふむ、そう言われると何とも……まあ何にせよ妙です。注意すべきでしょうな」

			「確かにそうだ。だが、あれこれ考えていても手掛かりがないから無駄だろう」

			「そうですね、こうして話している間にも兵士たちはやられているかもしれません」

			　ゴルバドのその言葉に、他のメンバーが頷く。

			　ジャイアントアントたちの編成も、その特性を意識したような面倒な配置だった。

			　しかし、それが偶然なのか、それとも意図したものなのかを判別するには、まだ情報が足りない。

			　その可能性もあると考えて慎重に進むこと以外に、彼らにできることはなかった。

			　――先ほど、ダンジョンを進む彼らの下へと、どこからか悲鳴のような叫び声が届いていた。

			　おそらく、先ほどの悲鳴の主はジャイアントアントに襲われたのだろう。

			　ここへやって来た兵士たちの装備と実力では、上級のジャイアントアントたちと対等に戦うには不十分である。

			　悲鳴を聞きつけた彼らだが、助けにいこうにも、複雑に枝分かれしたダンジョン内ではどこから声が聞こえたかすら分からない。

			　残念ながら、悲鳴の主の救出は諦(あきら)めるしかなかった。

			「よし、先を急ごう。うまくいけば生き残りの兵士とも合流できるかもしれないしな」

			「そうだね、まあ、この分だと全滅しているかもしれませんが」

			「へへへ、さすがに冗談きついぜ」

			「そうですな、兵士がやられてしまう前に、何とか彼らを拾っていきたいものですな」

			　隠し通路の中にいたジャイアントアントを殲(せん)滅(めつ)した彼らは、生き残りの兵士を探しながら先を急ぐ。

			　やがて、彼らは通路の途中で激しい戦闘があったと思われる跡を見つけた。

			　悲鳴が聞こえたおおよその方向とも、だいたい合致しているその場所。

			　おそらく兵士たちは、ここでジャイアントアントに襲われたのだろう。

			　周囲に目をやる彼らだが、近くに人影はなさそうだと判断する。

			「――この足跡を見てくれ。こっちから続いてるのがここにやって来た時の足跡だな。このあたりで戦闘が始まったんだろうな。足跡がぐちゃぐちゃになってやがる。そんで、こっから先に進んだ足跡はねえ。つまり――」

			「ここで全滅したってわけか」

			「死体も残っていないということは、すでにダンジョンに吸収されたということでしょうな」

			　ダンジョンで死んだ者は、しばらくすれば死体が吸収されてしまうため残らない。

			　悲鳴はあれからももう一度響き、他の兵士たちも襲われたであろうことが分かる。

			　そして、そのうちの１つが、ここで全滅していたということは――

			　歯がゆい思いを感じながらも、先に進む彼らの下へまたもや引き裂くような悲鳴が聞こえた。

			「これで３回目、いずれも別方向からですな」

			「つまり、一緒に入ってきた兵士はまず間違いなく全滅したってことだな。レオン、どうするよ」

			「……仕方ない、兵士たちの生存は絶望的だろう。一度ダンジョンの外に出るとしよう。作戦はおそらく失敗だろうな」

			　兵士の救出を諦(あきら)め、一度ダンジョンの外へと出ることにしたレオンたち。

			　辿ってきた道を引き返して行く彼らは、違和感に気が付いた。

			　だんだんと、襲い掛かるジャイアントアントたちの数が増えている。

			　それだけではない。まるで、徐々に囲まれているかのような、不穏な気配。

			「ジャイアントアントの動きが怪しいな。まるで、こちらを囲むかのような動き方だ。もしかしたら、あれがいるかもしれんぞ」

			「ジェネラルアントですか。もうそんなものまでいるとは」

			「本当にできたばかりのダンジョンなのですかな？　今まで見つかっていなかっただけでは？」

			「いや、それはないだろうよ。なんせ、ここは草原のど真ん中だ。近くにもいくつか村がある。そんなに長い間ずっと気が付かれないなんてありえねえ」

			　そして――彼らがたどり着いた大部屋の先では、ジャイアントアントたちの群れが整然と並んで待ち構えていた。

			「いたぞ！　ジェネラルアントだ！」

			　ジノーが通路の陰から大部屋の中を覗き込み、できる限り小さな声で仲間に警告する。

			　前方に並ぶジャイアントアントの中でもひときわ大きく、その存在感をありありと見せつける巨大なモンスター。

			　重厚な甲(かつ)冑(ちゆう)のような甲(こう)殻(かく)を纏(まと)い、辺りへと威圧感をまき散らすジェネラルアント。

			　さらに、その取り巻きとして周囲に立ち並ぶのは上級のアントばかりであった。

			「ジェネラルアントに、その取り巻きの上級アントの群れですか。厄(やつ)介(かい)ではありますが、僕たちなら勝てる相手ですね」

			「たとえジェネラルアントでも、すぐに倒せば問題ない！　増援が来る前に倒すぞ！」

			「待ってください、レオン殿！　なんだか様子がおかしいですぞ！」

			　背中に背負った大剣に手を掛けたレオンだが、ゴルバドのその声にぴたりと手を止める。

			　大部屋の中心で、悠然と立ちはだかるジェネラルアントは、Ａランクの冒険者であるレオンさえも圧倒しそうな威圧感を放っている。

			　ジェネラルアントはモンスターとしての強さは、せいぜいがＢランクの中ほどでしかない。

			　そのジェネラルアントが、これほどまでの威圧感を放っているのは、確かに不自然だった。

			「ジノー！　鑑定だ！　ジェネラルアントを鑑定してくれ！」

			　その原因に心当たりのあったレオンが、ジノーにジェネラルアントを鑑定するように叫ぶ。

			　彼の持つ魔法ならば、相手の大まかな強さや情報が分かる――だが、どうしたことか、ジノーからは返事が返ってこない。

			　不思議に思ったレオンがジノーへと目を向けると、そこには真っ青な顔をして呆然としている彼の姿があった。

			「おい！　どうした、ジノー！　大丈夫か！」

			「ネ、ネームドモンスターだ……」

			　レオンが再度問いかけると、ジノーは震える声でたったひと言だけ、そうつぶやいた。

			「やはり、ネームドモンスターだったか。あのジェネラルアントだな？」

			　予想通りの答えを聞き、レオンはジノーへと確認する。

			　だが、彼は呆然とした表情のまま、首を横に振る。

			「ぜ、全部だ……」

			「全部？　まさか――」

			「あ、ああ、ジェネラルアントだけじゃねえ、取り巻きも全部ネームドモンスターだ。それに――ジェネラルアントはボスモンスターだ！　ネームドなんてレベルじゃねえ！」

			「なんだって？　さすがに冗談だろう？　いや――冗談ではないようだね」

			　ジノーの言葉を信じられなかったダリオだが、彼の表情を見て、それが冗談でも見間違いでもないことを悟った。

			「ボスモンスターですと？　なぜボスモンスターが、こんな場所にいるのですかな？」

			　ジノーの震える声に、全員が騒然となる。

			　彼らの困惑も、当然と言えるものだった。

			　ネームドモンスターと呼ばれる強力なモンスターは、歴史の古いダンジョンでも、そうそう簡単に出会える存在ではない。

			　そのネームドモンスターがおよそ30体。

			　そして、それらを統率する、ボスモンスターと思われるジェネラルアント。

			　馬鹿げている――思わずそう言いたくなるほどの布陣。

			　そもそも、ボスモンスターがこのような浅い階層にいるなど、普通ならばありえないことだ。

			　守護者とも呼ばれるボスモンスターは、ダンジョンの最も深い場所、ダンジョンコアに続く大部屋などでよく確認される。

			　彼らが攻略したダンジョンでも、ボスモンスターはダンジョンの最奥で待ち構えていた。

			　普通はダンジョンの深部にいるはずのそれが、どうしてこのような場所にいるのか。

			「土壁の罠(わな)も、ジャイアントアントの編成も、あのジェネラルアントの仕業か？」

			「ふむ。その可能性は高いでしょうな。できることならば、ここであれを倒しておきたいところですが――」

			　ジェネラルアントは、ジャイアントアントのような虫型のモンスターの中では、知能の高いモンスターとして知られている。

			　そのジェネラルアントがボスモンスターにまで強化されているのならば、通常では絶対にありえないような思考能力を獲得している可能性は、大いにありえる。

			　そして、もしもあのジェネラルアントが、ダンジョン全体の指揮を取っているのならば、それさえ倒してしまえばダンジョンの脅威は大きく減少することになる。

			「オイオイ、冗談はよしてくれよ！　さすがにあれの相手は無理だ！　さっさと逃げようぜ！」

			「僕もジノーに賛成だ！　あんなのとやりあいたくはないね！」

			「そうだな。さすがにあれは手に余る。さっきの道を戻るぞ！」

			　背中の剣から手を離したレオンが、ジェネラルアントに背を向ける。

			　他のメンバーもそれに続き、退却しようとした時――今まで動く様子を見せずにいたジェネラルアントが、咆(ほう)哮(こう)した。

			「ギイイイイイィィッ！！！」

			　ジェネラルアントの咆哮によって、ビリビリとダンジョン内の空気が震える。

			　そのあまりの迫力に足を止めてしまったレオンたちは、ゆっくりと、自分たちの背後、ジェネラルアントたちの方へと振り返る。

			　視線の先のジェネラルアントの視線は、確実にレオンたちが隠れる通路へと向けられていた。

			　さらに、その咆哮に応えるように、大部屋に繋がる通路のあちこちから、キィキィという鳴き声とともに足音が聞こえ始める。

			　彼らに向けられるジェネラルアントの無機質なその眼は、ここから逃げ出すことなど許さないと、そう物語っていた。

			　ここから逃げようにも、彼らが道を覚えている退路は、ジェネラルアントのいる大部屋の向こう側。

			　このまま引き返して別の道を探すことも可能だが、ジェネラルアントから逃げながら、押し寄せるジャイアントアントを倒すのは現実的ではない。

			　誰かが残って足止めをするならその限りでもないが、それは最後の手段だ。

			　足止めのために残ったものは、ほぼ確実に生きては帰れない。

			「まったく、なんだってこんな化け物が、こんなできたてのダンジョンにいるんだ」

			「どうやら、逃がすつもりはないようですな」

			「やれやれ、これなら前に攻略したダンジョンの方がずっと楽だったよ」

			「へ、へへ、腹をくくるしかなさそうだな！」

			「仕方がない――みんな死ぬなよ！」

			　彼らが生き残るための最善の方法。

			　それは、目の前のジェネラルアントを倒すこと。

			　ボスモンスターとなったジェネラルアントの戦闘能力は、Ａランク以上なのは間違いない。

			　分の悪い賭けだが、彼らにはそれ以上には優れた方法も、それを考える時間もなかった。

			　そして、『緋(ひ)色(いろ)の牙』はジェネラルアントに向かって走りだした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ダンジョン内を引き返しつつあった冒険者たちが、その退路で待ち構えていたシュバルツたちと遭(そう)遇(ぐう)した。

			　シュバルツの咆(ほう)哮(こう)がモニターに映るダンジョンの空気を揺さぶり、周りのアントたちを呼びよせる。

			「始まったみたいだな」

			「ここまでは何とかうまくいきましたね！」

			「シュバルツちゃん、かっこいいね！」

			　シュバルツが咆哮したあたりから、フィーネとリリーネは大興奮で、食い入るようにモニターに映るダンジョン内の光景を見つめている。

			　そして、シュバルツの率いるこちらの最大戦力と、冒険者たちの戦いが始まった。

			　武器を手に、冒険者たちがシュバルツたちへ向かって駆け出す。

			　モニターに映る冒険者たちは、アントたちを前にだいぶ苦戦しているように見える。

			　さすがにネームドモンスターともなれば、あの冒険者たちにも簡単には倒せないようだ。

			　アントたちを指揮するシュバルツだが、彼女は冒険者との戦闘は配下のアントに任せ、戦う彼らを観察しているようだ。

			　シュバルツの咆哮によって呼び寄せられたアントたちも、続々と冒険者のもとへと向かっている。

			　こちらもすぐに合流して、戦いに参加するだろう。

			「そこだー！　やっちゃえー！」

			「今です！　チャンスですよ！」

			　コアルームには、フィーネとリリーネの応援が響いていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ダリオ！　砲撃が来るぞ！　壁を張ってくれ！」

			「わかりました！　『アースウォール』」

			　ダリオが張った土の壁にレオンたちが身を隠すと、その直後に酸の雨が降り注ぐ。

			　ジュウジュウと音を立てながらその表面が溶かされるが、土の壁は酸による攻撃をなんとか耐えきった。

			「行きますよ、『フレイムストーム』！」

			　お返しとばかりにダリオの放った炎の渦が、ジャイアントアントの群れを包み、酸による攻撃が止まる。

			　その隙にレオンが土の壁の陰から躍り出て、ジェネラルアントとの距離を詰めようと駆ける。

			「おぉっ！」

			　そうはさせまいと割り込むナイトアントに向け、レオンが大剣を振り下ろす。

			　うなりをあげ、大剣が鎧(よろい)のような甲(こう)殻(かく)に食い込むが、少し浅い。

			　ネームドモンスターとなったナイトアントの甲殻は、鍛(きた)えられた鋼鉄を超えるほどの強度を獲得していた。

			「レオン、危ないぞ！　避けろ！」

			　横から迫る気配を感じたレオンが、後ろに下がる。

			　その眼の前を、炎の渦を突破したナイトアントが駆け抜けていく。

			　燃え盛る炎を越え、レオンに襲い掛かったナイトアントだが、甲殻の表面がほんの少しだけ焦げ付いただけのようだ。

			　突進を避けられたナイトアントは、その勢いのまま方向転換。

			　炎の渦を維(い)持(じ)するために立ち止まるダリオの下へと猛然と突き進み始めた。

			「ぬうん！」

			　ダリオの元に向かって迫るナイトアントを、横合いからゴルバドがハンマーで殴り飛ばす。

			　吹き飛んだナイトアントはすぐに立ち上がるが、ふらついているようだ。

			「ゴルバド、ナイスだ！」

			「はっはっは、後ろはお任せくだされ！」

			「てめえら！　悠長にくっちゃべってる暇(ひま)があったら１匹でも多く倒して来い！」

			「これは手厳しい。それでは行きますぞ！」

			　ふらつくナイトアントの頭部へと、ゴルバドがハンマーを振り下ろす。

			　鋼のような甲殻も、巨大なハンマーの重量には勝てなかったようだ。

			　ハンマーの一撃を受けた頭部が砕け、その勢いのまま地面へとめり込んだ。

			「これで、まずは１体ですな！　どんどん行きますぞ！　レオン殿！」

			「分かった！　後ろは頼む！」

			　背後に抜けるジャイアントアントたちをゴルバドに任せ、レオンはジェネラルアントの元へと駆ける。

			　そんな彼を足止めするかのように、ガーディアンアントが体当たりを仕掛ける。

			　目の前のガーディアンアントを、袈(け)裟(さ)懸(が)けに切りつけるレオン。

			　だが、ガーディアンアントの盾状の甲(こう)殻(かく)は、重く鋭い大剣の一撃を容易(たやす)くはじき返した。

			　わずかに傷をつけることはできたが、その程度では致(ち)命(めい)傷(しよう)には到底及ばない。

			「レオン！　どけ！」

			　ジノーがレオンの脇をすり抜け、手にした短剣を振るう。

			　硬い甲殻の隙間から、わずかに見える関節部分を狙った一撃。

			　目にもとまらぬ速さで振られた短剣は、寸分たがわずに関節を捕らえた。

			　関節を切り裂かれ、体を支えられなくなったガーディアンアントが、その場に崩れ落ちる。

			　その隙を逃さず、レオンはガーディアンアントの首元に剣を突き立て止めを刺す。

			　剣を引き抜いた彼の背後から、ダリオの声が響いた。

			「もう一度行きますよ！　『フレイムストーム』！」

			　先ほどよりも威力の増した、灼(しやく)熱(ねつ)の竜巻が吹き荒れる。

			　すべてを焼き尽(つ)くさんばかりに燃え盛る炎。

			　それに耐えきれず、竜巻の中心付近にいたカノンアントたちのうち、何体かが倒れる。

			　だが、その一撃もジャイアントアントたちを倒し切るには遠い。

			　炎を乗り越え、大(おお)蟻(あり)たちが姿を現す。

			　ジェネラルアントもまだ健在だ。

			「――これでも、まだ牽(けん)制(せい)にすらなりませんか」

			　悠々と辺りを睥(へい)睨(げい)するジェネラルアントの姿を見て、ダリオがつぶやく。

			　戦闘が始まってから、ジェネラルアントが動く様子はない。

			　まるで観察でもしているかのように、じっと彼らを見ているだけだ。

			　やがて、ジャイアントアントの増援が到着し始める。

			　徐々に周囲に蠢(うごめ)くジャイアントアントの数が増え、彼らは劣勢へと追い込まれていく。

			「ぬうん！　このままではまずいですぞ！」

			「だからってどうしろっていうんだよ！　こちとら、これで精いっぱいだっての！」

			「仕方ありませんね、大きいのを一発お見舞いしますよ！　皆さん気を付けてください！　『エクスプロージョン』」

			　ダリオが魔法を唱えると、巨大な爆発音とともに、閃(せん)光(こう)、そして爆風が周囲へと拡散する。

			　土(つち)煙(けむり)が晴れる。

			　増援に来ていたジャイアントアントの群れは、そのほとんどが跡形もなく吹き飛んでいた。

			「あいかわらずとんでもねえ威力だな！　ジャイアントアントがまとめて木端微塵だぜ！」

			「まとめて吹き飛ばすのはいいが、崩落が起こらないようにしろよ。はあっ！」

			「もし天井が崩れてきても、僕がちゃんと全員守ってあげますよ。『フレイムランス』」

			「ははは、それは頼もしいですな。いっそ天井を落として生き埋めにしてしまうのもいいのでは？」

			　その結果を見て、レオンたちは互いを鼓(こ)舞(ぶ)するように軽口を叩き、戦闘を続ける。

			　そんな彼らの表情に、余裕はまったく浮かんでいない。

			　一歩間違えば簡単に押しつぶされる。そんなギリギリの戦いだった。

			「くっ、敵の数が減らないな……」

			「あれを見ろ！　怪(け)我(が)した奴らが回復してやがる！」

			　ジノーが大部屋の隅へと目を向け叫ぶ。

			　そこでは、動けなくなったジャイアントアントたちをメディックアントが治療していた。

			　あれを何とかしなければ、彼らに待っているのは無残な最期だ。

			「ダリオ！　ジノー！　メディックアントを狙うんだ！」

			「任せてください！　『スプレッドフレア』」

			「任せろ！　そらよ！」

			　厄(やつ)介(かい)な回復役を、広範囲に広がる炎が焼き尽(つ)くし、素早く放たれた矢が貫く。

			　レオンも、今まで戦っていたナイトアントを振り切り、メディックアントたちの下へと飛び込む。

			　そして、手当たり次第に目の前の敵を切り飛ばした。

			　彼に続いて駆けつけたゴルバドが、何体かのメディックアントを、他のジャイアントアントごとまとめて吹き飛ばす。

			　ようやく追いついたジャイアントアントたちに囲まれる前に、素早くその場を離れるレオンたち。

			　メディックアントは数を減らし、戦闘に復帰するジャイアントアントを減らすことに成功した。

			　もう一度増援が来る前に、何とか数を減らさなければ――レオンが手に力を込めた時だった。

			　今まで動きを見せなかったジェネラルアントが、ついに動き出した。

			「ギギギッ！」

			「なにか来るぞ！」

			「これ以上何かしようっていうのかよ！　もう勘(かん)弁(べん)して欲しいぜ」

			　ジェネラルアントがひと鳴きすると、他のジャイアントアントの動きが変わる。

			　ナイトアントが隙間を塞ぐように横一列に並び、レオンの下へと突進を開始する。

			　避けきれないと判断して、大剣を盾のように掲げ踏ん張るレオン。

			　彼とナイトアントがぶつかる寸前――間一髪、ダリオの防御呪文が間に合った。

			「くっ、『アースウォール』」

			「ダリオ！　上から来てるぜ！　ちっ、スナイプアントの狙撃が邪魔だ！　これじゃあ、まともに戦えねえ！」

			「分かっていますよ！　『ファイアウィップ』――まったく、魔術師に接近戦なんてさせないで欲しいものですね」

			「ダリオ殿！　今助けに行きますぞ！　くっ、そこを退くのです！」

			　ジノーは遠距離からスナイプアントに狙撃され、ダリオは上から降ってきたアサシンアントに追い回されている。

			　ゴルバドがなんとかダリオを助けに行こうとするが、ガーディアンアントに阻まれ進むことができていない。

			　まるで彼らの役割をすべて理解したような動き。

			　あのジェネラルアントはあそこまで知能が高いのか？　と、レオンが仲間たちを見て歯噛みする。

			　このままでは、どうあがいてもジェネラルアントを倒すどころか、一太刀さえも浴びせることすらできない。

			　ジェネラルアントを睨(にら)みつけたレオンは、切り札を使うことにした。

			「おおぉ！」

			　前方から、横一列に並び突進してくるナイトアント。

			　レオンはナイトアントたちに向けて、横なぎに大剣を振るう。

			　切りつける瞬間、剣に魔力を込める。

			　魔力を纏(まと)い、薄く輝く大剣は、まるでバターのようにナイトアントの甲(こう)殻(かく)を切り裂き、その上半身を切り飛ばす。

			「はっ、どうだ！」

			　剣に魔力を纏わせ、その切れ味を大幅に上げる奥義。

			　彼のとっておきの切り札である。

			　欠点として、武器の消耗が激しくなる上、結構な量の魔力を消費する。

			　そのため、連発は危険なのだが――そんなことを気にすることができる状況ではない。

			「おらっ！」

			「ぬうん！」

			「これで最後だ！　『フレイムシュート』」

			　他のメンバーも、なんとか攻撃を凌(しの)いだようだ。

			　ジャイアントアントたちの数は少しずつだが、確実に減り始めていた。

			　わずかな勝機を目にして、力を振り絞(しぼ)るレオンたち。

			　そんな彼らの前で――ジェネラルアントがまたもや吠(ほ)える。

			「ギイイイイイィィッ！」

			　ジェネラルアントが咆(ほう)哮(こう)を上げるとともに、２つの通路から追加の増援がなだれ込む。

			　追加されたジャイアントアント、そのほとんどが――ダリオに向かって突き進んだ。

			「ダリオ！　くそおおぉ！　そこを退けえ！」

			　囲まれる仲間の姿を見て、すぐに助けに行こうとするレオン。

			　だが、自らの犠牲をいとわずに割り込む他のジャイアントアントに阻まれ、進むことができない。

			　ダリオも魔法を駆使して何とか応戦するが、数が多すぎた。

			　ついにジャイアントアントの１匹が、ダリオに牙を向く。

			「ぐうっ!?」

			　回避しようとしていた彼だが、足に食いつかれ、苦悶の表情が浮かべる。

			　そのまま、強引に振り飛ばされ、彼は地面に叩きつけられた。

			　ダリオは叩きつけられた衝(しよう)撃(げき)で気を失い、その場から動く様子はない。

			　大(おお)顎(あご)で噛みつかれた彼の足からは、夥(おびただ)しい量の血があふれ始めていた。

			「ダリオ！　くそっ――ゴルバド！　頼む！」

			「ぬおおおお！　今回復しますぞ！　『ハイヒール』！」

			　レオンが叫び、ゴルバドがジャイアントアントの群れに飛び込む。

			　ジャイアントアントたちの中へと姿を消した彼だったが、すぐに気絶したダリオを抱え、そこから飛び出した。

			　ゴルバドも体のあちこちを噛まれたが、自らの回復魔法で傷を塞ぎ、強引にジャイアントアントを振り切ったのだ。

			「ゴルバド！　ダリオの様子は！」

			「傷は塞がりましたが、意識は回復していません！　ですが、命に別条はないですぞ！」

			　ゴルバドの声にレオンは胸をなでおろす。

			　しかし、彼らの追い込まれた状況は最悪だった。

			　ダリオが気絶したことで、彼の魔法による支援が期待できなくなった。

			　絶えず補給される膨大な数の敵を前に、有効な範囲攻撃の手段を失った――それは、もはや負けたも同然の状況であった。

			　ジャイアントアントの増援は、その勢いを弱めてはいる。

			　だが、一番危険なジェネラルアントと、その取り巻きは今も残っている。

			　レオンは一瞬目を閉じ、震える手に力を込めると、目の前の軍勢を見据える。

			　そして――

			「これ以上はもう無理だ！　お前たちは先に脱出しろ！　ここは俺が引き受ける！」

			　震えそうになる声を必死に張り上げ、彼は残った２人に、そう命令する。

			「お前――ここで死ぬ気かよ！　だったら俺が残る！　お前が行け！」

			「そうですぞ、レオン殿！　私も一緒に残りますぞ！」

			　それを聞いた仲間たちが、信じられないといった様子で叫ぶが、レオンは首を振った。

			「ジノー、ゴルバド、これが最善なんだ。お前の索敵能力ならジャイアントアントの少ない道を選べる！　途中で戦うにしても回復役は必要だ！　行け！」

			「だけど、だけどよ！　何も誰かが残らなくたっていいじゃないか！　みんなで逃げれば……」

			　最善の手を選んだ彼へと、なおも諦(あきら)めずに震える声で説得するジノー。

			　だが、レオンの意思が変わることはなかった。

			「ジノー、頼む。このダンジョンは明らかに異常だ。誰かが伝えないとまずい」

			「でも……」

			「――ジノー殿行きましょう。レオン殿、どうかご武運を。外でお待ちしておりますぞ」

			「くそっ。レオン！　絶対に戻ってこいよ！　待ってるからな！」

			「ああ、あとで必ず戻るから、今度、酒でもおごってくれよ」

			「分かった――俺の全財産をはたいてでも最高の酒を用意してやる！　絶対だぞ！　約束だからな！　破ったらただじゃおかないぞ！」

			「それは楽しみだな。ああ、約束だ。絶対戻るさ」

			　ゴルバドがダリオを背負い、駆け出す。

			　ジノーもまだ迷っていたようだが、ゴルバドの後を追って通路の奥へと飛び込んだ。

			　――ジノーにはああ言ったが、きっと約束は守れない。

			　レオンは苦笑すると、すぐにその表情を真剣なものへと変え、前を見る。

			　目の前には、数百を超えるだろう大(おお)蟻(あり)の群れ。

			　どうやっても、死ぬ未来しか想像できない。

			「さて、ここからは一歩も通さないぜ。ここを通りたければ――俺を倒して進め！」

			　迫る死を前に、震える足に力を入れ、彼は仲間たちが消えた通路の前に陣取る。

			　せめて、半分くらいは道連れにしてやろう――レオンはゆっくりと息を吐くと、真っ直ぐに目の前の敵を見据えた。

			　戦いの音が消え、辺りに残っていた炎も消え去り、大部屋を包んでいた熱気がゆっくりと失われていく。

			　その中で闘志を燃やす彼を囲む、大蟻の軍勢。

			　すぐに獲物へと群がるかのように思えた、ジャイアントアントたち。

			　だが、どうしたことか、ジャイアントアントたちはその場から動かない。

			「どうした？　こないのか？　まあ、そっちの方が俺には大助かりだが――」

			　油断なく周囲に気を配りながらも、疑問を浮かべるレオン。

			　そんな彼の疑問に答えるかのように、左右に分かれたジャイアントアントたちの奥から、ジェネラルアントがゆっくりと歩みを進める。

			　静かなダンジョンの中に、巨体の響かせる足音が轟(とどろ)き、彼の前で止まる。

			「へっ、一騎打ちってか？　モンスターのくせに粋なことをしやがる。本当にいいのか？」

			　少しの距離を置いて、正面から睨(にら)み合う両者。

			　さながらそれは、ジェネラルアントが彼との一騎打ちを望んでいるかのようだった。

			　レオンへとめぐってきた、最大のチャンス。

			　もしもここでジェネラルアントを破ることができれば、ジャイアントアントたちの指揮系統を混乱させることができる。

			　今も外を目指している、彼の仲間が生き残る可能性を高めることができる。

			　それは彼にとって、願ってもみないことだった。

			　そして何より――

			「ギィ」

			　レオンの問いかけに、ジェネラルアントが頷く。

			「感謝するぜ。ありがとよ」

			　まるで言語を理解しているかのような、ジェネラルアントのその行動に驚きの表情を浮かべたレオンだが、すぐに笑みを浮かべ、感謝の言葉を返す。

			　――そして何よりも、誇(ほこ)りを持って死ぬことができる。

			　薄暗い穴蔵の中、名もなき大(おお)蟻(あり)の軍勢に食い散らかされ、無残な死を迎えるのではない。

			　仲間を逃がし、敵の大将との一騎打ちの末に、戦士として戦いの中で散る。

			　レオンには、その権利が与えられた。

			　もはや言葉など必要なく、レオンは彼の愛剣をゆっくりと上段に構える。

			　それに応えるように、ジェネラルアントがその体を屈め、その巨体の隅々にまで力を漲(みなぎ)らせる。

			　しばしの静寂の後、両者が動いた。

			「うおおぉ！」

			　ジェネラルアントには感謝している。

			　だが、レオンには、大人しく負けてやるつもりなど――欠片(かけら)もない。

			　彼はなけなしの魔力を、すべてその手に握った大剣へと込める。

			　武器の損耗も、その一撃を放った後のことも考えない、正真正銘、全身全霊の一撃。

			　流し込まれた膨大な魔力に耐えきれず、彼の愛剣に細かな亀裂が走る。

			　だが、持ち主の最後の願いを叶(かな)えんとするかのように、自らの崩壊に耐えきった剣が、目が眩(くら)むかのような魔力の輝きを帯びる。

			　最後まで力を貸してくれた相棒に感謝しつつ、レオンは残された全ての気力と体力を乗せ、その一撃を放った。

			　すべてを切り裂く――そう思わせるような斬撃が、猛進するジェネラルアントへと迫る。

			「ギッギィ……」

			　甲高い音とともに、高く宙を舞う影が二つ。

			　一つは、ジェネラルアントの前足。

			　そしてもう一つは半ばほどから折れた、レオンの愛剣。

			　それぞれが遠く、彼らの一騎打ちを見守っていたジャイアントアントたちの、さらに向こう側へと落ちる。

			　すっぱりと平らな断面を覗かせるジェネラルアントの前足。

			　分厚い甲(こう)殻(かく)すらも綺(き)麗(れい)に両断されたその断面は、レオンの放った斬撃の恐ろしいまでの切れ味を物語っていた。

			　だが――前足を失ったジェネラルアントは健在だ。

			　ぐらりと傾いた体を、残った５本の足が支え、立て直す。

			　膝をつき、半ばから折れた愛剣を優しくなでるレオンを、ジェネラルアントがじっと見下ろした。
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			　気力も、体力も、魔力すらも搾り切り、限界を超えたレオンは、それでもゆっくりと立ち上がると、ジェネラルアントを真正面から見据える。

			「最高の一撃だった。これで悔いはねえぜ……」

			「ギギッ」

			　ジェネラルアントが残った前足を振り上げる。

			　まるで彼の雄姿を称えるかのように短く鳴くと、レオンめがけてその足を振り下ろした。

			「ジノー、ダリオ、ゴルバド、生きて帰れよ――」

			　迫りくる一撃から目をそらすことなく、仲間の無事を祈る小さなつぶやきとともに、彼の意識は消えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ぢぐじょう、ぢぐじょう」

			「ジノー殿……」

			　大部屋に背を向け彼らは走り続ける。

			「ちくしょう、なんだってあんな化け物がいるんだ！　なんだって――なんだってレオンが死ななきゃらなないんだ！」

			　戻ろうとする足を押さえつけ、ジノーは必死に前に進む。

			　――目の前が涙でにじんで見えにくい。

			　――今すぐにでも戻ってレオンを助けに行きたい。

			　それでもレオンの決意を無駄にするのだけは絶対にダメだと、彼は必死に前へと進み続けた。

			「ジノー殿。そんなに急いでは、この先持ちませんぞ」

			「くそっ！　分かってるよ！　分かってるんだ……」

			　途中何度かジャイアントアントと遭(そう)遇(ぐう)するが、ごく少数の群れだけだった。

			　おそらくこの辺りにいたジャイアントアントは、みなあのジェネラルアントのところへと向かったのだろう。

			　簡単なＣランクのダンジョンだと思っていたのに、まさかあんな化け物がいるなど、ジノーは想像すらしていなかった。

			　思い返せば、その予兆は確かにあった。

			　土の壁で隠された通路。

			　報告よりもはるかに強いモンスター。

			「パーティーの斥(せつ)候(こう)役？　聞いてあきれるぜ！　あれだけの脅威に気が付けなかったなんて、俺はどこまで間抜けだったんだ！」

			「ジノー殿……」

			　あふれ出る涙をぬぐいながら、ジノーはひた走る。

			「ちっ！　止まってくれ！」

			「ぬ、ジャイアントアントですかな？」

			「ああ、結構な数がいる。この先はまずい、回り道だ」

			　前方にジャイアントアントの気配。

			　それを感じ取ったジノーが、ゴルバドに制止の声を掛ける。

			　数の多い群れは、回り道で回避しながら進む。

			　前衛の剣士と、最大火力の魔術師がいない彼らには、ほんの少しのリスクすら許されなかった。

			　前方に分かれ道。

			「こっちは確か左に――ダメだ、ジャイアントアントがいる。右もダメだな、あっちは別の方向に続いてたはずだ。くそっ！　なんて複雑なダンジョンなんだ！」

			「ふむ。仕方ありませんな。来た道を引き返すとしましょう」

			　ジノーたちは、やっとのことで進んできたはずの道を戻る。

			　回り道をした辺りまで戻ったところで、彼らの前方から複数のジャイアントアントが姿を現した。

			「ちくしょう！　囲まれやがった！」

			　ジャイアントアントの群れは彼らに気が付いたようで、足早に距離を詰め始める。

			「どうする、どうする！　このままじゃ挟(はさ)み撃ちに――」

			「落ち着いてください、ジノー殿。確か、さっきの分かれ道を左でしたな？」

			「ああ、だがそんなこと聞いてどうするんだ！」

			　焦るジノーへと、ゴルバドが声を掛ける。

			　思考を邪魔された彼は、思わず苛立ち紛れにゴルバドへと叫んでしまった。

			　そんな彼を優しく諭(さと)すように、ゴルバドがゆっくりと声を掛ける。

			「囲まれてしまったものは仕方がありません。何とか突破するしかないでしょう。奴らが来る前に戻りましょう！」

			「――そうだな、もしかしたらもう移動してるかもしれない。一度あそこまで戻るとしよう」

			　ゴルバドに諭され、冷静さを取り戻したジノーが頷き、彼らは分かれ道まで戻る。

			　どうやら左のジャイアントアントは移動したようで、気配は感じられない。

			「よし！　ジャイアントアントがいなくなってる！　今のうちに行くぞ！」

			　その時、気絶してゴルバドに背負われていたダリオが、弱々しい声を上げた。

			「ゴルバド、降ろしてくれませんか？」

			「ダリオ殿！　目が覚めたのですな！」

			　ようやく、目を覚ましたダリオの声を聞き、ゴルバドが目を輝かせる。

			　そんな彼に背負われながら、辺りを見回すダリオ。

			「ああ、ついさっきですがね。目が覚めたら巨漢のおっさんに背負われているとは、どういう悪夢でしょうね。ところでレオンは――そうですか、彼は残ったのですか」

			　彼はレオンがいないことに気が付くと、何かを悟ったように笑った。

			「あ、ああ……でも、すぐにあいつも追いつくさ！」

			「ああ、そうですね。彼はそう簡単に死ぬような男ではありませんでした。さて、話は変わりますが、後ろからジャイアントアントが迫っているのでしょう？　僕が足止めをしましょう。君たちは先に行ってください」

			「ダリオ殿!?　傷が治っているとはいえ、まだ応急処置をしただけですぞ！　その足じゃ歩くこともできません！　それに杖(つえ)もありません！　杖のない魔術師など、まともに戦えないではありませんか！」

			　ここに残って足止めする。

			　そう告げるダリオを、ゴルバドが止める。

			　しかし、彼はゆっくりと首を振り、その言葉を否定する。

			「そうですね。僕のことは僕が一番わかっています。その僕が、大丈夫だって言っているんですよ？　戦えます。それに、杖の代わりならここにありますよ」

			　そう言ってダリオは懐から赤い宝石を取り出した。

			「それは――火の魔石ですかな？」

			「僕はこう見えても用心深い性格でして。こういった、もしもの時のための用意はしているのですよ」

			　ダリオの掌に何とか収まる大さの、火の魔石。

			　それは彼の意思を代弁するかのように、燃えるような輝きを放つ。

			「この魔石には火の魔力が限界まで込めてあります。杖(つえ)よりも効率は少し悪いですが、それでもこの魔石の力で何度かは強力な魔法を使えますよ」

			「何を馬鹿なこと言ってるんだ！　そんなことしなくても、ここを抜ければ出口までもう少しだろ！」

			「馬鹿は君の方でしょう。先ほども囲まれかけたのでしょう？　ここから先は、ほとんど一本道だったはずですよ。もしも、先ほどのジャイアントアントが残っていたら、後ろから来る敵に挟(はさ)み撃ちにされてしまう。後ろの敵をここで片付ければ、やり過ごすくらいの時間は稼げるでしょう」

			　ダリオは弱々しく笑うと、真剣な顔で言った。

			「さあゴルバド、降ろしてください。もうすぐ奴らが来ます……」

			「ダリオ殿、そんなふらふらの体でどう戦おうというのですかな？」

			「先ほど言ったでしょう……もとはといえば、僕がやられたから負けたようなものです。僕にも、責任くらい取らせてください」

			「――分かりました。しかし、ふらふらの怪(け)我(が)人に戦いを任せたとあっては神官の恥！　この私も、ダリオ殿とご一緒しますぞ！」

			「はあ？　ゴルバドまで何言ってるんだよ！」

			「ゴルバド、君が神官らしいことをしていたところなんて、一度も見たことがないですよ」

			　ゴルバドの言葉に目を剥くジノーと、呆れたように笑うダリオ。

			　ゴルバドは大きく笑うと続ける。

			「はっはっは、こんな状態のダリオ殿だけじゃ不安でしてな。レオン殿の思いも無駄にするわけにはいきませぬ。こちらの方が確実でしょう！　――ジノー殿、後は、頼みましたぞ」

			　ゴルバドはダリオを壁にもたれかからせると、ハンマーを振るう。

			　うなりを上げるそれが巻き起こした風が、ジノーの頬を撫でていった。

			「ほれ、この通り。私はぴんぴんしておりますからな！　ジャイアントアントの１００や２００ごとき、容易く倒して見せましょう！」

			「――やれやれ。ゴルバド、君も馬鹿のようですね」

			「はっはっは、お互い、大馬鹿者ということですな！」

			　ダリオとゴルバトが心底楽しそうに笑う。

			「勝手に納得してるんじゃねえよ！　どいつもこいつも馬鹿なことばっかり言いやがって！　なんでレオンもお前らも、揃いも揃って馬鹿ばっかりなんだ！」

			　噛みつかんばかりに吠(ほ)えるジノーを前に、心底不思議だと言わんばかりのゴルバドが首を傾げた。

			「ふむ、何か勘違いをしているようですな？　私はまだまだ死ぬ気はありませぬぞ？」

			「そうですよ、ジノー。僕たちが死ぬなんていつ決まったのですか？」

			「でも、でもよ……！」

			「我々を死なせたくないなら、さっさと行って助けを呼んできてください。ここまでくればこの先には上級のアントはいないでしょう。残った兵士でも十分に助けに来られますぞ！」

			「そういうことです。さあ、早く行ってください、ジノー！」

			「ちくしょうが！　勝手に死にやがったらただじゃおかねえからな！」

			　ダリオとゴルバドに背を向け、ジノーが走り出す。

			「待ってろよ！　すぐに迎えに来てやるからな！」

			「ああ、早く行ってください。うるさい君がいると、魔法に集中できませんからね」

			「言いたい放題言いやがって！　後で覚えてろよ！」

			　ここを抜ければあとはほとんど一本道。

			　ジノーは真っ直ぐに前を見ると、一度も振り返ることなくダンジョンの出口へと駆けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「行きましたな」

			「そうですね。無事に脱出できるといいのですが……」

			「まあ、ジノー殿ならきっと大丈夫でしょう。我々は、ここで足止めするだけですぞ！」

			「――ゴルバド。こんなことにつき合わせて申し訳ありませんね……」

			「はっはっは、何を水臭い。我々は仲間ではありませんか！　仲間の不始末くらい、いくらでも面倒を見ますぞ！」

			「なんだか、君が頼もしく見えますよ。まるで本当に神官のようです」

			　両手を広げ、そう主張するゴルバドの姿を見て、ダリオが笑みを浮かべる。

			　その顔には、悲壮感などひとかけらも存在しなかった。

			「そうでしょうとも！　何せ、正真正銘の神官ですからな！　ここから出たら、ダリオ殿に酒でも奢(おご)りましょう。この前いい酒場を見つけたのですよ。店員が何とも言えないくらいかわいいのです！」

			「前言撤回だ。やっぱり君は神官じゃないよ。――どうやら来たようだね、『フレイムランス』！」

			　通路の奥から姿を現したジャイアントアントたちを見て、ダリオたちは武器を構える。

			　ダリオがあいさつ代わりに魔法を放ち、通路を完全に覆(おお)うほどの炎の槍(やり)に、通路を埋め尽(つ)くさんばかりのジャイアントアントたちが焼き尽くされた。

			　何度か炎の槍がダンジョン内を照らす。

			　だが、ついに彼の魔力が切れてしまい、それも打ち止めとなる。

			「ゲホッ……どうやら魔力が切れたみたいです。魔力が回復するまで任せても？」

			「お任せください！　それでは行きますぞ！　ぬうん！」

			　ダリオと場所を入れ替わり、ゴルバドのハンマーが振るわれる。

			　ハンマーが振るわれる音と、辺りを揺るがす轟(ごう)音(おん)は、いつまでも続くように思えた。

			　だが、重々しい足音と、轟音が二度響くのを最後に、ダンジョンには静寂が戻った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　後ろを振り返ることもなく、ジノーはひたすらダンジョンを進む。

			　残ったのは彼１人。

			　仲間の意思を守るためにも、何としても外にたどり着かねばならない。

			「ここを抜ければあと少しだ！　あと少しでダンジョンの外だ！」

			　幾度も己を鼓舞しながら、土の通路を駆けるジノー。

			　ジャイアントアントの集団に遭(そう)遇(ぐう)するたびに、数が多いものはやりすごし、少ないものは勢いと身軽さに任せて駆け抜ける。

			　ようやく、最後の曲がり角に到着した、あとはここを曲がりさえすれば――

			「あ、ああ――嘘だろ……」

			　道を曲がった彼の目に入ったのは、そびえたつ土の壁だった。

			　道を間違えたはずはない。確かに、この先に最初の大部屋があったのは間違いない。

			　必死に周囲を確認する彼は、土の質感が周りの壁とは違うことに気が付いた。

			　つまり、何かがここを塞いだのだ。

			　ここが通れないとなると、かなり遠くまで戻らなくてはならない。

			　そして、彼にはそんな余力は残されていない。

			「ちくしょう！　壊れろ！　壊れろよ！」

			　ナイフを取り出し、彼は土の壁へと突き立てる。

			「ちくしょう！　ちくしょう、ちくしょう、ちくしょう！」

			　一心不乱に掘り続ける彼だが、どこまで掘っても土の壁しかない。

			　力任せにナイフを振るっていると、戦いで傷んでいた彼のナイフは根元から折れてしまった。

			「くそう、くそう……」

			　使い物にならなくなったナイフを放り捨て、彼は素手で土を掘り始める。

			　硬い土を掘るたびに爪が削れ、指も傷つき血まみれになる。

			　それでも諦(あきら)めずにひたすら土を掘るが、土の壁は依然として崩れない。

			「ちく、しょう……」

			　無限に続くかに思える土の壁に、ジノーの心が折れかける。

			　思わず地面にへたり込むと、重く響く足音が彼の耳に届いた。

			「は、ははは……」

			　呆然と見上げる彼の目の前に現れたのは、あのジェネラルアントだった。

			　前足は１本なくなり、顔の甲(こう)殻(かく)に何かに殴られてひび割れた跡と焦げついた跡が残っている。

			　それは間違いなく、彼の仲間がジェネラルアントと戦った痕跡だった。

			　そして、ジェネラルアントがこうしてここにやって来たということは――

			「まだだ、まだ終わっちゃいねえ」

			　ジノーは、折れたナイフの刃を、土の壁から引き抜き握りしめる。

			　鋭い刃が手のひらを傷つけ、血がにじみ出るが、そんなことは気にしない。

			「うおおおお！」

			　雄たけびをあげ、ジノーがジェネラルアントへと走る。

			　そのまま跳躍し、ジェネラルアントの目に向けて、手にしたナイフの刃を振り下ろす。

			　彼の握ったナイフは、寸分たがわずその目に刺さり、体液が噴き出す。

			　ナイフをその目に突き刺したまま、ジェネラルアントが頭を振ると、ジノーは吹き飛ばされ壁に叩きつけられた。

			「ガハッ」

			　背中に走る衝(しよう)撃(げき)に息が詰まる。

			　それでもなんとか起き上がろうと、壁に手を突き、その顔を上に向けるジノー。

			　顔を上げたジノーの視線の先には、彼を見下ろすジェネラルアントが立っていた。

			「ちくしょう……みんな、すまねえ……」

			　ゆっくりと持ち上げられたジェネラルアントの足が、彼へと振り下ろされる。

			　そして、Ａランクパーティー『緋(ひ)色(いろ)の牙』は全滅した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「誰も戻ってこないな……」

			「隊長、連絡が途絶えてすでに６時間です。ご決断を」

			　ダンジョンの外。

			　拠点にてじっと待ち続けるアンガスへと、副隊長が決断を迫る。

			「……仕方あるまい。作戦は失敗だ。おそらく誰も、生きてはいないだろう」

			「まさか、このようなことになるとは……」

			「まずは、領主様に事の顛(てん)末(まつ)を報告せねばなるまい。もはや、我々ではどうすることもできん」

			「何と報告したらよいのでしょうか」

			「ありのままに説明するしかないだろう。たとえ、我らが無能と言われようとも、な」

			　簡単な任務のはずだったが、何が起こったのか。

			　アンガスたちには、それを知る術はない。

			　何とか情報を持ち帰ろうとしていた冒険者たちも、全滅してしまった。

			「――総員退却準備！　これより作戦を破棄し、帰還する！」

			　退却――その指令を聞いた隊員たちが、にわかにざわめく。

			　それも仕方がないことだ。このような結果になるなど、誰が予想できただろうか。

			　アンガスも退却の準備をしようと、その腰を上げた瞬間だった。

			　不意に、彼らの立つ地面が大きく揺れる。

			「なっ、なんだ!?」

			　地面の揺れはだんだん大きくなり、誰も立っていられないほどに大きくなる。

			　そして――突然、地面が崩れ、しばしの浮遊感の後、彼らは地の底へと落ちていった。

			「な、何が、何が起こったというのだ――」

			　混乱するアンガスだが、土(つち)煙(けむり)で辺りは見えない。

			　よろよろと立ち上がろうとするが、足に激痛が走る。

			「くっ、骨が折れたか！　動けるものはいるか！」

			「隊長！　こちらにおりましたか！」

			「おお、お前は無事だったか」

			「ええ、ですがこれは――」

			　声を頼りに瓦(が)礫(れき)の中を駆け付けた副隊長の男に助け起こされ、何とか立ち上がるアンガス。

			　じきに煙(けむり)が晴れ、辺りの光景が明らかになり始めた。

			「た、隊長――」

			「な、なんだこれは！　どうなっている！」

			　彼らが目にしたのは、辺りを埋め尽(つ)くさんばかりのジャイアントアントの群れだった。

			　アンガスが頭上を見あげると、天井が崩落した跡が見える。

			　どうやら、彼らは地上から、強引に１階層へと落とされたらしい。

			「あ、ああぁ……」

			「そんなバカな……いったいどうやって……」

			　副隊長がその場に崩れ落ち、支えを失ったアンガスもその場に倒れ込む。

			　呆然とつぶやく彼が最後に見たものは、こちらに向かってゆっくりと迫る、ジャイアントアントの群れという、悪夢のような光景だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　最後の冒険者に、シュバルツが止めを刺す。

			　これで、ダンジョン内の侵入者は全滅した。

			　残りは外の拠点にいる兵士たちだが、それももうすぐ終わるだろう。

			「終わったな……」

			「うん……」

			「終わりましたね……」

			　冒険者との戦いは、まさしく熾(し)烈(れつ)を極めていた。

			　強力な力を持つシュバルツたちに一歩も引かずに奮戦していた。

			　アントたちは薙(な)ぎ払われ、吹き飛び、燃やされながらも戦い、彼らに勝利した。

			　勝利したのは喜ばしいことだ。

			　だが、コアルームの中は静かだ。

			　フィーネたちも、冒険者たちの戦いざまに何か感じ入ることがあったのだろう。

			　いつもは賑(にぎ)やかな彼女たちも、今は口数が少ない。

			　最初に倒された剣士は、仲間を逃がしてシュバルツたちの前に立ちふさがった。

			　おそらく死ぬのは分かっていただろう。

			　それを分かった上で、仲間にすべてを託して立ちふさがったのだ。

			　彼が、最後に見せた一撃。

			　それは敵であるのにもかかわらず、思わず見とれてしまうほどの素晴らしい一撃だった。

			　次に倒された魔法使いと神官風の男もそうだ。

			　斥(せつ)候(こう)らしき男が逃げる時間を稼ぐために、迫りくるアントたちの群れの前に立ちふさがった。

			　魔法が途切れてからも、神官風の男がひたすらハンマーを振り続け、後続のアントたちは全滅した。

			　最後に、剣士を倒して追いついたシュバルツによって止めを刺されていたが、彼らもまたかなりの奮戦を見せていた。

			　斥候の男は、仲間たちに助けられながらひたすら走り続け、ダンジョンの出口の一歩手前というところまでたどり着いていた。

			　あの土の壁は、先回りさせたアースアントに即席で作らせたものだ。

			　もしもあの土壁がなければ、あの斥候を取り逃がしていたのは間違いない。

			　土壁で通路を塞ぐ方法は、迷路のようなこのダンジョンにおいて、侵入者を逃がさないためには有効なことがわかった。

			　これからも使う機会はあるだろうな。

			　諦(あきら)めずに土の壁を壊そうとしていたようだが、残念ながら壊すことは叶(かな)わず、シュバルツによって止めを刺された。

			　ふらふらな男の攻撃など、シュバルツならば食らわずに済んだだろう。

			　だが、彼女はすべての冒険者から、一撃ずつ攻撃を受けていた。

			　きっと彼女も、何かしら思うところがあったのではないだろうか。

			「あの人たち、強かったね……」

			「そうだな。それも、ただ強いだけじゃなかった」

			「はい……」

			　まあなんにせよ、勝ったのだ。

			　沈んだ気持ちを切り替えて、次の侵入者の様子を見るとしよう。

			　残りの兵士は40人ほど、ダンジョンの外に作られたバリアの中で待機している。

			　ダンジョンの中の様子がおかしいことに気が付いたのか、慌ただしくなっているが――もう遅い。

			　現在１階層では、拠点のあるバリアの真下を掘って崩落を起こそうとしている。

			　あのまま入り口からアントたちが姿を現せば、彼らが逃げてしまう可能性がある。

			　アントたちの移動速度では、馬に乗って逃げる相手に追いつくことはできない。

			　そこで拠点ごと１階層の中に引きずり込んでしまおうというわけだ。

			　ダンジョン内に引きずり込んでしまえば、１人も逃すことなく倒し切れるだろう。

			「さて――やれ」

			　準備を終わらせたワーカーアントたちに、指示を送る。

			　どうやら、敵の足元を崩す作戦もうまくいったようだ。

			　１階層の天井はこちらの予想した通りに崩落。

			　そのままその上に立っていた兵士たちは、彼らの作った拠点ごと１階層に落下した。

			　あとは、周りを囲んだジャイアントアントたちが何とかするだろう。

			　あとで崩れた天井を埋め戻しておかないとな。

			　残りの兵士も倒し終えた。

			　これでダンジョンに攻めてきた人間たちは、ただの１人すらも残らず全滅した。

			　リベンジマッチとしては、ほぼ完(かん)璧(ぺき)といえる結果だろう。

			　隠し通路による待ち伏せと、通路の変更、さらに崩落の有用性も分かった。

			「ポイントは――全部で25万ポイントも入ってるぞ！　これで、ダンジョンを強化できるな！」

			「うん……うん！　そうだね！　じゃあさっそく、クッキーが欲しい！」

			「フィーネちゃん……そうですね！　私もクッキーが欲しいです！」

			「まずはそれなのか……そうだな、クッキーどころかハチミツでも飴玉でもいいぞ！」

			「「わーい！」」

			　兵士たちを殺しつくしたこともあって、ＤＰはかなりの量が増えた。

			　シュバルツの怪(け)我(が)も、しばらくすれば治るだろう。

			　ダンジョン内に入ってきた侵入者も無事全滅させた。

			　こちらが受けた被害も、ダンジョン全体から見たら軽微なものだ。

			　ダンジョンの防衛戦は大勝利だ。

			　フィーネたちと、リベンジマッチ成功のお祝いをすることにしよう。

			　その後、ハチミツを舐めたフィーネが頭の上に乗り、髪がべたべたになるという大惨事はあったが、コアルームでは楽しげな声が響いていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リーアの街の領主の館では、領主が蒼白な顔で部下からの報告を聞いていた。

			「い、今何と言いましたか？　兵士たちが全滅したと？」

			「その通りです。ダンジョンへ送った兵士２００名、冒険者26名ですが、誰ひとりとして帰ってきていません」

			「バカな……そんなバカな……そんなことがありえるはずが……そ、そうです。Ａランクパーティーの『緋(ひ)色(いろ)の牙』はどうなったのですか！」

			　彼らならば、彼らならばきっと帰ってきているに違いない――領主の男は縋(すが)りつくような目で見上げるが、彼につきつけられた現実は非情であった。

			「『緋色の牙』もダンジョンに向かって以来、戻ってきていないようです。冒険者ギルドにも問い合わせましたが、そちらにも戻っていないようですね」

			　感情を押し殺した淡々とした報告を聞き、わなわなと震える領主だったが、やがてがっくりとその場に崩れ落ちる。

			「そんな……」

			　報告した部下が一礼し、執務室から出ていった後も、蒼白を通り越し土(つち)気(け)色の顔をした彼は、その場から動くことはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　一方、冒険者ギルドでは、報告を聞いたガルツの深いため息が聞こえていた。

			「犠牲者が出るとは思っていたが……まさか全滅とはな」

			「Ａランクパーティーの『緋(ひ)色(いろ)の牙』も、誰一人として帰ってきていないようですね」

			「――そうか。もはやこの件は、この街では手に負えまい。ギルド本部に連絡して人員を送ってもらうとしよう」

			「かしこまりました。それにしても、何があったんでしょうね」

			「さあな……事故が起こったのか、強力なモンスターが出てきたのか――なんにせよ、急いで準備を整えなければな。もし仮に、Ａランクパーティーを全滅させるような化け物がいるとなるとまずい」

			「確かに。――それでは失礼します」

			　やれやれ、しばらくは忙しいだろうな――ガルツはそうつぶやくと、もう一度深いため息をついた。

			　生存者がいないので、何があったか知る者はいない。

			　彼の感じていた嫌な予感は、どうやら正解だったようだ。

			　もっとも、当たってもちっとも嬉しくもないものであったが。

			　リーアの街のギルドも、兵士とともにダンジョンに挑んだ冒険者を、26人も失っている。

			　駆け出しを含む、冒険者26人もの損失。人手不足は免れないだろう。

			　兵士が大量に減ったため、ギルドに回ってくる依頼も増えることが予想されていた。

			「さて――お仕事しますか」

			　ガルツは今後に不安を感じつつも、書類との格闘を開始する。

			　その後――彼の予想通り、リーアの街周辺では、兵士の数が減ったことで治安が悪化した。

			　冒険者ギルドから警備の人員が派遣され、何とか立て直すことはできたが、兵士たちを死なせ、この状況を招いた領主への信頼は失(しつ)墜(つい)し、領主は任を解かれることになる。

			　兵士の家族に殺されたとも、スラムの片隅でその姿を見たとも言われているが、その後の領主の消息は分かっていない。

			　新領主は、冒険者ギルドとの話し合いの後、迷宮都市の建設計画を白紙に戻し、従来通り周囲の村を拠点として発展させていく形をとることになった。

			　なお、周辺住民の混乱を防ぐため、兵士と冒険者たちの死亡理由は明かされていない。

			　領主の独断で行われたため、周辺に告知されていなかったこと。

			　冒険者ギルドが冒険者たちに箝(かん)口(こう)令(れい)を敷き、情報の漏(ろう)えいを防いだこと。

			　そして、ダンジョンの周辺には小さな村しか存在しなかったことから、かろうじて噂程度で抑え込むことに成功した。

			　魔王の軍から街を守った。

			　強大なモンスターが現れた。

			　反乱を計画していたので鎮圧された。

			　領主たちが流した噂を含め、様々な憶測は飛び交っていたが、その真実が正式に語られることはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やっとダンジョンの修復が終わったな」

			　兵士たちとの戦いが終わり、いろいろな場所が荒れてしまったダンジョンの修復が終わった。

			　修復といっても、ワーカーアントたちの力で崩落させた天井を埋め戻したり、アースアントに作らせた壁を撤去したり、というだけである。

			　どちらかというと、こちらの行動の後始末の方が手間のかかるものだった。

			　兵士たちがダンジョン内で全滅したことで、25万ポイントものＤＰが獲得できた。

			　さっそく、手に入れたポイントで７階層を追加、さらに７階層を限界まで深く延ばす。

			　７階層を追加しても、機能の拡張はなかった。

			　６階層を追加した時もそうだったので、もしかすると５階層の追加の時点で、ダンジョンの機能の拡張は終わりなのかもしれないな。

			「さて、そろそろ戦利品の確認でもするか！」

			「おー！　何があるか楽しみだね！」

			「何か役に立つものがあるといいですね！」

			　兵士や冒険者の付けていた装備品は、とりあえずまとめてダンジョンの倉庫の中にしまってある。

			　死体の方はさすがに残しておくつもりもないため、ダンジョンコアに吸収させておいた。

			　かなりの数があるはずだが、何かいいものがあるだろうか――

			「これは……ただの鉄の鎧(よろい)か」

			　鑑定してみたところ、兵士たちの装備はただの鉄の装備のようだ。

			　ナイトアントの甲(こう)殻(かく)に太刀打ちできなかったようだし、期待はしていなかったが、これらは戦利品としてはいまいちだろう。

			　アントたちは自前で鉄に匹敵する甲殻を持っている。これらが役立つことはあまりなさそうだ。

			　フィーネは、鉄の兜(かぶと)に潜って遊んでいた。

			　何が楽しいのか分からないが、実に楽しそうな笑顔で出たり入ったりを繰り返している。

			　楽しそうにしているところに悪いが、次のものがまだまだあるので片付けてしまう。

			「あー！　ダンのけち！」

			「フィーネちゃん……遊んでいないで、一緒に手伝いましょう？」

			　ずらりと並んでいた鎧(よろい)が消え、フィーネが抗議の声を上げるが、それをリリーネがそっと窘(たしな)めた。

			　彼女たちはプレゼントした腕輪の力で大きくなり、こちらを手伝ってくれるようだ。

			　次は冒険者たちの装備である。

			　兵士たちと一緒にいた冒険者たちの装備だが、そこまでめぼしい物はなさそうだ。

			　ファングボアの皮鎧。

			　微量な魔力を含んだ鉄製の長剣。

			　シールドアントの盾なんてものもあるな。

			「ダン？　これは？」

			「マジックポーチ？　へえ、見た目よりものが入るみたいだな」

			　フィーネが見つけたのは、小さな革袋だった。

			　何の変(へん)哲(てつ)もなさそうな革袋だが、その見た目より、多くものが入るようだ。

			　いくつかあったので、中に入った薬草やこまごまとした道具を別にして確保しておく。

			　他の装備品とは違い、こちらはいろいろと役に立ちそうだ。

			　ショップの中には、妖精にも使えそうな小さなマジックポーチもあったはずだ。

			　ＤＰにも余裕があるので、あとでフィーネたちに渡しておくのもいいかもしれない。

			　他に何かないかと確認していったが、マジックポーチの他には使えそうなものはなさそうだ。

			　これも順番に片付けて、倉庫の中へとしまっていく。

			「さて、次が本命だな……」

			　次は、シュバルツと死闘を繰り広げた冒険者たちの装備だ。

			　その装備の見た目も、傷はついているものの他のものよりも数段よさそうである。

			　あれだけの力を持った冒険者の装備なら、効果も期待できそうだ。

			「火竜の鎧(よろい)に、爆炎のロッド、裁きの大(おお)槌(つち)――さすがに強そうな装備ばかりだな」

			　こちらの装備は、名前からして強そうなものが並んでいる。

			　裁きの大槌か――地面に横たわる巨大なハンマーを、試しに持ち上げてみようとしたのだが、残念ながらビクともしなかった。

			　仕方がないとはいえ、自分の非力さに少し悲しくなる。

			　ダンジョンマスターが武器を手に取って戦う時点で、ほとんど負けにも等しいのだから、このハンマーを動かすことすらできなくても問題はない――そんなふうに、誰に言うでもなく心の中で言い訳する。

			　その保有魔力などを見て比べても、どの装備も今まで鑑定したものとは一線を画すものばかりのようだ。

			「かっこいい装備がいっぱいだね！　あっ！　ダン！　このナイフきれいだよ！」

			「これは、確か、あの剣士さんが持っていたものでしょうか？」

			　フィーネが１本のナイフに目を付けたようだ。

			　精巧な装飾をされた鞘(さや)に納まったそれは、ナイフといっても大きさは30センチほどあるだろうか？

			「へえ……」

			「きれいなナイフだね！」

			　鞘(さや)から抜いてみると、青みがかった銀色の刀身を持つナイフが現れた。

			　鑑定するとミスリルで作られたナイフらしい。

			　鋭く研ぎあげられている刃はとてもよく切れそうで、なおかつ驚くほどに軽い。

			　守りの魔法が込められているようなので、使うかどうかはともかく護身用として持っておくのもいいかもしれないな。

			「まあ、いくらいい装備があっても、うちのダンジョンには使える奴がいないんだけどな……」

			「アリさんたちは武器なんて持てないからね！」

			　確かにいい装備なのだが、このダンジョンのモンスターはジャイアントアントだ。

			　武器があっても、持つことはできないし、防具も人間用なので着ることはできない。

			　盾をくくりつけたりはできるかもしれないが、自前の甲(こう)殻(かく)もある。

			　無理にくっつけてしまっても、逆に邪魔になってしまいそうだ。

			　装備の鑑定を終え、倉庫の中に戻しておく。

			　残ったのはあのバリアのようなものを張っていた、杭のようなものだ。

			　崩落現場に残っていたので、こちらも回収しておいたのだ。

			「あとはこれか？　ふむ、結界柱っていうんだな」

			「結界柱、ですか？」

			「けっかいちゅー？」

			　鑑定の結果、あのバリアを発生させていた魔道具の名前は、結界柱と表示された。

			　ほとんど無傷の状態だが、保有魔力がだいぶ減っているようだ。

			　さっきのナイフと同じような材質の杭の表面に、複雑な魔法陣が彫られている。

			「うーん、効果を試してみたいところだけど。使っても大丈夫なのか？」

			「たぶん、大丈夫だと思いますよ？」

			　あのバリアの効果を調べてみたいが、安全だという保証もない。

			　使ってみるか迷っていたところ、リリーネがこちらを振り返る。

			「ん？　リリーネ。これの効果が分かるのか？」

			「はい！」

			「アタシたちは妖精だからね！　魔法陣くらい読めるよ！」

			　どうやら、妖精たちはこの魔法陣を読み取ることができるらしい。

			「へえ、そんな特技があったんだな」

			「ふふーん！　すごいでしょ！」

			　そう言って胸を張るフィーネ。

			　彼女たちのおかげで、こちらの魔道具も何とかなりそうだ。

			「ああ、助かるよ。２人ともすごいんだな」

			「えへへ、またお役に立てました！」

			「ふふーん！」

			　フィーネたちは褒(ほ)められたことで、ご機嫌になったようだ。

			　さっそく、彼女たちの力で魔法陣を解読してもらうとしよう。

			「じゃあ、フィーネ。さっそくどんなことが書いてあるのか教えてくれるか？」

			「任せてよ！　えっと……地中……設置……領域――」

			「識別コード？　区別のためでしょうか？」

			　魔道具を解除して小さくなったフィーネとリリーネが、杭の周りをぐるぐると回りながら魔法陣を解読していく。

			「終わりました！」

			「だいたい分かったよ！」

			「おお！　すごいぞ２人とも！」

			「ふふーん！」

			「それじゃあ、効果を説明していきますね」

			　リリーネの説明によるとこの結界柱は、杭の先端を地中に埋めることにより、杭を中心とした領域を展開。魔力を消費し続けることによって、領域を維(い)持(じ)することができるらしい。

			　特に相手を攻撃するなどの効果はないようだ。

			　危険性がないことが分かったことだし、一度試してみるとしよう。

			　どこかダンジョンコアに似ている結晶へと魔力を補充し、結界柱を地面に刺しこんでみると、すぐに領域が展開された。

			　なんだかピリピリした感じがするのだが、本当に大丈夫なのだろうか？

			「なんだかピリピリしてるんだけど、これ、大丈夫なのか？」

			「ふえ？　ピリピリ？　そんなことないよ？」

			「私たちは何も感じませんが……」

			「２人とも何も感じないのか？　うーん、おかしいな……」

			　どうやらフィーネたちは何も感じていないようだ。

			　彼女たちが何も感じないとなると、その原因は何だろうか。

			「うーん、なんだか落ち着かないんだけどな……何か、分かりそうなこととかないか？」

			「ちょっと待ってね！」

			「――領域の中の雰囲気はダンジョンにちょっと似ているでしょうか？　少し違いはありますが、ほとんど同じと言ってもよさそうです」

			「ふーむ、ダンジョンか。違和感のもとはそれかな？」

			　どうやら結界柱が作る領域の内部は、ダンジョンに似ているらしい。

			　試しにモニター画面を開いてみようとするが、うんともすんとも言わない。

			　どう考えても一番怪しいのはこの領域だろう――やはり、なんだかピリピリするし。

			　結界柱を地面から抜くと、モニター画面が使えるようになった。

			　ふむ、結界柱が作る領域内だと、ダンジョンの機能が使えなくなるようだ。

			　このピリピリした違和感の原因も、それなのかもしれないな。

			　確認が終わったので、結界柱をまた地面に刺しておく。

			　それにしても、今日のフィーネはやけに頼りになる。

			　もしかして、偽者だったりしないだろうか？

			「なあフィーネ。今日はやけに頼りになるけど、偽者だったりしないよな？」

			「むっ！　それどういう意味よ！　こうしてやる！」

			「ダンさん。さすがにそれはひどいです……」

			「痛っ？　わ、悪かった、フィーネ！　謝るから髪の毛を引っ張るのはやめてくれ！」

			「アタシはいつも頼りになるんだからね！」

			「今回は、さすがに助けられません……」

			　冗談のつもりだったのだが、フィーネを怒らせてしまった。

			　目にもとまらぬ速さで飛び上がったフィーネは、俺の頭に着地すると、髪の毛をぐいぐいと引っ張って怒る。

			　さすがに、リリーネもこればかりは助けてくれないようだ。

			　ぷりぷりと怒るフィーネをなだめていると、突然、何かが割れるような音がコアルームに響いた。

			「うおっ!?」

			「ふわっ!?」

			「ひゃっ!?」

			　三者三様の驚きの声を上げつつ、音のした方を振り返る。

			　振り返った先では、結界柱が真っ二つに割れてしまっていた。

			「割れてるな……」

			「うん、割れてるね……」

			「割れていますね……」

			　制限時間や耐久度でもあったのだろうか？　効果の検証をして、結界柱の対策を練りたかったのだが……。

			　直そうにも、どうやって直せばいいのか分からないのだから仕方ない。

			　残念だが、諦(あきら)めるしかないだろう。

			　ゴミと化してしまった結界柱を、ダンジョンコアに吸収させてしまう。

			　すると、ダンジョンに新しい機能が追加された。

			　ダミーコア、ダンジョンコアの偽物を作ることができるようだ。

			　果たして、この機能はどういう理由で追加されたのだろうか？

			　ダミーコアが解放されたのは結界柱を吸収させた直後。

			　結界柱を吸収させたためだと考えるのが自然だろう。

			「ふむ。もしかして、結界柱以外のアイテムでも追加されるのか？」

			　試しに、火竜の鎧(よろい)を吸収させてみる。

			　すると、竜域なる環境設定が追加されたようだ。

			　ふむ、どうやらアイテムによっては、ダンジョンコアに吸収させた時に、何かしらの機能が解放されるようだ。

			　爆炎のロッドを吸収させると、煉獄の環境が追加され、裁きの大(おお)槌(つち)では聖域が追加された。

			　３つとも、うちのダンジョンでは使いにくそうな環境だ。

			　そもそも、地中がメインのこのダンジョンでは、別の環境を使うメリットはほとんどない。

			　続けて兵士の装備も吸収させていくが、特に何も起こらなかった。

			　つまり、ある程度の等級か、特定の効果のあるアイテムを吸収させた場合、何かしらの機能が解放される可能性があるようだ。

			　他にもいろいろな機能が解放されるかもしれないので、こちらの発見もとりあえず覚えておくとしよう。

			　さて、ダミーコアは１つ作るのに１万ポイントが必要なようだ。

			　ポイントは十分にあるので、試しに１つ作ってみるとしよう。

			「これがダミーコアか」

			「おおぉ！　ダンジョンコアにそっくりだね！」

			「これならひと目見ただけだと分からないかもしれませんね」

			　ＤＰを消費すると、コアルーム内にダミーコアが現れる。

			　ダミーのコアというだけあって、見た目はダンジョンコアとまったく一緒だ。

			　効果の方は――ダンジョンの機能の一部を使えるほか、ダミーコアを中心に半径１キロメートルほどの領域を作ることができるらしい。

			　その性能からしてダミーというよりも、劣化版のダンジョンコアと言った方が正しいかもしれない。

			　試しにダミーコアを使って領域を作ってみるが、今度はピリピリしないようだ。同じダンジョンによって作られる領域だからだろうか？

			　どうにも、ダミーコアは結界柱によく似た効果を持っているように思える。

			　やはり結界柱を吸収させたおかげで作れるようになったのだろう。

			　結界柱とはどういうものであったのだろうか――壊れてしまったのが悔やまれるが、すでに吸収してしまった後なのでどうしようもない。

			　ダミーコアを作れる数は、保有している階層の数までのようだ。

			　ダミーコアでも領域を作れるのはいいのだが、ダンジョンの内部に設置しても意味はない。

			　ダンジョン外に設置することで、ダミーコアの領域を中継拠点とすることもできるのだが、そもそも外に出る用事があるわけでもなかった。

			　それに、ダンジョンの外に並べて領域を広げようにも、半径１キロメートル程度ではそこまで大きくはならないな。

			　ダミーコアを利用したダンジョンの機能の操作に関しても、ダンジョン内にいるならばダンジョンコアを使えばいい。

			　せいぜいが、ダミーコアを見つけた冒険者がダンジョンコアと誤認した場合に、これを持ち帰っていくくらいだろう。だからこそダミーコアというわけか。

			「これは微妙な効果だな」

			「あんまりいらないかもね……」

			「ちょっと、残念ですね……」

			　ダミーコアは、今のところ有効な使い道はなさそうだ。

			　とりあえず作った分のダミーコアに関しては、４階層の入り口の前にコアルームっぽい部屋を作って設置しておこう。

			　運が良ければ、３階層を突破されてもそこで引き返していくかもしれない。

			　とりあえずのところは、ダンジョンコアの新しい機能が増えただけでもよしとすることにしよう。

			「さて、戦利品の確認も終わったことだし、一度休憩するか」

			「わーい！　今日は何して遊ぼっか？」

			「そうですね。それじゃあ――」

			　散らばった戦利品をすべて回収すると、休憩のためにコアルームを離れる。

			　フィーネたちは楽しそうに笑いながら、今日の遊びについて相談している。

			　今回の戦いは、完勝と呼べるほどの結果を出すことができた。

			　これで、この前の苦戦を振り切ることができそうだ――

			　せめて、彼女たちの笑顔を守り切れるくらいには、強くなりたい。

			「ダン！　立ち止まってどうしたの？」

			「早く来ないと置いていっちゃいますよ？」

			「ああ、今行くよ――」

			　そんなことを考えながら、俺はこちらを振り返る彼女たちの方へと向かった。

		

	
		
			　

			エピローグ

			　

			　ダンジョンに入ってきた兵士たちを倒してから、しばらく経った日のことであった。

			「もー！　ダンなんて大っ嫌い！」

			「ああ、俺もフィーネなんて嫌いだ！」

			「ふ、２人とも落ち着いて――」

			「リリーネは黙ってて！」

			「あ、あぅ……」

			　縮こまってしまったリリーネをよそに、フィーネがコアルームから飛び出す。

			　そのまま、ダンジョンの中へと消えてしまった。

			　喧(けん)嘩(か)のきっかけは、フィーネのクッキーが入った瓶を落として割ってしまったことだった。

			　フィーネは、ワクワクしていたその表情から一転。

			　呆然とした顔で散らばったクッキーを見つめていた。

			　その後、涙目になったかと思うと、ぷんぷんと怒りだしてしまったのだ。

			　怒って髪の毛を引っ張るフィーネについイラッとしてしまい、言い返したのがよくなかった。

			　そのあとは売り言葉に買い言葉。

			　最終的にはアホだの天然だのといった子供じみた言葉が飛び交い、何とか止めようとするリリーネの頑張りも実を結ばず、ついにフィーネが飛び出してしまったのだ。

			　フィーネが出ていき、静かになったコアルーム。

			　リリーネも何も言わずに困ったような表情を浮かべ、彼女のその顔を見ているうちに頭が冷えて落ち着いていく。

			「はぁ……」

			「ダンさん。落ち着きましたか？」

			「ああ、リリーネ、悪かったな」

			「その言葉は、フィーネちゃんに言ってあげてくださいね？」

			　冷静になって振り返ると、きっかけは俺が瓶を割ってしまったことだ。

			　そのあとのフィーネにも問題がないとはいえないが、それに反応したのもよくなかった。

			　すぐに謝ればこんなことにはならなかっただろう。

			「そうだな……フィーネが帰ってきたら謝らないとな」

			「フィーネちゃんはダンさんが大好きですから、すぐに許してくれますよ！」

			　ダンジョン内のアントはフィーネを襲わないから危険はない。

			　むしろ、いつの間にかフィーネと仲良くなっているアントたちがいくらかいるようだ。

			　アーマイゼやフォルミーカと楽しそうにおしゃべりをしているのも、モニター越しだが何度か見たこともある。

			　なんだかんだ言って、フィーネたちがいなかったならば、こうしてここにいることもなかったかもしれない。

			　ダンジョンマスターである限り、外へ出るのは危険であるし、身を守るための戦闘力もない。

			　フィーネたちがダンジョンに来なければ、誰かと話すような機会もなかっただろう。

			　あのまま１人でダンジョンの運営を続けていたら、孤独のあまり狂っていた可能性だってあるのだ。

			　フィーネとリリーネには感謝しているし、今となっては大事な相棒だ。

			「とりあえず、新しいクッキーは用意しておくか」

			　割れてしまった瓶の代わりに、新しい瓶を出しておく。

			　ついでにハチミツも出すか――そうだ、あれも用意しておこう。

			「そうだな――リリーネ。ちょっと協力してもらってもいいか？」

			「はい！　いったい何でしょうか？」

			「前から考えてはいたんだが――」

			　リリーネに前から温めていた計画を話すと、一瞬だけ驚いた顔を浮かべ、たちまち嬉しそうな笑みを浮かべる。

			「ダンさん！　それは本当ですか！」

			「ああ、だからリリーネにも協力して欲しいんだ。手伝ってくれるか？」

			「もちろんです！　ふふっ、フィーネちゃんの喜ぶ顔が目に浮かびますね！」

			「どうかな？　驚きすぎて声も出ないかもしれないぞ？」

			　これから用意する物を見たフィーネの顔を、リリーネと一緒に想像しながら準備を始める。

			　モニターを開くと、リリーネが俺の頭へと恐る恐るといった様子で着地する。

		

	
		
			[image: p311.jpg]
		

	
		
			「リリーネ？」

			「えへへ、こっちの方が見やすいですし――ちょっとだけ、フィーネちゃんが羨ましかったんです！　このまま一緒に作業していいですか？」

			「ああ、かまわないぞ――」

			　そして、リリーネを頭の上に乗せたまま、俺はモニターの操作を開始した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　フィーネはコアルームから飛び出して、ダンジョンの中を進んでいく。

			「ダンなんて絶対に許さないんだから！　そりゃあ髪の毛を引っ張ったのはアタシも悪いとも思うし、ダンが瓶を落としたのも、わざとじゃなかったけど――」

			　先ほどのやり取りを思いだし、徐々に落ち込み始めるフィーネだったが、すぐに何かを思い出して叫ぶ。

			「でも――虫だとか天然だとかは言いすぎだよ！　アタシはれっきとした妖精だもん！　虫じゃないから！　それにアタシは天然でもない！　そう、こういうのは無邪気っていうんだよ！」

			　妖精の里でも『フィリオーネはしっかり者だね』と仲間たちから言われたことだってある。

			　彼女にとって、断じて天然などという不名誉な称号は許すことはできなかった。

			「――まあ、ダンが謝ってくるなら許さないこともないけど……」

			　悪い人間から、フィーネとリリーネを助けてくれたのはダンである。

			　どこにも行くあてのない彼女たちをダンジョンに置いてくれたのも彼だ。

			　フィーネも、ダンと同じくとても感謝していた。

			　妖精の里の皆にちょっとだけ心残りはあるが、今の生活だって悪くはないものだった。

			　ダンと一緒にいるのは楽しく、アントたちが働く様子も見ていて飽きない。

			　あの温泉とかいう温かい水が湧(わ)いてくる泉も気持ちがいいし、クッキーなどの見たこともないお菓子も甘くておいしい。

			　妖精の里で甘いものといえばたいていが木の実や花の蜜、あとはたまにハチミツがある程度だった。

			　もはや、彼のいない生活など想像すらできない。

			「ダン、怒ってるかな――ううん！　まだ戻らないもん！」

			　今戻ってしまったら、負けな気がする。

			　感謝はしているが、怒ってもいるのだと、少ししょんぼりしながらも、フィーネはダンジョンの中を進んでいく。

			「……まずは、アーマイゼちゃんとフォルミーカちゃんのところにでも行ってみようかな」

			　まだ戻らないことに決めたフィーネは、新たにできた友達の下へと向かうことにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「うーん……まずはこんな感じで、あと、あれとこれもつけておくか？」

			「これなんてどうでしょうか？」

			「ふむ、じゃあこうだな――」

			　フィーネが帰ってくる前に、準備を終わらせるために急ぐ。

			　必要なもののリストを見る限り、結構なポイントを使うことになりそうだ。

			　侵入者たちを倒したことでかなりの収入があったのだが、ダンジョンの強化とこれだけで消えてしまいそうだ。

			　とはいえ、ダンジョンを拡張したことでＤＰの収入も大幅に増えた。

			　フィーネたちのためにポイントを使っても、まあ大丈夫だろう。

			「フィーネはどこまで行ったんだろうな」

			「フィーネちゃんはその、ちょっとおっちょこちょいなので……迷子になっちゃうかもしれません。あの時も――」

			　リリーネの語る昔話に耳を傾ける。

			　自分はしっかり者だと思っているフィーネだが、よく森の中で迷子になっていたらしい。

			　フィーネが里の外へ行く時は、彼女の友人の誰かが一緒についていくことがお決まりだったそうだ。

			「それなら、あとで迎えに行く必要があるな――」

			　ダンジョンは複雑な構造をしているため、地図を用意するか、人並み外れた方向感覚がなければすぐに道に迷うことになる。

			　リリーネの話を聞く限りだと、フィーネが迷子になるのはほぼ確実だと思われた。

			　ダンジョンの外に行かなければ危険はない。そもそも、フィーネではたどり着けないだろう。

			　この前兵士たちを撃退してからは侵入者もいないので、ダンジョン内も安全だ。

			　仮に迷子になっていたとしても、ダンジョンコアを使えば場所は分かるので、迎えに行くことも簡単だ。

			　準備しているものもだいぶ形になってきた。

			　早く彼女を迎えに行くためにも、さっそく仕上げに取り掛かるとしよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やっほー！　遊びに来たよ！」

			「ギギ？」

			「ギー」

			　アーマイゼとフォルミーカの下へたどり着いたフィーネ。

			　フィーネの元気な声に、それぞれが鳴き声を返す。

			　どうやら、アーマイゼたちは今は何もしていないようなので、フィーネはさっそく今日のことについて愚(ぐ)痴(ち)ることにした。

			「――それでね、ダンったらあんなこと言うんだよ！」

			「ギギギ！」

			「ギギー？　ギギギギ」

			　首をかしげ、そう問いかけるアーマイゼたちへと、フィーネが首を振る。

			「ダメだよ！　ダンから謝ってくるまで帰らないから！」

			「ギギギ……」

			「ギー」

			　どうやら、アーマイゼたちはダンと仲直りするように諭(さと)しているようだが、フィーネは納得しないようだ。

			　１人と２体でしゃべっていると、彼女たちの下へとワーカーアントたちがやってきた。

			「ギギギギ」

			「もうそんな時間なんだ……うん！　じゃあまた来るね！」

			「ギギッ」

			「ギー」

			　どうやらアーマイゼたちは、これから仕事の時間らしい。

			　アーマイゼとフォルミーカに別れを告げて、フィーネは他の場所へ向かうことにする。

			　すると、親衛隊の子の中の１体が声をかけてきた。

			　どうやら、フィーネを乗せてダンジョン内を案内してくれるらしい。

			「いいの？　ありがとう！　じゃあ、めーちゃんのところに出発！」

			「ギー！」

			　フィーネがその背中の上に座り、意(い)気(き)揚(よう)々(よう)と出発する。

			　次の目的地はめーちゃんと呼ばれたメディックアントのもとだ。

			　フィーネが名前を付けたメディックアントの１体で、他のメディックアントたちのリーダー的存在である。

			　普段はワーカーアントたちの仕事を手伝ったり、怪(け)我(が)をしたアントを治療したりしているらしい。

			　フィーネが行くといつも蜜をご馳走してくれるため、彼女はめーちゃんの下へとよく通っていた。

			「めーちゃん！　やっほー！」

			「ギギー？」

			　ダンジョン内の小部屋の一つに到着したフィーネは、目の前にいたメディックアントに声を掛ける。

			　どうやら、めーちゃんはワーカーアントの治療中だったらしい。

			　治療といっても蜜を飲ませたりかけたりするだけなのだが、その回復効果は確かなものだ。

			　冒険者の中には、回復薬の代わりとして、現地で手に入れたメディックアントの蜜を活用する者もいる。

			「もう大丈夫だよ！　ありがとね！」

			「ギー！」

			　目的地についたフィーネは、親衛隊のアントに別れを告げる。

			　親衛隊のアントは、ひと鳴きすると来た道を引き返していった。

			　めーちゃんの方は治療が終わったようで、治療を受けていたワーカーアントが立ち上がり、小部屋から出ていく。

			　ワーカーアントを見送った後、めーちゃんがフィーネの下へとやってきた。

			　さっそく、ダンからもらったマジックポーチから小さなコップを取り出し、その甘い蜜をもらうフィーネ。

			　ジャイアントアントの蜜は、ハチミツよりもさらさらとしていて癖が少ない。

			　ハチミツも好きなフィーネだが、この甘い蜜も大好物だった。

			「それにしても、何から蜜を作っているの？」

			「ギー！」

			「きぎょーひみつ？　そっか……」

			　蜜を舐めながら、彼女たちがおしゃべりをしていると、新しい怪(け)我(が)人が来たようだ。

			　どうやら巣の拡張中に、天井から落ちて怪我をしたらしい。

			　治療を受けるワーカーアントのほとんどは、このタイプの怪我である。

			　さっそく治療に取り掛かっためーちゃんが忙しそうにしているため、フィーネはそろそろお暇(いとま)することにする。

			「めーちゃん、またねー！」

			「ギギー？」

			「ふふーん！　アタシはしっかり者だからね！　迷子になんてならないよ！」

			　迷子にならないか心配するめーちゃんをよそに、フィーネは部屋を出て、さらにダンジョンの中を進む。

			　その後も、ワーカーアントと一緒にラーヴァアントの面倒を見ていたら、興味深げに集まってきた幼虫に押しつぶされそうになったり、アントワームがいきなり地面から出てきてびっくりしたりしたが、フィーネは楽しくダンジョン内を探検していた。

			　次の目的地を目指していたフィーネの背後から羽音が響く。

			　振り返ったフィーネへと迫る黒い影を、慌てて彼女は避けた。

			「もー！　危ないじゃない！」

			　黒い影は、アントフライであった。

			　ぷりぷりと怒るフィーネの姿に、ぶつかりそうになったアントフライはその場で滞(たい)空(くう)すると謝るかのように手をこすり合わせる。

			「今度はちゃんと気を付けてよね！」

			　去っていくアントフライを見送ったフィーネは、その場へとゆっくり降りる。

			　ダンジョン内を探検していたら、少し疲れてしまったようだ。

			　どこかで休憩しようかなとフィーネが考えていると、ワーカーアントが歩いている。

			　どうやら、彼女が来た道の方に向かっていくようだ。

			　ワーカーアントの背中に乗っていくことにしたフィーネは、その背中にちょこんと座り、休憩する。

			「ふふーん！　さすがアタシ！　楽ちーん！」

			　そして、ゆりかごのように揺れる背中に乗って進んでいるうちに、いつしか疲れていたフィーネは睡魔に負けて寝息を立て始めた。

			　眠りこけた彼女を背中に乗せたまま、ワーカーアントはダンジョンの中を進んでいく。

			　フィーネが目を覚ますと、そこは見覚えのない場所だった。

			「うーん、ここはどこだろう……」

			　彼女は元の場所に戻ろうと辺りを飛び回るが、どこまで行っても見覚えのない場所である。

			　どうやら、迷子になってしまったらしい。

			「ひぐっ……ぐすっ……」

			　帰り道の分からなくなった彼女が、その場でうずくまり泣いていると、不意に足音が聞こえてきた。

			　涙をぬぐって、見上げたフィーネのぼやけた視界に、ダンの姿が映る。

		

	
		
			[image: p322.jpg]
		

	
		
			「ほら、迎えに来たぞ。そろそろ帰ろうか」

			「フィーネちゃん。一緒に帰りましょう？」

			「ぐすっ……うん……うん！」

			　フィーネの泣き顔が、たちまち笑顔に変わる。

			　ふわりと飛び上がり、いつもの特等席に座ろうとした彼女だが、そこには先客の姿があった。

			「あー！　リリーネ！　そこはアタシの特等席だよ！」

			「ふふっ、今日は私の特等席です！」

			　フィーネの特等席――ダンの頭の上には、リリーネが座っていた。

			　特等席を取り返そうとするフィーネだったが、リリーネもそこから動く気配はない。

			「ほら２人とも、人の頭の上で喧(けん)嘩(か)しないでくれ」

			「ぐぬぬ……今日だけだからね！　明日はアタシの場所だから！」

			「えー、どうしましょうか？」

			「むむむ……リリーネのけち！」

			「フィーネちゃんの言う通り、私はけちんぼなのでこの場所はゆずりません」

			「ダメ！　絶対ダメだからね！」

			　先ほどまで泣き声が聞こえていたダンジョンの中では、どこか楽しそうな妖精たちの声が響いていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「くぅー」

			「寝ちゃったな」

			「きっと、安心しちゃったんですね」

			　手の中で寝ているフィーネを起こさないようにしながら、ダンジョンの中を慎重に進む。

			　あの後、準備が完了したのでフィーネを探してみると、彼女は地面に座り込んで泣いていた。

			　どうやら、リリーネの予想した通りに迷子になってしまっていたらしい。

			　慌ててフィーネのもとへ向かい、一緒にコアルームまで戻ってきた。

			　その道中、ふらふらと跳ぶフィーネを手のひらに乗せたのだが、いつの間にか彼女はそのまま寝息を立てていた。

			「ほら、フィーネ。着いたぞ」

			「んぅ？　着いたの？」

			　フィーネが目をごしごしとこすりながら起きる。

			　さて、フィーネにあれを見せる前に、まずは――

			「あーその――フィーネ、ごめんな。瓶を割っちゃったし、いろいろと言いすぎたよ……」

			「アタシもごめんね。ダンもわざとやったわけじゃないのに、あんなに怒っちゃって……」

			　俺が謝ると、フィーネも謝った。

			　どうやらフィーネも悪いと思っていたらしい。

			「じゃあ、仲直りですね！」

			「うん！」

			　リリーネの言葉に、フィーネが元気良く頷く。

			「クッキーも買いなおしておいたし、ハチミツもあるぞ！」

			「わーい！　ありがとう！」

			　仲直りはうまくいったようでひと安心だ。

			　フィーネは笑顔を浮かべると、クッキーを受け取る。

			「それと、もう一つあるんだが……」

			「ふえ？　もう一つ？」

			「ふふっ、きっと驚きますよ」

			　クッキーをかじっていたフィーネが、きょとんとした表情を浮かべる。

			「ほら、こっちだフィーネ。ついてきてくれ」

			「ダン？　どこ行くの？」

			「フィーネちゃん。それは着いてからのお楽しみですよ――」

			　コアルームから隣の小部屋に向かい、さらにその先に新しく作られた扉を開ける。

			「わあ……！」

			「どうだ？　気に入ったか？」

			「うん！　うん！　すごく気に入ったよ！」

			「ダンさん！　よかったですね！」

			　扉の先の光景を見たフィーネが、ぽかんと口を開けて驚き、すぐにこれ以上ないほどの笑顔を浮かべる。

			　そこに広がっていたのは――青々とした葉を付けた木々が生い茂る、どこか明るい雰囲気の森だった。

			　以前、フィーネが欲しがっていたので作ってみたのだ。

			　コアルームの設備として追加したので、そこまで規模は大きくはないが、森の中にはある程度の生態系が、最初から用意されているらしい。

			　この森を用意したため、７階層を追加して減っていたＤＰが、さらに大きく減ってしまった。

			　だが――この笑顔を見ることができただけでも、十分に価値があったのは間違いない。

			「ダン！　あそこに泉があるよ！」

			「おっきな花畑もあるんですよ？」

			「ああ、あとで一緒に見に行こう」

			「うん！」

			　森の中には、リリーネのアドバイスに従い、花畑と泉も設置してある。

			　特に高かったのがあの泉で、なんでも妖精の泉というらしい。

			　フィーネとリリーネは妖精なので、ぴったりの名前だろう。

			　彼女たちは目をキラキラさせながら、森のあちこちに見入っている。

			　どうやら、プレゼントは大成功のようだ。

			「ほら、フィーネが前に欲しがっていただろ？　その……いつものお礼も含めて、な」

			「ダン！　アタシもいっぱい、いーっぱい感謝してるよ！　いつもありがとね！　ダン、大好き！」

			「ふふふ、ダンさん。いつもありがとうございます。私もダンさんが大好きですよ！」

			　フィーネとリリーネは満面の笑みを浮かべると、くるくると踊るように辺りを飛び回る。

			「ダン！　まずはあっちに行こうよ！」

			「ほらほら、森は逃げないぞ。そんなに急がなくてもいいだろ？」

			「ふふっ、また迷子になっちゃいますよ？」

			「ふふーん！　今度はダンが一緒だから大丈夫だもんね！」

			　俺はフィーネとリリーネを連れ、森の中を歩き始めた――
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